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【地名対照表】 
* 州／県／市／村落共同体／サイト 

カタカナ表記  アルファベット表記  行政区分* 

イェロワゴ  Yero Wago 優先地域(Fd1’’) 
カイモール  Kaymor 村落共同体  
カオラック  Kaolack 州、県、市  
カフリン  Kaffrine 州、県、市  
カマタンバンバラ  Kamatane Bambara サイト(Fd1) 
ガンジャイ  Gandiaye 市、（旧郡名）  
カンジュ  Kandiou サイト(F2) 
ギンギネオ  Guinguinéo 県、市  
グデムスィディ  Goudeme Sidy 優先地域(Fd1’) 
クールカティムジャマ  Keur Katim Diama 村  
クールサンバゲイ  Keur Samba Guèye 村落共同体  
クールサンバノッソ  Keur Samba Nosso サイト(Fd5) 
クールジョゴイ  Keur Diogoye 優先地域(K2’) 
クールソセ  Keur Socé 村落共同体  
クールバカリ  Keur Bakary 優先地域(K1’) 
クールバチャム  Keur Bathiam 優先地域(K5’’) 
クールママドゥネネ  Keur Mamadou Nène サイト(N1) 
クンバル  Koumbal 郡  
サララ  Sassara 優先地域(K1’’) 
サンガイ  Sangaï 優先地域(F2’) 
サンガコ  Sangako サイト(Fd3) 
ジェジェン  Ndiédièng 郡  
シハヌ  Sikhane 優先地域(K2’’’) 
ジャハオ  Diakhao 市、（旧郡名）  
ジュルップ  Diouroup 村落共同体  
ジョソング  Diossang 村落共同体  
ジョンゴロー  Ndiongolor サイト(F3) 
ジラス  Djilas サイト(F4) 
ジロール（ジラック）  Djilor (Djilack) サイト(F5)（ファティック県）  
ジロール  Djilor 郡（フンジュン県）  
タイバプル  Taïba Peul 優先地域(K5’) 
ダカール  Dakar 首都、州  
タタギンヌ  Tataguine 郡  
ダバリ  Dabaly 村落共同体、サイト(N3) 
ダバンゲラジョ  Dabane Guéladio サイト(K4) 
チョンビ  Thioumby 村落共同体  
ディア（ジア）  Dya 村落共同体  
ティセカイモール  Thyssé Kaymor サイト(N5) 
トゥーバクータ  Toubacouta 郡、村落共同体  
ナウドゥル  Naoudourou サイト(K5) 
ニャハール  Niakhar 郡、村落共同体  
ニョーロアラサンタル  NioroAlassane Tall 村落共同体、サイト(Fd4) 
ニョロ・デュ・リップ  Niorodu Rip 県、市（通称ニョロ）  
パオスコト  Paoskoto 郡  
パカンクールガニ  Pakane Keur Gagny サイト(N4) 
ファティック  Fatick 州、県、市  
フィムラ  Fimela 郡、村落共同体  
ブチュ  Bouthie サイト(K1) 
プロハン  Porokhane, Prokhane 村落共同体  
プロハントゥクルー  Porokhane Toucouleur サイト(N2) 
フンジュン  Foundiougne 県、市  
ムベルカディオ  Mbelle Kadio 村落共同体  
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カタカナ表記  アルファベット表記  行政区分* 

メディナサバ  Médina Sabakh 村落共同体  
ラトミンゲ  Latmengué 村落共同体  
レランコリ  Lerane Coly サイト(Fd2) 
ワクングナ  Wack Ngouna 郡、村落共同体  
ンガパ  Ngapa 優先地域(K2’’) 
ンガン  Ngane サイト(K2) 
ングルプル  Ngoulou Peul サイト(F1) 
ングルセレール  Ngoulou Sérère 優先地域(F1’)  
ンゴチ  Ngothie 郡  
ンジオッブ  

Ndiob 
郡（2012 年より Diakhao から変

更）  
ンジャファット  Ndiafate 村落共同体  
ンジャファットセレール  Ndiafate Sérère サイト(K3) 
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【樹木・草本(*)名一覧】 

学 名 本報告書の表記 [他の一般和名] 用途、特性 仏語名 英語名 

Acacia albida  
(=Faidherbia albida) 

アカシア・アルビダ 土壌改良 

家畜飼料 

kad, cadde Apple-ring acacia, 
etc. 

Acacia mellifera アカシア・メリフェラ 防風林 
  

Acacia nilotica アカシア・ニロティカ 土壌改良 
  

Acacia senegal アカシア・セネガル 

[アラビアゴムノキ] 

防風林、樹液利

用 
gommier 

 

Acacia seyal アカシア・セヤール 樹液利用 
  

Adansonia digitata バオバブ 果実､葉､樹皮 baobab Baobab 
Anacardium occidentale カシュー 

[カシューナットノキ､勾玉の木] 
果樹、用材 anacardier Cashew 

Azadirachta indica インドセンダン 被陰樹、薬用 neem Neem 
Balanites aegyptiaca バラノス 果実、種子油 dattier du désert 

 

Bauhinia rufescens ボイニア 生垣（防風林） 
  

Borassus aethiopum ロニエ 果樹、用材 rônier African fan palm. 
Carica papaya パパイヤ 果樹 papayer Papaya 
Casuarina equisetifolia モクマオウ[トクサバモクマオウ] 用材、耐塩性 filao 

 

Ceiba pentandra カポック[パンヤ、パンヤノキ] 在来種 
  

Citrus aurantifolia ライム（シトロン） 耐塩性､用材 citronnier Key lime  
Citrus reticulate マンダリンオレンジ 果樹 mandarinier Mandarin Orange 
Combretum aculeatum 

 
在来種 

  

Combretum micranthum 
 

在来種 
  

Combretum reticulatum 
 

在来種 
  

Cordyla pinnata ディンブ(現地名) 
 

poirier du Cayor bush mango 
Dalbergia melanoxylon アフリカン・ブラックウッド 用材 grenadille d'Afrique African Blackwood 
Detarium senegalense デタリウム 果実 ditax  Sweet Detar 
Erythrina senegalensis 

 
在来種 

  

Eucalyptus 
camaldulensis 

ユーカリ[リバーレッドガム] 用材､耐塩性 gommier de 
Camaldoli  

River Red Gum 

Euphorbia balsamifera サラン[バルサムキリン] 生垣 
  

Glycyrrhiza glabra* スペインカンゾウ* 耐塩性草本 réglisse glabre liquorice, licorice 
Glycyrrhiza uralensis* ウラルカンゾウ* 耐塩性草本 

 
Chinese liquorice 

Guiera Senegalensis 
 

在来種 
  

Jatropha curcas ジャトロファ[ナンヨウアブラギリ] 生垣､種子油 
  

Khaya senegalensis カイセドラ[アフリカマホガニー] 街路樹 caïlcédrat, etc. African mahogany 
Leucaena leucocephala レセナ[ギンネム、ギンゴウカン] 土壌改良、防風

林、飼料 
faux mimosa  

 

Mangifera indica  マンゴー 果樹 manguier Mango 
Melaleuca leucodendron メラルカ 耐塩性 cajuput Cajuput 
Moringa oleifera モリンガ[ワサビノキ] 薬用 moringa drumstick tree,  
Parinari macrophylla  在来種  Neocarya 
Parkia biglobosa パルキア[ヒロハフサマメノキ] 

   

Parkinsonia aculeata パーキンソニア 防風林 épine de 
Jérusalem  

 

Prosopis juliflora プロゾピス[メスキット] 防風林､耐塩性 
 

(mesquite) 
Psidium guajava グァバ 果樹 Gouavier Guava 
Pterocarpus erinaceus アフリカローズウッド 用材 vène 

 

Sclerocarya birrea マルーラ 
 

marula Marula 
Tamarindus indica タマリンド 果実、被 tamarinier Tamarind 
Tamarix senegalensis タマリスク 耐塩性 

  

Terminalia mantaly テルミナリア 
  

mantaly, Terminalia 
Veriveria zizaniodes* 

ベチバー [ウサル] 水食工作物強化 vétiver Vetiver 
Vetiveria nigritana* 
Ziziphus mauritiana インドナツメ 防風林、果樹 jujubier Chinee Apple, etc. 
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第 1 章  プロジェクト概要 

1.1  プロジェクトの背景  
セネガル国（以下、セ国）では、生産性の低い裸地や草生地（酸性硫酸塩土壌（タン））

等の拡大、農地における塩害、そして疲弊（落花生盆地の過剰単一栽培や過放牧など）が

大きな問題となっている。  

これに対し、セ国政府は、「貧困削減戦略文書」と「環境セクター政策書簡における戦略

および目標」を実行するため、予算の効果的な拠出を掲げた 3 年単位の環境セクター中期

支出計画（CDS-MT）を策定している。同計画では主要プログラムの１つに「森林破壊およ

び劣化土壌対策」を掲げている。  

セ国政府は、劣化土壌問題に対応するために、森林官および村落住民の能力向上を求め

て、本プロジェクトの要請を行ない、JICA は、環境・自然保護省（現在は環境・持続的開

発省 1）、水・森林・狩猟および土壌保全局職員をカウンターパート（以下 C/P）として、

2011 年 3 月より 5 年間の技術協力を開始した。  

プロジェクトでは第１年次に、土地劣化抑制・有効利用促進に係る既存技術のレビュー

を行ない、改良・開発すべき技術を抽出するとともに、土地劣化分布図を作成した。これ

に基づきプロジェクト対象地域となる優先地域（100 ヶ村）とパイロットサイト（優先地

域の 20 ヶ村）の選定作業を行なった。第２年次には、関係する地方自治体へのプロジェク

ト説明およびパイロットサイトでの住民協議を実施した上でパイロット活動を順次開始し

た。第３年次には中間レビュー調査を通じて PDM の改訂が行なわれ、成果の普及が明確

に示された。PDM の改訂を受け、そのための戦略を立案し、パイロット活動を他の優先地

域へ普及する活動の試行も開始した。第４年次には、パイロット活動から得られた成果を

整理し、技術マニュアルと技術カタログ、さらには土壌劣化抑制活動の啓発用ツールを作

成した。技術の普及展開に関しては、村レベルまでを網羅する教育ネットワークを活用し

て地域全体への技術情報の伝播を狙った「学校・地域／緑のアクション（AVLOS）」アプ

ローチを策定した。その一環としてファティック州教育局と連携して州レベルのフォーラ

ムを開催し、各地方自治体での劣化土壌対策シートを作成したほか、各関係者が担うべき

役割を発表した。第５年次にはカオラック州においても同様の州フォーラムを開催し、劣

化土壌対策への取り組みに係る関係者の巻き込みを図った。終了時評価調査の結果、第５

年次の 1 年間の延長が決定された。延長期間中には、技術の普及展開に焦点を当て、各優

先地域において普及および啓発活動を継続するほか、AVLOS 活動のモニタリング、森林研

修センターとの連携による技術マニュアルの最終化作業に加え、地方自治体の劣化土壌対

策技術の試行に取り組んだ。  

本報告書は「セネガル国劣化土壌地域における土地劣化抑制・有効利用促進のための能

力強化プロジェクト（CODEVAL）」に関わる事業完了報告書であり、プロジェクト開始か

ら完了までの活動全体について報告するものである。 

                                                        
1 2012 年 4 月 10 日付大統領令（Décret 2012-437）により「エコロジー・自然保護省」に、さらに 2012 年

10 月 29 日付大統領令（Décret 2012-1163）により「環境・持続的開発省」に改名された。  
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1.2  プロジェクトの目標  
1.2.1 プロジェクト目標と成果 

プロジェクト目標およびアウトプット等 2は以下の通りである。  

(1) 上位目標  

対象地域において、土地劣化抑制・有効利用促進のための活動が実施される。  

 

(2) プロジェクト目標  

土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な関係者 3の能力が向上する。  

 

(3) 成果（アウトプット）  

1)   土地劣化抑制・有効利用促進対策を行なう優先地域が明らかになる。  

2)   土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な技術が改良・開発される。  

3)   パイロットプロジェクトの実施を通じ、土地劣化抑制・有効利用促進に有効な技

術・対策が明らかになる。  

4)   優先地域において、住民の啓発と土地劣化抑制・有効利用促進対策を普及するため

の体制が準備される。  

 

1.2.2 プロジェクト実施期間 
本プロジェクトは 2011 年 3 月 4 日から 2017 年 3 月 31 日までの 6 年間実施された。  

プロジェクトの年次別実施期間は下表の通りである。  

 

表  1.1 プロジェクト年次別実施期間一覧表  

年次  実施期間  

第１年次  2011 年 3 月 4 日～2012 年 2 月 24 日  

第２年次  2012 年 3 月 9 日～2012 年 12 月 28 日  

第３年次  2013 年 1 月 30 日～2013 年 12 月 27 日  

第４年次  2014 年 2 月 7 日～2014 年 12 月 26 日  

第５年次  2015 年 2 月 2 日～2017 年 3 月 31 日  

出典：プロジェクト作成、2017 
 

1.2.3 相手国関係機関および直接裨益者 
(1) C/P 機関  

本プロジェクトのカウンターパート機関は、以下の通りである。  

 環境・持続的開発省、水・森林・狩猟および土壌保全局  

 

(2) 裨益者  

本プロジェクトの業務指示書に示されている裨益対象者は以下の通りである。  

                                                        
2 2012 年 7 月の第 3 回合同調整委員会において、PDM 指標、指標データの入手方法および外部条件、

2013 年 11 月の第 6 回合同調整委員会においてアウトプット４と関連する活動の改訂が承認された。  
3 対象地域内で、プロジェクトで定める優先地域における村落住民および森林官を指す。  



 
劣化土壌地域における土地劣化抑制・ 

有効利用促進のための能力強化プロジェクト 
 

 
1-3 

 セ国ファティック州（ファティック県、フンジュン県）およびカオラック州（カオラッ

ク県、ニョロ・デュ・リップ県）の 2 州 4 県の森林官：約 60 名  

 村落住民：約 6 万人（100 村落） 
 

1.2.4 プロジェクト対象地域 
本プロジェクトの対象地域は、以下に示す 2 州 4 県（約 98 万 ha）における劣化土壌地

域のうち、プロジェクトの実施過程で特に支援が必要とされる優先地域である。  

 ファティック州（ファティック県、フンジュン県）  

 カオラック州（カオラック県、ニョロ・デュ・リップ県）  

各県には優先地域が 25 ヶ村あり、その内 5 ヶ村がパイロットサイトに選定されている。 

第１年次に選定された優先地域（パイロットサイト含む）を添付資料 5 に示す。  

 

1.3  プロジェクトの管理体制  
1.3.1 プロジェクトのカウンターパート機関 

本プロジェクト開始時のカウンターパート機関は、「環境・自然保護省、土壌保全局」で

あった。2012 年 3 月に行われた大統領選挙後、各省庁において組織再編が行なわれ、本プ

ロジェクトカウンターパート機関においても、同様に組織体制の見直しが行なわれた。  

その結果、本プロジェクトの直接担当部署である「土壌保全局」が「水・森林・狩猟局」

と統合され、「水・森林・狩猟および土壌保全局」に改められ、「土壌保全局」は「造林・

土壌保全部」となった。同組織再編以降、カウンターパート機関である水・森林・狩猟お

よび土壌保全局の組織に変更はない。以下に中央レベル組織図を示す。  

 

 
出典：プロジェクト業務完了報告書（第１年次）、2012 

図  1.1 中央レベルの組織図（プロジェクト開始時～2012 年 4 月）  

 

土壌保全局*

土壌・流域保全部*

流域整備課

森林農業・劣化土壌再生課

植林・再植林・保護部*

植林／再植林・保護課*

生産・基本機材検査課

計画・モニタリング評価部*

計画・協力課

モニタリング評価課

コミュニケーション・研修・啓発課

総務・備品課*

＊印のみ任命職員配属済み
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出典：プロジェクト業務完了報告書（第２年次）、2012 

図  1.2 中央レベルの組織図（2012 年 4 月～2017 年 2 月）  

 

なお、合同調整委員会は、2011 年 8 月 1 日に正式に承認された。2013 年 2 月に新たに省

令 4によって委員会メンバーが変更されて以降、2017 年 2 月現在までメンバーに変更はな

い。メンバーリストについては添付資料 3 を参照されたい。  

 

1.3.2 プロジェクトの実施体制 
プロジェクト開始時から上述したように 2012 年の C/P 組織再編に伴い、プロジェクト

実施体制も修正された。以下にプロジェクトの実施体制を示した。  

 

 
出典：プロジェクト業務完了報告書（第１年次）、2012 

図  1.3 プロジェクト実施体制（プロジェクト開始時～2012 年 4 月）  

                                                        
4 Arrêté, No.2177/MEDD/DEFCCS, le 18 Février 2013 

水・森林・狩猟および
土壌保全局

モニタリング、評価、
研修、啓発部

森林保護部
森林整備・林産物

生産部
野生動物・内陸水

管理部
造林・土壌保全部 総務・施設管理室
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出典：プロジェクト業務完了報告書（第２年次）、2012 

図  1.4 プロジェクト実施体制（2012 年 4 月～2017 年 2 月）  

 

1.4  展開プロセスと成果間関連性  
(1) プロジェクトの展開プロセス  

本プロジェクトの PDM では、年次ごとに成果を順に積み上げながら、プロジェクト目

標を達成する論理構造となっている。図  1.5 に示すように、第２年次までに成果１と成果

２を既に達成し、第３年次から第５年次では成果３と成果４に係る活動を同時並行して進

めた。なお、1 年間延長された第５年次には、技術マニュアルの最終化に向け、成果３に

関連する活動として新たに森林研修センターとの連携を促進する活動を追加するとともに、

成果４に関連する活動である森林官による住民の研修および啓発では、プロジェクト目標

の達成に向けて、優先地域に焦点を当てた活動を展開した。  

 

ファティック州水・森林局

IREF-FATICK
ファティック州水・森林局長

ファティック県水・森林局長

フンジュン県水・森林局長

ソコン水・森林管理支所長

【プロジェクト対象地域】

水・森林・狩猟および土壌保全局 (DEFCCS)
Direction des Eaux, Forêts, Chasses et de la Conservation des Sols

合同調整委員会

Commité Conjoint de Coordination 

議長：

書記：

水・森林・狩猟および土壌保全局長

ナショナルコーディネーター

在セネガル日本大使館

JICAセネガル事務所

カオラック州水・森林局

IREF-KAOLACK

カオラック州水・森林局長

カオラック県水・森林局長

ニョロ・デュ・リップ県水・森林局長

【カウンターパート機関：環境・持続的開発省】

Ministère de l'Environnement et du Développement Durable

JICAプロジェクトチーム

Projet CODEVAL

日本人専門家チームリーダー

日本人専門家：4名

森林官班長：計13名
アニメーター：4名

（プロジェクト雇用）

連携してサイト活動を実施
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出典：プロジェクト事業進捗報告書（２）（第５年次）、2016 

図  1.5 プロジェクト年次ごとの展開プロセス  

 

(2) 成果間の関連性  

上述した展開プロセスの中で得られた各種の成果品は、次の成果を生み出し、最終的に

はプロジェクト目標を達成するために、有効的に活用されている。年次ごとに達成される

成果間の関連性を下図  1.6 に示した。  

 

 

出典：プロジェクト事業進捗報告書（２）（第５年次）、2016 
図  1.6 プロジェクト成果間の関連性  

 

  

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

成果１

成果２

成果３

成果４

優先地域リスト

土壌劣化図

パイロットサイトリスト

適用可能技術リスト
パイロット活動計画

技術カタログ（ドラフト）
技術マニュアル（ドラフト）

技術カタログ（最終）
技術マニュアル（最終）

土地利用図

実証活動データ

普及戦略

普及ガイドライン
啓発用イラスト集

研修実施レポート

普及実施体制
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1.5  普及アプローチの概要  
1.5.1 アプローチ検討の背景 

本プロジェクトでは、成果４「優先地域において、住民啓発と土地劣化抑制・有効利用

促進対策を普及するための体制が準備される」ことを達成するための取り組みとして、第

３年次終盤より普及戦略に関する検討を開始した 5。  

最大の課題は、既存の森林行政体制を通じて広く住民へアプローチすることの限界であ

る。本プロジェクトで普及を目指す技術・対策には個々の住民による継続的な努力が重要

であるものが多い。そのため、広く住民を啓発することで彼ら自身の主体的な問題意識に

よる行動を喚起し、さらにその行動への継続的な支援が必要となる。これに対し、各郡に

配置されている森林官の所轄地域は広範にわたり、住民に広くアプローチするには限界が

あった。  

また、行政やドナーによる金銭的動機づけを当然と考える住民も多く、地域の自然資源

管理に対するオーナーシップが弱いことも挙げられる。劣化土壌対策には成人のみならず

次世代の層に対しても組織的な啓発を継続的に行なうことが不可欠である点に関しても、

環境・持続的開発省の既存の環境教育実施体制を通じて実現できる範囲が極めて限定的で

あることが課題であった。さらに、地方分権化第 3 段階（ACT-III）により、森林行政にお

いても地方自治体の役割が益々重要になりつつある中、森林行政と地方自治体との連携は

非常に脆弱であり、今後の連携強化に向けた対応の必要性が高まってきていた。  

このような背景の下、全国約 1 万校の小学校の運営改善に保護者のみならず地域住民を

広く巻き込むアプローチを採用している教育行政のケースが参考となった。教育省は、

JICA 教育環境改善プロジェクトフェーズ 2（PAES-2）の支援を受け、全国の小学校への住

民参加による学校運営委員会（CGE）機能化モデルの普及を進めるとともに、CGE の機能

の定着と永続化に向けたモニタリング体制強化の一環として、各コミュンへの CGE 連合

の設置・機能化に取り組んだ。さらに、モニタリング体制全体の機能度を高めるとともに、

多様なアクター（特に地方自治体）を巻き込んで地域の教育課題解決に向けた合意形成を

図る「コミュニティアプローチによる教育フォーラム」を試験的に開催した。このように

州および県の教育局から CGE 連合と CGE を介して児童のみならず保護者や地域住民へま

で繋がるこの教育行政のネットワーク（以下、教育ネットワーク）を、劣化土壌対策・技

術の普及に活用するアイデアが検討された。  

 

1.5.2 普及アプローチの概要 
対象州全体に及ぶ土壌劣化の問題に対して、地域のリソースを有効に活用し、効率的に

取り組む方法を検討し、普及アプローチとして「学校・地域／緑のアクション（AVLOS）」

推進アプローチを考案した。本アプローチは、以下の３つの柱で構成される。また、普及

体制を図 1.7 に示した。  

                                                        
5 C/P 側の意向もあり、成果４が示す「優先地域」のみに範囲を限定せず上位目標が目指す対象地域全体

や、同様の土壌劣化問題を抱える対象州内の残り 2 県（ファティック州ゴサス県およびカオラック州

ギンギネオ県）への普及をも視野に入れた検討がなされた。  
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出典：プロジェクト事業進捗報告書（第４年次）、2014 
図  1.7 AVLOS 推進アプローチによる普及体制  

 

(1) 住民自身の自助努力による劣化土壌対策の実施  

郡レベルに配置される森林官が、各村落を訪問し住民に対して劣化土壌対策の取り組み

を促すという従来の方法では、普及の範囲は極めて限られる。また活動の効果を得るには、

その土地の人々による長年、あるいは何世代にもわたる絶え間ない努力が必要である。こ

のため、まず住民が自分たちの地域の土壌劣化状況とそれが引き起こされるメカニズム、

それに対する有効で実践可能な対策を知り、個々人あるいは組織的な取り組みを自らの意

思と力で開始することが不可欠である。劣化土壌対策活動の実施主体は、各村落の個々の

住民や住民組織（緑色の楕円）である。  

 

(2) 地方自治体（コミュン）および省庁出先機関による継続的な支援  

住民が自らの意思で行動を開始しても、彼らが自由にできる知識や資源には限界がある。

その取り組みが継続され効果を得るには、最も身近な地方自治体（コミュン）からの物的

な支えと、省庁出先機関（森林官、農業技官、その他団体の開発支援員）からの技術的な

助言や指導が不可欠である。それを可能とし、効果的なものとするためには、地方自治体

と省庁出先機関の関係者も住民と同じく地域の土壌劣化状況とそれが引き起こされるメカ

ニズム、それに対する有効で実践可能な対策に関する情報を共有し、さらに自分たちの役

割を明確に理解しなければならない。しかしながら、行政と個々の住民や住民組織を直接

つなぐコミュニケーションのチャンネルは脆弱で、人員配置の面からも制限が大きい。そ

こで、既存の教育ネットワークを活用し全てのアクターが有機的な繋がりを持つ体制を構

築する。  

 

CGE連合
（住民代表、校長代表）

省庁出先機関
（森林局、農業局、

開発支援センター）

自治体
（コミュン）

CGE CGE
CGE

CGECGE

教員

教員

現状把握、対策技術選定、活動計画、実行、

モニタリング・評価の共同実施

物的・金銭的支援者 技術支援者

実施主体

ハブ

ハブ

ハブ

実施主体

実施主体 実施主体

ハブ ハブ
ハブ

教員

教員

子ども

ハブ

CGE
住民

住民

住民組織

住民組織 住民組織

住民組織

住民

住民
住民

住民

住民

住民

子ども

子ども
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(3) 教育セクターとの協力と教育ネットワークを通じた情報伝達  

公共部門の中で、教育セクターが住民に最も近いところにまで施設と職員を有し、また

参加型の学校運営委員会（CGE）を通じて保護者や地域住民との日常的なコミュニケーショ

ンが可能なチャンネルを有している。さらに、コミュンレベルに設置された CGE 連合が仲

介することで、州全体に州、県、コミュン、各村落をつなぐ網羅的なネットワークを形成

している。このネットワークを活用することで、劣化土壌対策に関する知識と情報を効率

的に広範囲の住民に伝達し行動を促すことが可能となる。またこのことは、カリキュラム

の一環として教師によって実施される「持続的な開発のための教育（ESD）」の学習内容に

具体的な材料を与え、同時に劣化土壌対策に関する将来の担い手の育成に貢献することに

繋がる。  

本アプローチは、フォーラムの開催とその後のモニタリングを通じて省庁出先機関（特

に地方森林行政機関）と地方自治体、地域住民との間の協力関係を強化しながら、住民へ

の啓発と活動実施を促進するという一連のプロセスを通じて試行されることとなった 6。

協力関係においては、森林官は連携強化を担うとともに技術アドバイザー、地方自治体は

森林官および住民の支援者、CGE 連合および CGE は住民と地方自治体、森林官との間を

つなぐ仲介者であるとともに住民を啓発し AVLOS 実施に向かわせる触媒の役割を期待さ

れている。  

プロジェクトは 2014 年 9 月にこのアプローチを用いた普及計画を策定し、2014 年 11 月

にはファティク州において、2015 年 9 月にはカオラック州において「AVLOS 促進のため

の州フォーラム」を開催した。  

 

1.6  PDM および PO の変遷  
本プロジェクトの PDM および PO に係る変更は、指標値の決定（第２年次）、中間レ

ビュー調査（第３年次）および終了時評価調査（第５年次）において行なわれた。変更点

を下表 1.2 に整理した。  

なお、PO に関しては、終了時評価調査後に延長期間中の活動が追加されたのみで、その

他に変更点はない。  

PDM と PO は添付資料 1 を参照されたい。  

 

                                                        
6 アプローチの詳細なプロセスを含む普及計画はプロジェクト第４年次の業務完了報告書（3.3.3 普及

計画の作成・修正および実施）を参照のこと。  
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表
 1

.2
 

PD
M

お
よ

び
PO

の
変

遷
 

項
目

 
原

文
 

（
20

10
年

11
月

15
日

）
 

第
２

年
次

 
（

20
12

年
7
月

5
日

）
 

第
３

年
次

 
（

20
13

年
11

月
29

日
）

 
第

５
年

次
 

（
20

16
年

2
月

16
日

）
 

PD
M

 
 

 
 

 
実

施
期

間
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
）

 
20

11
年

3
月

～
20

16
年

2
月

 
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

の
修

正
）

 
20

11
年

3
月

～
20

16
年

3
月

 
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
の

延
長

）
 

20
11

年
3
月

～
20

17
年

3
月

 
上

位
目

標
 

（
指

標
）

 
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
と

比
べ

て
土

地
劣

化
抑

制
・
有

効
利

用
さ

れ

た
面

積
が

●
%
増

加
す

る
。

 

（
指

標
の

変
更

と
指

標
値

の
決

定
）

 
対

象
地

域
の

75
%
以

上
の

村
落

共
同

体

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

有
効

性
が

実
証

さ
れ

た
土

地
劣

化
抑

制
・
有

効
利

用

促
進

の
た

め
の

技
術

が
住

民
に

よ
っ

て

活
用

さ
れ

る
。

 

 
（

指
標

の
追

加
）

 
2.

 
75

%
以

上
の

森
林

官
（

対
象

地
域

の

森
林

班
長

）
が

技
術

や
知

識
を

対
象

地
域

内
の

他
の

地
域

に
導

入
す

る
。

 

 
（

デ
ー

タ
の

入
手

方
法

）
 

環
境

・
自

然
保

護
省

作
成

報
告

書
 

（
デ

ー
タ

の
入

手
方

法
の

変
更

と
追

加
）

 
技

術
関

連
部

署
に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
た

報
告

書
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
 

中
間

お
よ

び
最

終
評

価
報

告
書

 

 
 

 
（

外
部

条
件

）
 

1.
 

セ
ネ

ガ
ル

で
の

突
然

の
気

候
変

動
が

起
こ

ら
な

い
。

 

（
外

部
条

件
の

追
加

）
 

2.
 

関
連

自
治

体
が

実
証

に
必

要
な

区
画

を
土

地
移

譲
手

続
き

に
よ

り
割

当
て

る
。

 
3.

 
住

民
グ

ル
ー

プ
が

予
定

活
動

の
実

施

に
積

極
的

に
着

手
・

実
施

す
る

。
 

4.
 

同
じ

地
域

、
同

じ
セ

ク
タ

ー
で

活
動

を
行

な
う

関
係

者
と

の
協

力
が

確
保

さ
れ

る
。

 
5.

 
適

切
な

人
材

が
確

保
さ

れ
る

。
 

（
外

部
条

件
の

追
加

）
 

6.
 

土
壌

劣
化

対
策

に
関

し
、

セ
ネ

ガ
ル

政
府

が
実

効
性

を
伴

っ
た

適
切

な
対

応
を

行
う

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
 

（
指

標
）

 
1.

 
森

林
官

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お

い
て

、
●

%
の

森
林

官
が

土
地

の
劣

化
抑

制
お

よ
び

有
効

利
用

に
関

す
る

技
術

と
知

識
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

と
比

べ
て

向
上

し
た

と
認

識
す

る
（

考
え

る
）
。

 

（
指

標
の

変
更

と
指

標
値

の
決

定
）

 
1.

 
森

林
官

の
土

地
劣

化
抑

制
お

よ
び

有

効
利

用
に

関
す

る
技

術
と

知
識

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
と

比
べ

て
向

上
す

る
。
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項
目

 
原

文
 

（
20

10
年

11
月

15
日

）
 

第
２

年
次

 
（

20
12

年
7
月

5
日

）
 

第
３

年
次

 
（

20
13

年
11

月
29

日
）

 
第

５
年

次
 

（
20

16
年

2
月

16
日

）
 

 
2.

 
優

先
地

域
に

お
い

て
、

土
壌

の
劣

化

抑
制

お
よ

び
有

効
利

用
の

促
進

の
た

め
の

技
術

を
活

用
す

る
住

民
が

●
%

増
加

す
る

。
 

2.
 

優
先

地
域

村
落

の
少

な
く

と
も

50
％

以
上

の
村

落
に

お
い

て
、

住
民

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
有

効
性

が
実

証
さ

れ
た

技
術

を
導

入
・

活
用

す
る

。
 

 
 

 
（

デ
ー

タ
の

入
手

方
法

）
 

1.
 

プ
ロ

グ
レ

ス
・

レ
ポ

ー
ト

 
（

デ
ー

タ
の

入
手

方
法

の
変

更
）

 
1.

 
森

林
官

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
 

中
間

お
よ

び
最

終
報

告
書

 

 
 

 
2.

 
プ

ロ
グ

レ
ス

・
レ

ポ
ー

ト
 

2.
 

森
林

官
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 
中

間
お

よ
び

最
終

報
告

書
 

 
 

成
果

 
（

成
果

）
 

4.
 

優
先

地
域

に
お

け
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト

以
外

の
関

係
者

の
土

地
劣

化
抑

制
・

有
効

利
用

促
進

対
策

に
か

か
る

意
識

が
向

上
す

る
。

 

 
（

成
果

の
変

更
）

 
4.

 
優

先
地

域
に

お
い

て
、

住
民

の
啓

発

と
土

地
劣

化
抑

制
・

有
効

利
用

促
進

対
策

を
普

及
す

る
た

め
の

体
制

が
準

備
さ

れ
る

。
 

 

 
（

指
標

）
 

2.
1 

劣
化

状
況

に
応

じ
た

土
地

の
劣

化
抑

制
お

よ
び

有
効

利
用

の
た

め
の

技
術

が
、

各
状

況
に

つ
い

て
１

つ
以

上
提

案
さ

れ
る

。
 

（
仏

語
表

記
の

変
更

）
 

2.
1 

劣
化

状
況

 に
応

じ
た

土
地

の
劣

化

抑
制

お
よ

び
有

効
利

用
の

た
め

の
技

術
が

、
各

状
況

に
つ

い
て

１
つ

以
上

提
案

さ
れ

る
。

 

 
 

 
 3.

2 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

各
サ

イ
ト

に
お

い

て
、

必
要

な
技

術
を

習
得

し
た

住
民

が
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

と
比

べ
て

●
%
増

加
す

る
。

 

（
指

標
値

の
決

定
）

 
3.

2 
パ

イ
ロ

ッ
ト

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

土

地
劣

化
抑

制
・

有
効

利
用

促
進

に
有

効
な

技
術

を
習

得
し

た
生

産
者

の
割

合
が

、
少

な
く

と
も

50
%
に

増
加

す

る
。

 

（
指

標
の

変
更

）
 

3.
2 

少
な

く
と

も
パ

イ
ロ

ッ
ト

サ
イ

ト
の

50
%
の

村
落

に
お

い
て

、
必

要
な

技

術
を

導
入

、
実

施
す

る
。

 

 

 
 4.

1 
優

先
地

域
内

で
パ

イ
ロ

ッ
ト

サ
イ

ト

以
外

の
●

%
の

住
民

と
●

%
の

森
林

官
が

土
地

の
劣

化
抑

制
お

よ
び

有
効

利
用

の
た

め
の

手
法

を
理

解
す

る
。

 （
指

標
値

の
決

定
）

 
4.

1 
優

先
地

域
内

で
パ

イ
ロ

ッ
ト

サ
イ

ト

以
外

の
50

％
以

上
の

村
落

で
、
土

地

劣
化

抑
制

お
よ

び
有

効
利

用
に

係
る

取
り

組
み

が
再

現
さ

れ
る

。
 

（
指

標
の

追
加

）
 

4.
2 

村
落

に
お

け
る

意
識

の
向

上
お

よ
び

土
地

劣
化

抑
制

・
有

効
利

用
促

進
対

策
に

係
る

技
術

普
及

に
向

け
た

方
法

が
２

つ
以

上
提

案
さ

れ
る

。
 

（
指

標
の

変
更

）
 

4.
2 

土
地

劣
化

抑
制

・
有

効
利

用
促

進
に

有
効

な
技

術
・

対
策

の
普

及
ア

プ

ロ
ー

チ
が

提
案

さ
れ

、
対

象
地

域
で

周
知

さ
れ

る
と

と
も

に
、

実
施

お
よ

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

行
な

わ
れ

る
。
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項
目

 
原

文
 

（
20

10
年

11
月

15
日

）
 

第
２

年
次

 
（

20
12

年
7
月

5
日

）
 

第
３

年
次

 
（

20
13

年
11

月
29

日
）

 
第

５
年

次
 

（
20

16
年

2
月

16
日

）
 

 
（

デ
ー

タ
の

入
手

方
法

）
 

1.
2 

プ
ロ

グ
レ

ス
・

レ
ポ

ー
ト

 
（

デ
ー

タ
の

入
手

方
法

の
変

更
）

 
1.

2 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
レ

ポ
ー

ト
、

 
セ

ミ
ナ

ー
議

事
録

 

 
 

 
2.

1 
プ

ロ
グ

レ
ス

・
レ

ポ
ー

ト
 

2.
1 

森
林

官
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 
中

間
お

よ
び

最
終

報
告

書
 

 
 

 
3.

2 
プ

ロ
グ

レ
ス

・
レ

ポ
ー

ト
 

3.
2 

森
林

官
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 
中

間
お

よ
び

最
終

報
告

書
 

 
 

 
4.

1 
研

修
レ

ポ
ー

ト
 

4.
2 

プ
ロ

グ
レ

ス
・

レ
ポ

ー
ト

 
4.

1 
研

修
レ

ポ
ー

ト
 

4.
2 

森
林

官
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 
中

間
お

よ
び

最
終

報
告

書
 

（
デ

ー
タ

の
入

手
方

法
の

追
加

）
 

4.
3 

住
民

啓
発

お
よ

び
技

術
普

及
実

施
体

制
（

案
）

 

（
デ

ー
タ

の
入

手
方

法
の

追
加

）
 

4.
4 

州
フ

ォ
ー

ラ
ム

議
事

録
 

 
（

外
部

条
件

）
 

2.
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
裨

益
者

で
あ

る
森

林
官

は
、

JI
C

A
と

の
事

前
協

議
な

し

に
は

配
属

さ
れ

な
い

。
 

（
外

部
条

件
の

変
更

）
 

2.
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
に

森
林

官
が

必
ず

配
属

さ
れ

る
。

 

 
 

活
動

 
（

活
動

）
 

4.
1 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

改
良

・
開

発
さ

れ
た

技
術

を
展

開
普

及
す

る
た

め
の

手
法

を
検

討
す

る
。

 

 
（

活
動

の
修

正
）

 
4.

1 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
改

良
・

開
発

さ

れ
た

技
術

を
展

開
す

る
た

め
の

戦
略

を
策

定
す

る
。

 

（
活

動
の

追
加

）
 

4.
5 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
技

術
を

展
開

普
及

す
る

た
め

に
コ

ミ
ュ

ン
お

よ
び

関
連

組
織

と
の

連
携

促
進

を
図

る
。

 
4.

6 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
得

ら
れ

た
知

見

を
森

林
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

関
係

機
関

と
共

有
す

る
。

 
PO

 
 

 
 

 
活

動
項

目
 

 
 

 
（

延
長

期
間

中
の

活
動

の
追

加
）

 
4.

5 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
さ

れ
た

技

術
を

展
開

普
及

す
る

た
め

に
コ

ミ
ュ

ン
お

よ
び

関
連

組
織

と
の

連
携

促
進

を
図

る
。

 
 

 
 

 
4.

6 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
得

ら
れ

た
知

見

を
森

林
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

関
係

機
関

と
共

有
す

る
。

 
出

典
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成
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1.7  合同調整委員会開催記録  
プロジェクト期間中の合同調整委員会は合計 10 回開催された。開催された合同調整委

員会の開催日と主な議題を下表 1.3 にまとめた。なお、各合同調整委員会の議事録を添付

資料 3 に整理した。  

 

表  1.3 合同調整委員会の開催状況一覧  

合同調整委員会  開催日  主な議題  

第 1 回  2011/07/07 ・ 合同調整委員会の設置  
・ プロジェクトの概要説明と承認  

第 2 回  2012/01/25 ・ 優先地域およびパイロットサイトの承認  
・ 第１年次活動結果報告と第２年次活動計画の承認  

第 3 回  2012/07/05 ・ PDM 指標の修正と指標値の承認  
・ パイロットサイト活動の進捗報告  

第 4 回  2012/11/29 ・ パイロットサイト活動の概要説明  
・ 第２年次活動結果報告と第３年次活動計画の承認  

第 5 回  2013/07/04 ・ 中間レビュー調査結果報告  
・ プロジェクト活動の改善策に係る協議  

第 6 回  2013/11/29 ・ 改訂 PDM の承認  
・ 第３年次活動結果報告と第４年次活動計画の承認  

第 7 回  2014/11/20 ・ 中間レビュー調査の提言に基づく改善点の報告  
・ 第４年次活動結果報告と第５年次活動計画の承認  

第 8 回  2015/07/14 ・ 終了時評価調査結果報告  
・ プロジェクト終了までの提言内容に係る協議  

第 9 回  2016/02/16 ・ 延長期間中の活動概要説明  
・ 終了時評価調査団の提言に基づく改訂 PDM の承認  

第 10 回  2017/01/26 ・ プロジェクトの成果報告  
・ プロジェクト終了後の活動継続に係る意見交換  

出典：プロジェクト作成、2017 
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第 2 章  プロジェクトの成果 

2.1  プロジェクトの成果一覧  
(1) プロジェクト目標と成果の達成状況  

PDM に記載されたプロジェクト目標および成果に係る達成状況を下表 2.1 に整理した。 

 

表  2.1 プロジェクト成果の達成状況一覧  

成果  指標  達成状況  

（プロジェクト目標）  
土地劣化抑制・有効利用促進

のために必要な関係者の能

力が向上する。  

1. 森林官の土地の劣化抑制およ

び有効利用に関する技術と知

識が、プロジェクト開始時と

比べて向上する。  

達成：組織面・制度面で向上が窺え、

技術面についても地域の主要課題に

対応する技術の向上が観察された。  

2. 優先地域の少なくとも 50％以

上の村落において、住民がパ

イロットプロジェクトで有効

性が実証された技術を導入・

活用する。  

達成：2016 年 12 月時点で 100 ヶ村

において達成率 81.0％（2016 年アン

ケート調査結果より）。  

（成果１）  
土地劣化抑制・有効利用促進

対策を行なう優先地域が明

らかになる。  

1.1 優先地域を確定するための

情報（土地利用図、土壌劣化

図等）がまとめられ、提示さ

れる。  

達成：土壌劣化に係る各主題図を作

成し、それを基にワークショップを

開催し、C/P とともに対策を施すべき

優先地域の選定を行なった。  
1.2 優先地域の選定に関する合

意が形成される（取り決めが

結ばれる）。  

達成：州・県および村落共同体（現コ

ミュン）レベルの地方自治体関係者

を招聘したワークショップを開催

し、優先地域およびパイロットサイ

トの決定を行なった。選定された各

村落共同体とは合意書を締結した。  
（成果２）  
土地劣化抑制・有効利用促進

のために必要な技術が改良・

開発される。  

2.1 土地の劣化抑制および有効

利用促進のための技術が各

劣化状況について 2 つ以上提

案される。  

達成：第１年次より、各種文献収集と

他プロジェクトの実績をレビュー

し、対象州内の住民レベルにおいて

適用可能な技術の抽出と改良すべき

点の検討を行ない、パイロットサイ

ト活動内容を決定した。  
（成果３）  
パイロットプロジェクトの

実施を通じ、土地劣化抑制・

有効利用促進に有効な技術・

対策が明らかになる。  

3.1 土地の劣化抑制および有効

利用のための技術・手法マ

ニュアルが作成される。  

達成：森林研修センターとの連携の

下、技術マニュアルが最終化された。 

3.2 パイロットサイトの少なく

とも 50％以上の村落で、必要

な技術が導入・活用される。 

達成：全てのパイロットサイトにて

技術の導入を行なった（100%）。ま

た、持続性強化に向けた啓発活動を

行なった。  
（成果４）  
優先地域において、住民の啓

発と土地劣化抑制・有効利用

促進対策を普及するための

体制が整備される。  

4.1 優先地域内でパイロットサ

イト以外の 50％以上の村落

で、土地劣化抑制および有効

利用に係る取り組みが再現

される。  

達成：2016 年 12 月時点でパイロッ

トサイト以外の優先村落 80 ヶ村に

おいて達成率 76.3％（2016 年アン

ケート調査結果より）。  

4.2 土地劣化抑制・有効利用促進

に有効な技術・対策の普及ア

プローチが提案され、対象地

域で周知されるとともに、実

施およびモニタリングが行

なわれる。  

達成：教育ネットワークを活用した

AVLOS アプローチ、地方自治体の巻

き込みを図るアプローチおよび普及

ツールの開発を提案した。また、これ

らのアプローチを対象地域において

適用し、モニタリングを実施した。  
出典：プロジェクト作成、2017 
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(2) 成果１の達成状況  

成果１の指標は 2011 年末までに達成された。衛星画像 ALOS および SPOT を活用し、土

地利用図、土壌劣化状況図および土壌劣化進行図を作成した。また、これら主題図と現地

調査、収集した情報に基づき C/P との協議を経て優先村落の選定クライテリアを設定した。

さらには、現地関係者を招聘してワークショップを開催し、優先地域 100 ヶ村およびパイ

ロットサイト 20 ヶ村を決定した。  

第２年次にはパイロットサイト活動の実施に関する合意書を各コミュンと締結した。  

 

表  2.2 指標の達成状況（成果１）  
指標  達成状況  

1.1 優先地域を確定するための情報（土地

利用図、土壌劣化図等）がまとめられ、

提示される。  

・ 指標は達成された。  
・ 土地利用図、土壌劣化状況図、土壌劣化進行図が第１

年次に作成された。作成した主題図に基づき C/P と協

議を重ね、優先地域候補を選定した。  
・ 上記主題図は衛星画像を活用して作成された。  
・ 各種資料収集が行なわれ、主題図作成に活用された。  

1.2 優先地域の選定に関する合意が形成さ

れる（取り決めが結ばれる）。  
・ 指標は達成された。  
・ 選定クライテリアが設定され、それに基づいて優先地

域の選定が行なわれた。  
・ 現地関係者を招聘したワークショップを通じて優先

地域 100 ヶ村の最終決定がなされた。  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

(3) 成果２の達成状況  

成果２の指標は 2012 年中旬に達成された。適用可能な劣化土壌対策技術が特定され、周

辺国にまで及ぶ既存技術の文献調査および対象地域の現地調査に基づき、土壌の劣化種別

で整理された。劣化種別は大きく、水食、風食、塩害／土壌肥沃度低下に分類され、上記

調査結果に基づいてサイト活動の内容が決定された。  

 

表  2.3 指標の達成状況（成果２）  
指標  達成状況  

2.1 土地の劣化抑制および有効利用促進の

ための技術が各劣化状況について 2 つ

以上提案される。  

・ 指標は達成された。  
・ 既存資料および他プロジェクトの事例を参考に対象

地域に適した技術が選定され、改良点の議論が行なわ

れた。  
・ パイロットサイトにおける活動内容が設定された。  
・ セネガルに実績のない技術または改良の余地がある

技術が特定され、実証活動が開始された。  
・ 文献調査および情報の収集が継続的に行なわれた。  

出典：プロジェクト作成、2017 
 

(4) 成果３の達成状況  

成果３の指標は、2016 年中旬に達成された。終了時評価調査の提言によりプロジェクト

期間が 1 年間延長され、本延長期間中に森林研修センターとの連携により技術マニュアル
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の最終化作業が完了した。同マニュアルの最終化作業では、初めに本プロジェクトが作成

したドラフト版マニュアルを改訂する目的で、専門家による集中的なワークショップを開

催した。その結果を受けて最終ドラフトを作成し、森林研修センターにおいて劣化土壌対

策技術に係る研修を開催した。その研修教材として最終ドラフト版マニュアルが試行的に

活用され、研修参加者らの様々なコメントを反映した上で最終版が作成された。  

また、成果２で提案された技術の実証試験では、全てのパイロットサイトにおいて村落

住民が参加したことから、村落住民の知識や技量は実用面で大きく向上した。  

 

表  2.4 指標の達成状況（成果３）  
指標  達成状況  

3.1 土地の劣化抑制および有効利用のため

の技術・手法マニュアルが作成される。 
・ 指標は達成された。  
・ サイト活動を通じて得られた結果が整理され、技術マ

ニュアルのドラフトが起案された。  
・ 第５年次には森林研修センターとの連携により、専門

家の参加の下、技術マニュアルのドラフト版をベース

として改訂作業が行なわれた。また、森林研修セン

ターが実施する劣化土壌対策技術研修の教材として

試験的に同マニュアルを活用し、微修正を施した上で

同マニュアルの最終版が完成した。  
・ その他普及ツールとして、劣化土壌対策技術カタログ

および啓発ツールが作成された。  
3.2 パイロットサイトの少なくとも 50％

以上の村落で、必要な技術が導入・活

用される。  

・ 指標は達成された。  
・ 成果２において提案された技術はサイト活動を通じ

て実証試験が行なわれた。  
・ 全てのパイロットサイトにおいて技術が導入され、成

果指標が達成された。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(5) 成果４の達成状況  

成果４の指標は最終年次に達成された。第３年次の中間レビュー調査時に普及体制の構

築が成果４に盛り込まれたため、プロジェクトでは教育ネットワークを活用するとともに、

地方自治体を巻き込む普及アプローチ「学校・地域／緑のアクション（AVLOS）」を考案し、

実施した。同時に住民の意識変化への働きかけにより主体性を引き出すことで行動変容を

促すという保健衛生分野で用いられる SARAR/PHAST 手法 7を応用した啓発ツール

「SARAR/CODEVAL」を作成し、森林官や農業技官だけでなく各地方自治体、教育セクター

関係者（州教育局、県視学官、学校運営委員）に広く提供した。  

プロジェクトが実施した 100 ヶ村の優先村落を対象としたアンケート調査の結果（表 

2.5）によれば、パイロットサイトを除く 80 ヶ村では 76.3%であった。  

また、AVLOS を通じた学校運営委員会に関するモニタリング結果によると、パイロット

                                                        
7 SARAR とは、Self-esteem、Associative strengths、Resourcefulness、Action planning、Responsibility、PHAST
とは、Participatory、Hygiene and Sanitation、Transformation の各単語の頭文字を取った略語。人々が身

近な問題を認識し、それ自分自身の課題と捉え、自信を持ち、計画を立て責任をもって実行するプロセ

スを手助けする手法であり、これにより、保健衛生問題についての参加型行動変容を促す（研修ファシ

リテータの説明より）。  
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サイトを除く優先村落における劣化土壌対策に対して何らかの活動を実施した CGE 連合

についてファティック州では 82％、カオラック州では 94%、両州全体では 89%に達した

（図 2.1）。活動内容を見ると、啓発活動が両州全体の 83%と高い割合を示し、植林活動に

ついては CGE 連合全体の 44%となっている（図  2.2）。CGE に対するアンケート結果では、

ファティック州では 65%の CGE、カオラック州では 74%の CGE が劣化土壌対策として何

らかの活動を行なった（図  2.3）。また活動内容に関しては、両州全体の 63%が啓発活動を、

30%が植林活動を実施した。その他の活動として、村落苗畑、野火対策および石列が実施

されているが、その数はわずかである（図 2.4）。  

 

表  2.5 優先サイトでの技術適用状況  

州  
2015 年  2016 年  

回答村落数  
技術適用  
村落数  

全体の比率

（%）  
回答村落数  

技術適用  
村落数  

全体の比率

（%）  

ファティック  43 (34) 33 (25) 76.7 (73.5) 50 (40) 40 (30) 80.0 (75.0) 

カオラック  45 (38) 23 (16) 51.1 (42.1) 50 (40) 41 (31) 82.0 (77.5) 

全体  88 (72) 54 (41) 61.4 (56.9) 100 (80) 81 (61) 81.0 (76.3) 

注）カッコ内はパイロットサイトを除外した場合の数字  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

 
出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.1 州フォーラム後の AVLOS 推進活動実施結果の比較（CGE 連合レベル）  
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出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.2 AVLOS 推進活動内容の比較（CGE 連合レベル）  

 

 
出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.3 フォーラム後の AVLOS 推進活動実施結果の比較（CGE レベル）  

 

 
出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.4 フォーラム後の AVLOS 推進活動内容の比較（CGE レベル）  
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表  2.6 指標の達成状況（成果４）  
指標  達成状況  

4.1 優先地域内でパイロットサイト以外の

50％以上の村落で、土地劣化抑制およ

び有効利用に係る取り組みが再現され

る。  

・ 指標は達成された。  
・ 普及アプローチ AVLOS により、劣化土壌対策を実施

した CGE 連合は全体の 89%に達した。  
・ プロジェクトが森林官の協力を得て行なった優先村

落を対象としたアンケート調査では、パイロットサイ

トを除く 76.3%の村落において、劣化土壌対策に係る

取り組みが実施された。  
・ 関係する地方自治体において、劣化土壌対策への取り

組みを強化するための補助金を活用した現地再委託

業務が実施された。  
・ 優先村落において合計 113 回の研修および啓発活動が

実施され、2,392 人が参加した。  
4.2 土地劣化抑制・有効利用促進に有効な

技術・対策の普及アプローチが提案さ

れ、対象地域で周知されるとともに、

実施およびモニタリングが行なわれ

る。  

・ 指標は達成された。  
・ 技術省庁地域事務所、地方自治体、教育ネットワーク

を結び付け、村落レベルまで劣化土壌対策に関する情

報伝達を行なうための普及アプローチ AVLOS を考案

した。  
・ AVLOS 実施のために関係者を広く巻き込んだ州

フォーラムを開催した。  
・ 技術の実施状況把握を目的としてモニタリングが行

なわれた。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(6) プロジェクト目標の達成状況  

プロジェクト目標は「土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な関係者の能力が向上

する。」であり、その指標は最終年次に達成された。指標 1 に示されている森林官の能力強

化に関しては、人事異動に伴い全ての森林官に対して同レベルの強化は困難であったもの

の、多くの研修若しくはワークショップ、さらにはサイト活動を通じてその能力はある程

度強化された。組織面および個人面での能力、さらには劣化土壌対策技術について行なっ

た森林官向けアンケート調査結果（後述）からもその向上が窺える。  

また、優先地域住民の技術の導入および活用に関しては、第４年次から開始した普及ア

プローチ AVLOS の実施により、対象２州の全ての地域に劣化土壌対策の意識が向上した。

また、「地方自治体を通じた劣化土壌対策の試行」係る活動を通じて、環境保全に対する地

方自治体のオーナーシップが高まり、各関連コミュンにおいて劣化土壌対策が実施された。

先述の「成果 4 の達成状況」で示した住民向けのアンケート調査（表 2.5）では、優先サ

イト 100 ヶ村における劣化土壌対策技術の導入および活用の割合が 81.0%となり、指標値

である 50%を達成する結果が得られた。  
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表  2.7 指標の達成状況（プロジェクト目標）  
指標  達成状況  

1. 森林官の土地の劣化抑制および有効利

用に関する技術と知識が、プロジェクト

開始時と比べて向上する。  

・ 指標は達成された。  
・ 森林官向けの研修およびワークショップを数多く実

施した。  
・ サイト活動において村落を訪問する際には森林官を

同行することを原則とすることで、技術適用に関する

森林官の実用的な能力の向上に努めた。  
・ 人事異動が対象地域における森林官の能力強化の制

約となったが、森林官向けのアンケート調査の結果、

組織面、制度面で能力向上が窺えた。  
・ 技術面でのアンケート調査結果からも、地域の主要課

題に対する技術の向上が観察された。  
2. 優先地域の少なくとも 50％以上の村落

において、住民がパイロットプロジェク

トで有効性が実証された技術を導入・活

用する。  

・ 指標は達成された。  
・ 森林官による優先地域での研修および啓発活動が実

施された。  
・ 2016 年 11 月実施の優先サイト対象のアンケート調査

によれば、81.0%の優先地域において少なくとも 1 つ

以上の劣化土壌対策技術が導入および活用されてい

ることが判明した。  
・ 各適用技術の住民の理解度に関しては、2016 年には

2012 年と比較して向上していることが分かった。  
・ 普及アプローチ AVLOS により、教育ネットワークを

通じて劣化土壌対策技術の伝達が円滑に行なわれた。

それにより、地方自治体、学校運営委員会を含む学校

関係者の劣化土壌対策実施に向けた意識が向上した。  
・ 「地方自治体を通じた劣化土壌対策の試行」に係る活

動を通じて、地方自治体による劣化土壌対策が各対象

コミュンにおいて実施された。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

1)  森林官の能力強化に関するアンケート結果  

2015 年に森林官の能力強化におけるアンケート調査を実施した。図  2.5 に示したアン

ケート調査結果からは、制度面、組織面で能力が向上したと考える森林官が増加したこと

が窺える。マニュアルや他機関との連携の部分での向上が認められるほか、実施予算に関

する点も評価されている。これはプロジェクトによるバイクと燃料費の提供によるものと

考えられる。  

技術面では、水食防止に係る技術とエコサン技術の知見に向上が窺える結果となった。

技術面の能力に係る結果に関しては、全体として 2012 年に実施された前回調査時と似た

傾向を示した。これは前回調査実施時の森林官のほとんどが異動になり今回の調査対象者

と異なることに加え、調査対象数が少ないことから異動後間もない森林官の回答が影響し

ていることも原因と考えられる。  
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出典：プロジェクト事業進捗報告書（２）（第５年次）、2016 

図  2.5 森林官に対する劣化土壌対策に係る能力のアンケート結果  

  

ファティック州水・森林局 カオラック州水・森林局 両州水・森林局

1. 制度面

1-1. 土地劣化抑制に係る国家計画

1-2. 土地保全関連の地域計画

2. 組織面

2-1. 実施予算

2-2. 職員の配置

2-3. 土地劣化抑制技術関連ガイドライン、マニュアル

2-4. 土地劣化対策データベース

2-5. 土地保全に係る森林官の役割

2-6. 土地劣化抑制に係る意志決定における他機関との連携

2-7. オーナーシップ

2-8. リーダーシップ

3. 個人面

3-1. 森林官の各自職務内容把握

3-2. 土地保全業務に対する意識、オーナーシップ

3-3. 関連法規、制度の理解

3-4. 土地劣化抑制関連技術

枠堰

石列

ザイ

土堰

堰と植林

束柴

等高線栽培

半月工法

防風林

生垣

防塩堤

インタークロップ

保護区設置

改良休閑システム

堆肥製造

列状栽培

細分化小枝利用

植物被覆

天然更新促進

アグロフォレストリー

保全農法

学校植林

村落／学校苗畑

ラッカセイ殻散布

耐塩性樹種

エコサン

アンケートの回答の際、「分からない」場合は、無回答。
制度面、組織面のアンケート結果のうち、「分からない」との回答については重み付けをゼロとして計算し、アンケート結果を０～５の範囲で表した。
個人面ではアンケート票に併せ、１～５の範囲でアンケート結果を表した。
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2)  適用技術の理解度に係る住民へのアンケート結果  

優先地域住民に対するアンケートの最終結果を下図 2.6 に示した。図は、各適用技術に

対する住民の理解度の定量化を試みたものである。特徴としては、塩害や肥沃度低下が主

要課題であるファティック州では、植林関連技術や堆肥製造に高い理解が窺える。一方、

カオラック州では植林関連技術に加えて水食関連技術への理解が進んでいることが分かる。

プロジェクト終了後にも継続して研修および啓発活動を継続することが重要である。  

 
出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.6 優先地域住民に対する劣化土壌対策技術の理解度に関するアンケート結果  

 

また、表 2.5 において「技術を適用した」と回答した世帯における適用技術の種類の割

合について下図に示した。全体として、植林関連技術の適用数が高いことが窺える。特に

ファティック州では、防風林、生垣、および耐塩性樹種等の植林関連技術の割合が高い。

一方、カオラック州では枠堰や石列といった水食対策技術の適用率がファティック州より

も上回っている様子が窺える。天然更新促進（RNA）や等高線栽培といった安価な技術の

適用が進んでいることも判明した。  

これら劣化土壌対策技術の定着を強化するためには、プロジェクト終了後にも研修およ

び啓発活動を継続し、技術の試行を繰り返すことで理解度を高めることが重要である。  

Fatick州対象県 Kaolack州対象県 両州対象県

土壌劣化対策
1) 枠堰
2) 石列
3) ザイ
4) 土堰
5) 堰と植林
6) 束柴
7) 等高線栽培
8) 半月工法
9) 防風林

10) 生垣
11) 防塩堤
12) インタークロップ
13) 保護区設置
14) 改良休閑システム
15) 堆肥製造
16) 列状栽培
17) 細分化小枝利用
18) 植物被覆
19) 天然更新促進
20) アグロフォレストリー
21) 保全農法
22) 学校植林
23) 村落／学校苗畑
24) ラッカセイ殻散布
25) 耐塩性樹種
26) エコサン

アンケートの回答の際、「分からない」場合は、無回答。
制度面、組織面のアンケート結果のうち、「分からない」との回答については重み付けをゼロとして計算し、アンケート結果を０
～５の範囲で表した。

範
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2012
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出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.7 劣化土壌技術種別の適用状況  

 

(7) 上位目標の達成見込み  

本プロジェクトの上位目標は、「対象地域において、土地劣化抑制・有効利用促進のため

の活動が実施される。」である。その指標および達成見込みを下表  2.8 に整理した。  

指標１は、対象地域住民の技術適用の割合が指標値として示されている。本プロジェク

トでは、州水・森林局の普及体制が脆弱であるという短所を補うべく、教育ネットワーク

を活用した普及アプローチを採用し、さらには地方自治体を巻き込む活動を展開した。そ

の結果、州全体において関係者の劣化土壌対策技術適用に対する意識を高めることができ

た。本アプローチでは、劣化土壌対策の実施を各地方自治体に委ねることを前提にしてい

る一方、地方分権化第３段階においては、環境対策に係る権限が地方自治体に委譲されて

いることから、保健や教育分野ほどに予算規模が大きくなくても、今後は地方自治体によ

る環境対策関連活動の継続的な実施が期待できる。  

また、プロジェクト対象地域の森林官の異動が、森林官の劣化土壌対策技術に係る能力

強化を阻害する要因となっている点がこれまでも課題として指摘されてきた。他方、技術
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マニュアルの最終化において連携した森林研修センターが劣化土壌対策技術研修の継続を

表明していることから、森林官の技術能力向上に係る課題は解決される見通しである。従

い、技術導入を担う森林官の能力向上を継続する体制は整ったと言える。但し、プロジェ

クト終了後に上位目標を達成するためには、森林官の移動手段とモニタリング体制の確保、

および中央レベルの水・森林・狩猟および土壌保全局の強力なイニシアティブが鍵となる。 

 

表  2.8 プロジェクトの上位目標と達成見込み  

成果  指標  達成見込み  

（上位目標）  
対象地域において、土地劣化

抑制・有効利用促進のための

活動が実施される。  

1. 対象地域の 75%以上の村落共

同体において、プロジェクト

で有効性が実証された土地劣

化抑制・有効利用促進のため

の技術が住民によって実施さ

れる。  

優先地域だけでなく、州内すべての

教育ネットワークと地方自治体を巻

き込む AVLOS 推進アプローチを採

用した。本アプローチの継続により、

目標が達成されることが期待され

る。  
2. 75%以上の森林官（対象地域

の森林班長）が技術や知識を

対象地域内の他の地域に導入

する。  

森林研修センターとの連携により、

多くの森林官の技術能力向上が予想

される。森林官の移動手段と州水・森

林局の適切なモニタリング体制が確

保され、劣化土壌対策に対する中央

レベルのイニシアティブが発揮され

れば達成は十分可能。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

2.2  活動実施スケジュール  
本プロジェクトの全ての活動実施スケジュールを次頁の図 2.8 に示した。  

なお、本スケジュールを簡潔に整理したプロジェクト活動期間全体の展開プロセスを、

「1.4 展開プロセスと成果間関連性」に記載したので併せて参照されたい。  
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出典：プロジェクト作成、2017 

図  2.8 業務実施スケジュール   

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

ID

【1-1】 プロジェクト実施の基本方針、実施方法、作業工程の確認

【1-3】 合同調整委員会の設置

【1-4】 インセプションレポート（案）の説明及びセミナー開催

【1-2】 土地劣化抑制にかかる政策、制度及び実施状況の確認

【1-7】 土地劣化を引き起こしている全ての促進要因の特定

【1-8】 関係者の能力レベルの確認と行政に対する能力向上計画の策定

【1-9】 土地利用区分図、劣化土壌分布図の作成

【1-10】 土地劣化の影響範囲の特定

【1-11】 既存のプロジェクトの現状確認

【1-12】 優先地域選定のクライテリア／優先地域の決定

1.3 【1-12】 優先地域選定のクライテリア／優先地域の決定

【1-13】 土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な技術の改良・開発

【1-14】 各種技術の本プロジェクトにおける採用の可能性の検討

【1-13】 土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な技術の改良・開発

【1-14】 各種技術の本プロジェクトにおける採用の可能性の検討

【1-15】 各優先地域の概況調査（簡易調査）の実施

【1-16】 パイロットプロジェクトサイト（約20カ村）の選定

【1-17】 パイロットプロジェクトサイトに対するセミナーの開催

3.2 【1-18】 各サイトにおけるベースライン調査の実施

【1-5】 州内連携の場となるプロジェクト支援グループの設置

【1-6】 中央と州及び対象２州間の連携体制の構築

- 【1-19】 合同調整委員会の開催

インセプションレポート作成・提出

事業進捗報告書作成・提出

土地利用区分図

劣化土壌分布図

事業進捗報告書作成・提出

ID

【1-13】 土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な技術の改良・開発

【1-14】 各種技術の本プロジェクトにおける採用の可能性の検討

【1-13】 土地劣化抑制・有効利用促進のために必要な技術の改良・開発

【1-14】 各種技術の本プロジェクトにおける採用の可能性の検討

3.1 【1-17】 パイロットプロジェクトサイトに対するセミナーの開催

【2-1】 PDMの指標数値の設定と協議

【2-3】 州レベル行政諸機関と村落住民の連携強化

【2-5】 土地劣化抑制プラットフォームの設置

3.4 【2-2】 パイロットプロジェクトの実施計画立案（村落住民に対する能力向上計画を含む）

3.5 【2-4】 実証試験の開始とモニタリングの実施

【2-6】 合同調整委員会の開催

【2-7】 本邦研修実施支援

事業進捗報告書作成・提出

業務完了報告書作成・提出

ID

3.5 【2-4】 実証試験の開始とモニタリングの実施

3.6 【3-1】 土地劣化抑制・有効利用促進のための技術・対策マニュアル（暫定版）取りまとめ

【3-3】 パイロットプロジェクトサイト外に対する能力向上計画の策定

【3-4】 関係者の能力向上にかかるモニタリング

【3-5】 将来の担い手の育成に係る活動への展開

【3-7】 州開発計画、村落共同体開発計画の内容検証とプロジェクト活動紹介

4.2 【3-2】 プロジェクトサイト外の地域における研修ニーズの把握

4.3 【3-8】 将来のプロジェクト活動成果の普及展開に向けた情報収集／計画案の策定

【3-6】 中間レビューへの協力と合同調整委員会の開催

【3-9】 セミナーの開催

【3-10】 合同調整委員会の開催

【3-11】 本邦研修実施支援

【3-12】 国際会合への出席

事業進捗報告書作成・提出

業務完了報告書作成・提出

ID

3.5 【2-4】 実証試験の開始とモニタリングの実施

3.6 【4-2】 土地劣化抑制・有効利用促進のための技術・対策マニュアル（最終ドラフト）の作成

【3-4】 関係者の能力向上にかかるモニタリング

【3-5】 将来の担い手の育成に係る活動への展開

【4-3】 政策への反映準備

【4-4】 州開発計画、村落共同体開発計画への反映準備

【4-5】 将来のプロジェクト活動成果の普及展開に向けた普及体制確認および関係者の能力向上

【4-6】 州内連携を活用した州内の普及展開体制の構築

【4-7】 実証試験サイトにおける成果の検証と耕作地への負荷軽減に係る啓発活動の開始

4.3 【3-8】 将来のプロジェクト活動成果の普及展開に向けた情報収集／計画案の策定

4.4 【4-1】 優先地域のパイロットプロジェクトサイト以外の関係者に対する研修開始

【4-8】 セミナーの開催

【4-9】 合同調整委員会の開催

【4-10】 本邦研修実施支援

事業進捗報告書作成・提出

業務完了報告書作成・提出

ID

3.5 【2-4】 実証試験の開始とモニタリングの実施 （【5-3】の内、「実証試験サイトにおける成果の検証」と統合）

【3-5】 将来の担い手の育成に係る活動への展開

【5-2】 モニタリング調査の実施　その2　関係者の能力向上成果の検証

【5-4】 プロジェクト成果展開可能位置図、成果展開後の将来イメージ図の作成

【5-5】 土壌劣化抑制・有効利用促進のための技術・対策マニュアルの最終化と承認

【5-8】 県もしくはコミュンの開発計画への反映にかかる働きかけ （【5-7】政策への反映働きかけ(予算化)と統合）

【5-9】 CODEVALアプローチの提示

【4-1】
優先地域のパイロットプロジェクトサイト以外の関係者に対する研修開始
（【5-3】の内、「耕作地への負荷軽減にかかる活動の可能性の整理」と統合）

【5-1】 モニタリング調査の実施　その１　現場レベルにおける活動の継続性に向けた取り組み

【5-12】 優先地域に焦点を当てた普及活動の展開

【5-13】 教育ネットワークを活用したより広範なプロジェクト成果の普及

【5-14】 土壌劣化対策技術の持続的活用を図るための関係者の巻込み強化

4.6 【5-15】 森林官の能力強化に向けた森林センターとの連携促進

【5-6】 終了時評価への協力と合同調整委員会の開催

【5-10】 プロジェクト活動を総括するワークショップの開催

【5-11】 合同調整委員会の開催（プロジェクト完了報告）

事業進捗報告書作成・提出

プロジェクト成果展開可能位置図、成果展開後の将来イメージ図

プロジェクト完了報告書の作成・提出

土壌劣化抑制・有効利用促進のための技術・対策マニュアル（最終版）提出

3.3

2014年

1.1

1.2

2.1

2.2

3.1

2015年 2016年 2017

第1年次作業

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        プロジェクト年次

作業項目

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次
2011年 2012 2012年 2013年

4.4

第2年次作業

3.3

-

第3年次作業

4.1

4.1

-

第4次現地作業

-

第5次現地作業

4.1

2.1

2.2

4.5

-
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2.3  プロジェクトの投入  
2.3.1 日本側の投入 
(1) プロジェクト活動費用  

プロジェクト活動に係る日本側の支出は表 2.9 に示す通り。  

 

表  2.9 プロジェクト活動費に関する投入実績一覧  

項目  
投入額（千円）  

合計  
第１年次  第２年次  第３年次  第４年次  第５年次  

本邦研修  1,031 748 561 764 - 3,104 
プロジェクト事務所修繕費  1,135 - - - - 1,135 
現地再委託費  10,060 1,550 2,403 1,261 7,792 23,066 
現地庸人費  7,865 10,835 17,400 20,273 33,378 89,751 
その他の現地業務費  4,320 6,987 11,815 18,805 39,860 81,787 

合計  24,411 20,120 32,179 41,103 81,030 198,843 
 現地再委託には、主題図作成およびベースライン調査（第１年次）、ECOSAN トイレ建設（第２

年次）、組織運営研修（第３年次）、情報伝達・啓発用ツール開発（第４年次）および地方自治

体を通じた劣化土壌対策試行（第５年次）を含む。  
 現地庸人費にはファシリテータ、秘書、アニメーターおよび通訳を含む。  
 その他の支出には、消耗品、機材費、出張旅費、車両関連費、通信・運搬費、翻訳、広報費、会

議費等を含む。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(2) 専門家派遣実績  

日本人専門家は合計 123.57MM（現地 120.77MM、国内 2.80MM）投入された。投入実績

を表 2.10 および表 2.11 に示す。  

 

表  2.10 日本人専門家派遣実績（現地）  

氏名  担当  
渡航  
回数  

年次別従事期間（MM）  

1 2 3 4 5 合計  

後藤 有右  
総括／能力向上／  
劣化土壌対策１  

17 9.50 6.50 8.87 7.00 12.53 44.40 

井上 茂  植林  6 2.50 3.00 2.30 2.50 2.00 12.30 
中山 祐介  植林／劣化土壌２  3 - - - - 4.70 4.70 

財津 吉壽  
劣化土壌対策２／  

村落開発１  
10 3.50 3.00 4.50 4.00 2.50 17.50 

翠川 清子  
研修管理／  
村落開発２  

6 7.00 5.40 1.20 - - 13.60 

岩田 守雄  
研修管理／  
村落開発２  

6 - - 3.00 5.50 4.50 13.00 

鈴村 博  
研修管理／  
村落開発２  

2 - - - - 3.47 3.47 

佐藤 向陽  
衛星画像処理／  
植林・営農支援  

10 3.50 3.00 1.00 1.00 3.30 11.80 

合計    26.00 20.90 20.87 20.00 33.00 120.77 
出典：プロジェクト作成、2017 



 
 
事業完了報告書 

 

 
2-16 

表  2.11 日本人専門家派遣実績（国内）  

氏名  担当  
従事  
回数  

年次別従事期間（MM）  

1 2 3 4 5 合計  

後藤 有右  
総括／能力向上／  
劣化土壌対策１  

1 0.30 - 0.20 - - 0.50 

井上 茂  植林  1 0.30 - - - - 0.30 
鈴村 博  研修運営管理  1 - 0.50 - - - 0.50 
内田 貴子  研修運営管理  1 - - 0.75 - - 0.75 
佐藤 向陽  研修運営管理  1 - - - 0.75 - 0.75 

合計    0.60 0.50 0.95 0.75 - 2.80 
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(3) 本邦研修実施実績  

表  2.12 本邦研修実施実績一覧  
 氏名  所属  参加期間  コース  

1. Amadou NDIAYE 環境・自然保護省  
水・森林・狩猟局次長  2011/12/03 – 12/16 

（14 日間）  
土壌保全  

2. Joseph FAYE プロジェクトコーディネーター  

3. Talla Mor NIASS 
エコロジー・自然保護省  
水・森林・狩猟・土壌保全局土壌保全

部長  
2012/10/12 – 10/28 

（17 日間）  
土壌保全  4. Thiecouta TRAORE 

エコロジー・自然保護省、水・森林・

狩猟・土壌保全局モニタリング・評価

部長  
5. Aladji COLY ファティック州水・森林局長  

6. Malang KIDIERA カオラック州水・森林局長  

7. Aladji Macodou DIAGNE プロジェクトコーディネーター  

2013/10/18 – 11/02 
（16 日間）  

土壌保全  
8. Sakhary GUEYE ファティック州水・森林局ファティッ

ク県局長  

9. Abdoulaye TRAORE カオラック州水・森林局カオラック県

局長  
10. Boubacar BALDE カオラック州水・森林局ニョロ県局長  

11. Abdourahmane DIAGNE 
環境・持続的開発省  
モニタリング・評価・研修・啓発部、

研究成果調査活用室長  
2014/10/10 – 10/24 

（15 日間）  
土壌保全  12. Lanssana BA 環境・持続的開発省  

保存林室長  
13. Omar DIENG カオラック州水・森林局長  

14. Abdoulaye CAMARA ファティック州水・森林局フンジュン

県局長  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(4) 供与機材実績  

表  2.13 供与機材実績一覧  
No 機材  メーカー  モデル  数量  通貨単位  総額  設置場所  
【セネガル事務所購入】  

1. 車両  MITSUBIS
HI 

Pajero Sports 
(4×4) 2 - - カオラック

事務所  

2. 車両  MITSUBIS
HI L200 2 - - カオラック

事務所  
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No 機材  メーカー  モデル  数量  通貨単位  総額  設置場所  

3. バイク  YAMAHA YBR, 125cc 4 - - カオラック

事務所  
4. バイク  YAMAHA XTZ, 125cc 13 - - 州森林局  
【プロジェクト購入】  

1. デスクトップ  
パソコン  

HP P3130 1 XOF 
(JPY) 

470,000 
(87,420) 

カオラック

事務所  

2. ノートパソコン  HP Probook 6450B 1 XOF 
(JPY) 

550,000 
(102,300) 

ダカール  
事務所  

3. コピー機  Nashuatec Aficio MP2000LM 1 XOF 
(JPY) 

1,624,000 
(290,696) 

カオラック

事務所  

4. レーザープリンタ  
（カラー）  

HP 5525DN 2 XOF 
(JPY) 

5,000,000 
(895,000) 

カオラック

事務所  

5. プロジェクター  EPSON EB-S9 1 XOF 
(JPY) 

279,000 
(51,894) 

カオラック

事務所  

6. スクリーン  - 200x200 1 XOF 
(JPY) 

140,000 
(26,040) 

カオラック

事務所  

7. 衛星画像  PASCO ALOS 22 JPY 1,100,000 カオラック

事務所  

8. 衛星画像  SPOT SPOT 19 JPY 5,054,000 カオラック

事務所  

9. GPS レシーバー  Garmin e Trex 30 8 JPY 219,429 カオラック

事務所  

合計金額  XOF 8,063,000 
(JPY 7,826,779) 

出典：プロジェクト作成、2017 
 

2.3.2 セネガル側の投入 
(1) セネガル側のカウンターパート予算の投入実績  

セネガル側の C/P 予算支出状況は表 2.14 に示す通り。  

 

表  2.14 カウンターパート予算支出状況一覧  
項目  2013 年  2014 年  2015 年  2016 年  

物品購入費  11,995,000 6,544,846 6,560,000 6,560,000 
技術資機材購入費  5,995,875 4,916,617 4,920,000 4,920,000 
情報機器消耗品費   816,617 815,000 815,000 
国内出張旅費   2,000,000 1,950,000 1,925,000 
車両燃料費等   1,975,000 2,000,000 2,000,000 
車両維持管理費   816,617 815,000 815,000 

合計  17,990,875 17,069,697 17,060,000 17,035,000 
注）2011 年および 2012 年には C/P 予算の支出実績なし。  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

(2) カウンターパート職員投入実績  

1)  プロジェクト責任者  

表  2.15 プロジェクト責任者一覧  
 氏名  職位  在任期間  
1. Oumar DIAW 土壌保全局局長  2011 年 4 月～2012 年 5 月  
2. Daniel ANDRE 水・森林・狩猟および土壌保全局局長  2012 年 5 月～2014 年 2 月  
3. Baïdy BA 水・森林・狩猟および土壌保全局局長  2014 年 2 月～現在  

出典：プロジェクト作成、2017  
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2)  プロジェクトマネージャー  

表  2.16 プロジェクトマネージャー一覧  
 氏名  職位  在任期間  

1. Joseph FAYE プロジェクトコーディネーター  2011 年 4 月～2013 年 2 月  
2. Papa Macodou DIAGNE プロジェクトコーディネーター  2013 年 2 月～現在  

出典：プロジェクト作成、2017 
 

3)  技術職員（ファティック州およびカオラック州）  

表  2.17 ファティック州水・森林局現地職員一覧（2016 年 12 月現在）  
 氏名  職位  

1. Malick NDIAYE ファティック州水・森林局長  
2. Astou LO ファティック県水・森林局長  
3. Ndiaga FAYE  フンジュン県水・森林局長  
4. Arouna DIATTA ソコン水・森林支所長  
5. Alioune KONTE ンジオッブ担当森林班長  
6. Boubacar KOÏTA ニャハール担当森林班長  
7. Mamadou FAYE タタギンヌ担当森林班長  
8. Mamadou DIOUF フィムラ担当森林班長  
9. Ibrahima LY ジロール担当森林班長  

10. Yankhoba SAGNA トゥーバクータ担当森林班長  
11. Ndéye Penda Bop BA カラン担当森林班長  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

表  2.18 ファティック州水・森林局前任現地職員一覧  
 氏名  職位  

1. Aladji COLY ファティック州水・森林局長  
2. Ousmane FALL ファティック州水・森林局長  
3. Abdoulaye LO ファティック県水・森林局長  
4. Sakhary GUEYE ファティック県水・森林局長  
5. Abdoulaye CAMARA フンジュン県水・森林局長  
6. Almany DIARRA フンジュン県水・森林局長  
7. Malamine SANE ソコン水・森林支所長  
8. Pape Macoudou GAYE ニャハール担当森林班長  
9. Omar SONKO トゥーバクータ担当森林班長  

10. Moussa COULIBALY トゥーバクータ担当森林班長  
11. Ousmane SARR カラン担当森林班長  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

表  2.19 カオラック州水・森林局現地職員一覧（2016 年 12 月現在）  
 氏名  職位  

1. Racine DIALLO カオラック州水・森林局長  
2. Ismaila NIANG カオラック県水・森林局長  
3. Seydi Ababcar BEYE ニョロ・デュ・リップ県水・森林局長  
4. Amath Birame DIOUF ンゴチ担当森林班長  
5. Mignane NDIAYE  ジェジェン担当森林班長  
6. Mbaye DIONE クンバル担当森林班長  
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 氏名  職位  
7. Samba Khoudia Ndiaye ワクングナ担当森林班長  
8. Ousmane Sembéne NDIAYE  パオスコト担当森林班長  
9. Omar Fall NIANG メディナサバ担当森林班  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

表  2.20 カオラック州水・森林局前任現地職員一覧  
 氏名  職位  

1. Malang KIDIERA カオラック州水・森林局長  
2. Omar DIENG カオラック州水・森林局長  
3. Sakhary GUEYE カオラック県水・森林局長  
4. Abdoulaye TRAORE カオラック県水・森林局長  
5. Momar DIOP ニョロ・デュ・リップ県水・森林局長  
6. Boubacar BALDE ニョロ・デュ・リップ県水・森林局長  
7. Mbagnick KANDJI ニョロ・デュ・リップ県水・森林局長  
8. Emile DIATTA クンバル担当森林班長  
9. Mame Ndongo FALL ンゴチ担当森林班長  

10. Masse GAYE DIENE  ジェジェン担当森林班長  
11. Demba SANE ワクングナ担当森林班長  
12. Ibrhima SARR パオスコト担当森林班長  
13. Samba FALL パオスコト担当森林班長  
14. Mamadou FATY メディナサバ担当森林班長  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

4)  プロジェクト事務所  

表  2.21 プロジェクト事務所一覧  
事務所  場所  

ダカール事務所  水・森林・狩猟および土壌保全局内  
ファティック事務所  ファティック州水・森林局内  
カオラック事務所  カオラック州水・森林局内（2011 年 6 月～2012 年 9 月）  

カオラック市内 SAM 地区（2012 年 9 月～2017 年 2 月）  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

2.4  技術の改良と開発  
2.4.1 パイロットサイトの選定 

プロジェクト第１年次には、優先地域およびパイロットサイトの選定作業を実施した。

選定のプロセスに係る重要事項を以下に整理した。  

 

(1) 優先地域の選定手順  

土地劣化抑制のために開発された技術の普及および永続化のための優先地域選定を行

ない、その中から、劣化土壌回復技術の効果検証のためのパイロットサイトの選定を行な

うが、これら作業は以下のような手順で進められた。優先地域の選定手順を図  2.9 に示し

た。なお、優先村落およびパイロットサイトの選定における選定クライテリアを表 2.22 に

列挙した。  
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 初めに、対象地域の土地利用状況および劣化状況を把握するため、衛星画像解析によ

る主題図作成を開始した。  

 一方で、簡易調査のひとつとして、対象地域の村落名称と数、人口規模に関する統計

局資料を入手した。  

 衛星画像解析により、対象地域内の土地劣化の全体像が把握できた段階で、C/P 機関

との協議を通じて優先地域選定基準を作成した。  

 州水・森林局における第１回内部協議では、衛星画像解析結果と選定基準に基づいて

劣化面積の比率が高く、優先度の高い村落共同体 8を選定した。  

 優先地域の周辺状況を把握するため、選定された村

落共同体が作成した地域開発計画 (PLD)を収集し

た。  

 州水・森林局にて第２回の内部協議を開催し、第１

回協議において選定された村落共同体について、優

先村落の抽出作業を行なった。各県の村落状況に精

通した森林官とともに、また村落共同体別の土壌劣

化図、簡易調査を基に、優先村落候補リストを作成

した。選定においては、劣化の進行度合いも併せて

考慮した。  

 これまでに行われてきた作業結果について、ファ

ティック州およびカオラック州の各州において、村

落共同体、郡、県、州の各レベルの関係者および関

係機関を招聘し、優先地域およびパイロットサイト

選定のワークショップを開催した。プロジェクトの

概要を説明し、選定手順について説明するととも

に、優先村落候補の検討と決定、パイロットサイト

の選定を行なった。ワークショップの最後には最終

選定村落が発表され、州議会の承認を得た。  

 

表  2.22 優先村落およびパイロットサイトの選定クライテリア一覧  
優先村落の選定  

 劣化の課題解決に大規模な資金や工事を必要としない村落  
 村落共同体を通る主要道路からのアクセスが容易  
 ひとつの村落共同体の中で他の優先村落との距離が遠すぎない  
 各村落を対象として将来実施される研修の実施規模および村落内での普及効率を考慮し、可

能な限り住民数が中規模（200～500 人規模）の村落  
パイロットサイトの選定  

 同じ村落共同体の他の優先村落までの距離のバラつきが小さい  
 劣化土壌対策に向けた住民の意志およびモチベーションが高い  
 他プロジェクトの支援が少ない  
 プロジェクト活動への協力が可能な村落グループが存在する  

                                                        
8 地方分権化第 3 段階（ACT-III）の施行後には村落共同体はコミュンに改称されたが、活動当時の呼称

をそのまま用いた。  

主題図作成
（現地再委託）

簡易調査（その１）
（村落人口の把握）

優先地域選定基準の設置
（C/P機関との協議）

基準に基づいた選定作業（その１）
（優先村落共同体の候補地選定）

簡易調査（その２）
（PLDによる村落状況の把握）

基準に基づいた選定作業（その２）
（優先村落の候補地選定）

優先地域およびパイロットサイト選定
ワークショップ開催

図  2.9 優先地域選定手順  

出典：プロジェクト業務完了報告書

（第１年次）、2012 
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 野菜栽培用水の入手が容易である  
 村落内若しくは近隣村落との紛争がない  
 村落住民間の紛争の際に解決できる強いリーダーシップを村長が持っている  

出典：プロジェクト業務完了報告書（第１年次）、2012 
 

(2) 主題図の作成  

主題図は、対象地域内の土地利用状況および土地劣化分布状況を俯瞰し、土地劣化の現

状を客観的に把握するとともに、優先地域選定プロセスにおいて科学的根拠として活用す

ることを目的として作成された。作成に当たっては、現地再委託業務として衛星画像解析

による地図作成作業が可能な現地コンサルタントに作業を委託した。以下に衛星画像を活

用して作成された各主題図（添付資料 4）の概要を示す。  

 

1)  土地利用区分図  

土地利用区分図作成に当たっては、カラー合成した画像と、画像の空間解像度から判断

し、分類基準を 2 段階に分けて解析を行なった。第 1 段階では、対象地域の土地被覆状態

の概要を把握することを目的とし、GLCF 9の分類基準を参照した解析を行なった。次いで

第 2 段階では植生の劣化状態および裸地との識別をより詳細に解析することを目的とした。

第 1 段階および第 2 段階における分類基準を以下に示す。  

 

表  2.23 土地利用区分図分類項目基準一覧  
第 1 段階  第 2 段階  

水域  海域、河川  
湿地帯  泥質性マングローブ、砂土堆積地、窪地  
樹林帯  林地、植林地、壮齢マングローブ林  
疎性灌木地  劣化林地、若齢マングローブ林  
低灌木地  灌木サバンナ、混成果樹林、疎性または劣化マングローブ林  
草本混在低灌木地  灌木草本混在サバンナ、乾期耕作地内低灌木地  
草地  疎性草本サバンナ、硬化土壌内草本地、劣化土壌内乾期耕作

地、草生タン(Tannes hervaces) 
裸地  耕作地内裸地、砂質地（道路、砂浜を含む）、砕石地、裸地化

タン(Tannes vifs) 
人為的土地利用地  都市緑化地、都市 /市街地  

出典：プロジェクト業務完了報告書（第１年次）、2012 
 

2)  土壌劣化状態図  

土壌劣化図を作成するため、各画像の植生指数算出、各画像のモザイク処理およびリサ

ンプリング、および土壌劣化度合による分類の 3 手順による解析を行なった。  

植物は土壌の影響を強く受けることから、植物の活性状態を把握することで土壌の状態

を推定することができる。各画像の植生指数算出では、代表的な植生指数である NDVI を

用いて解析し、各画像の NDVI 値を算出した。各画像のモザイク処理およびリサンプリン

                                                        
9 GLCF (The Global Land Cover Facility)：メリーランド大学(アメリカ）に設置されている機関。リモート

センシングデータを用いて、地域レベルから全球レベルまで様々なスケールにおいて土地被覆状況の

解析および発信を行なっている。同機関のサイトから衛星画像をダウンロードすることもできる。  
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グにおいては、NDVI 値が算出された各画像をモザイク処理にて結合することにより対象

エリア全体の画像を作成した。また、得られた画像の判読を容易にするため、画像を 1 キ

ロメートル四方でリサンプリングし、その平均値を求めた。最後に、土壌劣化度合による

分類では上記作業において得られた土壌劣化度に対して Jenks 分類法を用い、「著しい劣

化」、「強度の劣化」、「看過できない劣化」、「平均的劣化」および「緩やかな劣化」の 5 段

階に分類を行なった。  

 

3)  土壌劣化進行図  

1995～1997 年、2003～2006 年（いずれも SPOT 画像）および 2007～2010 年（ALOS 画

像）の 3 時期の画像を使用し、各画像の同地点における NDVI 値の変化量を求めることで

土壌劣化進行度の推定を行なった。進行度は NDVI 値の年間変化量によって劣化傾向（大）

（赤）から劣化傾向（小）（緑）までの 8 段階に分類された。これにより、どの地域の植生

が劣化若しくは改善しているかを推定することができる。画像はいずれも乾期のものを用

いた。約 15 年間の経年変化算出に先立ち、3 時期の画像の位置合わせを行なった。  

 

2.4.2 パイロットサイト活動の実施準備 
選定されたパイロットサイトにおいて活動を開始する前には、サイト活動を円滑に行う

ことを目的として実施準備活動を展開した。具体的な実施準備活動内容を以下に列挙した。 

 

(1) サイト活動の実施体制  

プロジェクト実施体制の整備に当たり、第１年次には州レベルでのセミナーおよびワー

クショップを開催したほか、第２年次には、パイロットサイトの関係者（村長、村落共同

体、村落開発支援センター、郡知事、県知事、サイト管轄森林官、その他各省地域事務所

関係者等）を招聘し、パイロットサイトの選定経緯および活動概要について説明する地域

セミナーをサイト活動に関係する全ての郡で実施した。同セミナーの開催に続いて、全て

のパイロットサイト村落において住民との協議を行なった。  

また、パイロットサイトでの活動を円滑に実施し、その成果を優先地域に普及するに当

たっては、州内の関係機関との連携が必須となる。また、対象地域はファティック州とカ

オラック州の２州に及ぶため、適切なプロジェクト運営管理を行なう上で、対象２州間の

連携も欠かせない。そのため、対象州であるファティック州とカオラック州の州水・森林

局長および県局長をメンバーとした州間定期調整会合を設置した。  

 

(2) サイト活動内容の選定  

第１年次には、各種主題図による土壌の劣化状態の把握、ベースライン調査、類似プロ

ジェクトおよび周辺国の劣化土壌対策に関する文献調査、さらには対象地域における土壌

劣化のメカニズム（添付資料 6）の整理を行ない、劣化土壌対策技術の候補リストを作成

した。第２年次には現場視察およびフォーカスグループインタビューを通じて、村落住民

による適用が可能な技術の選定を行なった。各サイトにおける活動内容の決定においては、

劣化の種類に考慮して適用技術の組み合わせを提案し、対象サイトでの住民集会を経て決

定した。本プロジェクトで適用した劣化土壌対策技術の一覧を以下に示す。  
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表  2.24 プロジェクトで適用した劣化土壌対策技術一覧  
種別  適用技術  

水食対策  枠堰・石列と草本、有用樹種併設  
水食防止型栽培技術改善  

風食対策  防風林／生垣の設置  
インタークロップ（混植）  
改良休閑帯設置  

塩害対策／土壌肥沃度向上  改良型堆肥製造法  
アグロフォレストリー／列状栽培  
天然更新促進＋植林  
耕種法改善による土壌劣化防止・肥沃度向上  
森林保全（保存区設置支援等）  
耐塩性樹種および牧草の導入  
エコサントイレ普及  
村落苗畑支援  

収入創出活動  収入創出植林  
野菜栽培  

出典：プロジェクト作成、2017 
 

(3) サイト活動のための各地方自治体との合意  

サイト活動実施に当たっての関係者間の連携強化のための取り組みとして、特に地方行

政機関の巻き込みと、他の技術サービス機関との連携を図った。村落共同体や郡庁に関し

ては、先述したようにパイロットサイト活動に係る地域セミナーに招聘し、プロジェクト

およびサイト活動の概要を説明し理解を促すとともに、サイト活動の円滑な実施に向けた

協力の要請を行なった。また、第２年次のサイト活動開始に当たり、サイト活動実施に係

る合意書をプロジェクトと村落共同体の間で交わし、村落共同体およびプロジェクトの責

務を明確にした。  

 

2.4.3 パイロットサイト活動と成果 
パイロットサイトにおいて実施した活動とその成果を以下の通りに整理した。各技術の

詳細に関しては添付資料 7 を参照されたい。  

 

(1) 水食対策  

水食対策技術として土木的手法と農学的手法が採用された。本対策に係るサイト活動の

成果概要は以下の通り。  

 

表  2.25 水食対策と成果概要  
技術名  成果概要  

枠堰・石列と草本・有用

樹種併設  
 （枠堰）8 サイトにおいて合計 19 基を設置した。木枠内部の充填材料

として 14 基には石材、5 基には土のうを使用した。  
 枠堰設置後の堆砂によるガリ修復効果は高いことが確認された。  
 石材の入手が困難な場合には土のうを用いることができるが、現地で

入手可能な土のう袋（ビニール製）の劣化に考慮し、2 年に 1 回の補

修が必要となる。  
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技術名  成果概要  
 （石列）2 サイトにおいて合計 156m を設置した。一部サイトでは併せ

てベチバーを植栽することにより石列の固定が確認された。  
 （束柴）2 サイトにおいて合計 3 ヶ所（26.2m）設置した。簡便な技術

であるが壊れやすく、毎年の補修が必要である。  
水食防止型栽培技術   合計 5 サイトで等高線栽培を実施した。比較対象として等高線垂直栽

培を行なったところ、等高線栽培では増収効果が確認された。  
 土壌流亡量の測定調査では、等高線垂直栽培では流亡土壌量が大きい

傾向が見られ、両栽培方法の間に土壌流亡量に約 3～6 トン／ha／年の

差異が認められた。  
インタークロップ  
（混植）  

 合計 4 サイトでミレットとニエベの混植を行ない、他のミレット栽培

区との収量比較調査を実施した。  
 ミレット単植区以上のミレット収量を確保しつつ、ニエベの生産をあ

げることができ、混植による生産増大効果は得られたと判断された。  
 一般のミレット栽培区と比較し、適正な栽培管理をすることにより、作

物生産を増加することができることが確認された。  
 表層流亡土壌の調査結果からは明確な土壌流出抑制効果は認められな

かったが、水食防止型栽培技術による結果と併せて考えると、等高線水

平栽培との併用によるミレットとニエベの混植により、表層土壌流出

防止と作物増収栽培に貢献できると判断された。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(2) 風食対策  

風食対策として、日本の研究者がニジェール国にて開発した耕地内休閑システムを応用

した。なお、「防風林／生垣の設置」に関しては「(4) 植林／アグロフォレストリー」にて

後述する。本対策に係るサイト活動の成果概要は以下の通り。  

 

表  2.26 風食対策と成果概要  
技術名  成果概要  

改良休閑帯設置   2 サイトにおいて試験を実施し、3 年間継続調査を行なった。  
 風上、風下による収量の違いは認められなかった。このことから、休閑

帯導入による収量への効果は確認できなかった。  
 土壌分析結果から、休閑帯設置による土壌特性に大きな変化は確認さ

れなかった。  
 試験圃場外部からの自然植生量の侵入が著しく、前年の休閑帯への播

種操作の妨げとなった。  
 3 年間の試験結果では休閑帯導入の有効性は確認できなかった。  
 ニジェールの自然環境に近い地域、若しくは家畜進入害を制限し、かつ

試験設定を安定的に確保した条件下での長期間に亘る調査は重要であ

る。  
 本技術は大規模な圃場での導入が前提であり、圃場の利用法の検討も

必要となる。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(3) 土壌肥沃度向上  

土壌肥沃度向上に係る技術として、「改良型堆肥製造法」、「耕種法改善」および「エコサ

ントイレ普及」が実施された。各活動の成果概要を下表  2.27 に示した。  
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表  2.27 土壌肥沃度向上技術と成果概要  
技術名  成果概要  

改良型堆肥製造法   過去に INP が設置した施設を改良し、8 サイトにおいて合計 14 基を設

置し、技術の導入を図った。  
 生産堆肥により収量が増加し、施用効果が確認された。  
 生産堆肥の成分を調べた結果、炭素分は 7～13％、窒素分は 0.5～1.3％

程度、C/N 比は 9～15 程度であった。  
 原型の施設建設費は 173,400 FCFA であったが、さらなる改良を施し、

建設費用を 41％減の 102,500 FCFA まで削減することができた。  
 堆肥生産に係る労働負荷軽減のため、施設容量を 80～66％とする検討

を行なったが、建設費は 91～87％の削減にとどまり、容積縮小に見合

う建設費の削減はできないという結果になった。  
 現時点では施設建設／運用指導には本技術を熟知した専門家の支援が

必要である。  
 建設費が高いため、技術導入には補助金や堆肥販売等による収益性向

上に関する住民の理解が必要である。  
耕種法改善   5 サイトにおいて実証活動を実施した。  

 堆肥製造と関連付け、劣化土壌対策として地域資源の有効利用による

土壌環境改善（土壌有機物の増加、土壌化学・物理性の改善）およびそ

れに伴う農業生産性向上を図った。  
 投入土壌改良資材として、現地で入手可能な資源である家畜糞尿、落花

生殻、ミレット残渣等を用いた。  
 SDDR との連携により栽培指導を行なった。  
 無施用区に比較して資材を施用した処理区では収量が明確に増加した

ことから、家畜糞や作物残渣等の地域資材の利用で作物栽培の収量向

上が可能であると判断できる。  
 落花生殻やミレット残渣でも増収効果が認められた。但し、この増収効

果は養分による効果と言うよりも土壌物理性や保水性の改善による効

果と考えられる。  
 サイト活動期間中の土壌分析では明確な物理性、化学性の改善は認め

られなかった。  
 家畜被害、病害虫被害若しくは不適当な栽培による作物の枯死等によ

り活動を中断したサイトがあった。  
エコサン堆肥   4 サイトにおいて合計 28 基のエコサントイレを設置した。  

 人間の排泄物を扱うことから、住民の抵抗意識を軽減するため、技術に

関する十分な事前説明と啓発活動に多くの時間を要した。  
 技術導入後、住民からはまず衛生環境改善の点でエコサン技術が評価

され、その後はエコサン堆肥の増収効果が高く評価された。  
 エコサン堆肥による増収効果は高く、ミレット栽培では 1.3～2.6 倍、

レタス栽培では 2.6 倍の増収効果が認められた。  
 回収した固形堆肥の分析では 82%のサンプルから糞便性大腸菌が検出

されなかった。  
 近隣村落からも見学に訪れる住民が多い。  
 トイレ建設費が一般の村落住民にとって高額であり（192,800 FCFA）、

普及を進める上での課題となっている。  
 固形堆肥の場合、堆肥化（分解）に時間がかかるほか、1 回の回収量が

少なく、農地面積が広い場合には量が足りない。  
 技術適用には啓発活動と技術の正しい理解が重要である。  

出典：プロジェクト作成、2017 
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(4) 植林／アグロフォレストリー  

植林／アグロフォレストリーには、風食対策や塩害対策のほか、土壌肥沃度向上のため

の技術も含まれる。植林に関連する活動では、毎年 1～2 月に森林官とともに住民協議を行

ない、その年の植林活動計画を作成した。計画内容を C/P との協議を経て決定し、植林活

動を開始した。  

 

表  2.28 植林／アグロフォレストリー関連活動と成果概要  
技術名  成果概要  

植林／アグロフォレスト

リー  
 第２年次からサイト活動として開始された。  
 C/P 機関職員が最もよく知る劣化土壌対策であり、プロジェクト期間中

（2012～2016）に適用された技術による実績は以下の通り。  
 

技術名  
ファティック州  カオラック州  

面積（ha）  距離（km）  面積（ha）  距離（km）  

防風林／生垣  - 13.02 - 7.08 

列状栽培  6.37 0.20 20.81 - 

天然更新促進  5.75 - 35.05 - 

植生回復（保存区設置） 19.95 - 9.90 0.15 

耐塩性樹種の導入  42.69 - 24.05 - 

収入創出  53.11 0.50 62.87 - 

 植林活動は一般村落住民に広く知られており、各技術の導入が比較的

容易である。  
 対象地域内には村落苗畑が数多く存在し、住民の苗木へのアクセスも

容易であることから、村落苗畑支援活動を併せて行なった。  
 植林実施時期には苗木の輸送手段の確保が課題である。  
 家畜や放牧による食害が絶えない。特に被害の大きい地域では囲いを

併設した。  
 植林後には十分なモニタリングと除草を行なうことにより、活着率の

向上が可能である。  
 AVLOS 促進活動を通じて、ファティック州では 38%の学校運営委員会

連合が植林関連活動を実施した。カオラック州では 47%が学校植林／

地域植林活動を計画した。  
 2015 年の JICA のフォローアップ無償により 2 ヶ所の公営苗畑が整備

され、苗木生産能力が強化された。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(5) 収入創出活動  

収入創出活動は、劣化土壌対策に直接結びつく活動ではなく、むしろ適用技術により得

られた堆肥の有効利用および住民参加のモチベーション向上といった副次的な意味合いを

持つ。収入創出活動が劣化土壌対策活動に貢献したと考えられる事例は以下の通り。  

 

表  2.29 収入創出活動の劣化土壌対策との関連性  
技術名  成果概要  

収入創出活動   植林による収入創出活動では、18 サイトにおいて建設材に用いられる

ユーカリ、若しくは果樹（マンゴー、カシュ）の植林が行なわれた。  
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技術名  成果概要  
 野菜栽培活動は、野菜栽培を共同で実施している 6 サイトにおいて栽

培指導が行なわれた。  
 カマタンバンバラでは、生産された堆肥を野菜栽培圃場で活用してい

る。2014 年までの活動では堆肥の施用効果に疑問を持つグループメン

バーがいたため、圃場の半分しか施用しなかったが、2015 年栽培では､

全圃場に生産堆肥を施用して活動することとした。堆肥は施設内で腐

熟化したまま保管されている。  
 多くの活動サイトで家畜糞尿を利用した育苗／野菜栽培を行なった。  
 SDDR 普及員は住民へ堆肥利用の有効性を説明しながら野菜栽培指導

を行なった。  
 野菜栽培が参加住民の劣化土壌対策への意識を高める活動となったこ

とが確認された。但し、その収益が劣化土壌対策に活用されるまでに

は至っていない。  
 収入向上に伴う生活改善が劣化土壌対策活動への参画を促す動機にな

り得る。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

2.4.4 サイト活動における他機関との連携 
サイト活動の実施に当たっては、セネガル国内の他機関との連携を図った。例えば、土

地劣化抑制に係る活動実績のある国立土壌研究所（INP）、および栽培指導に関する知見を

有する農村開発県事務所（SDDR）にサイト活動実施の際の支援を要請した。  

他機関との連携によって実施されたサイト活動は以下の通りである。  

 

表  2.30 他機関との連携による活動  
種別  劣化土壌対策技術／活動  連携先  

水食対策  枠堰建設  Symbiose（ローカル NGO）  
土壌肥沃度向上  改良堆肥製造法  国立土壌研究所（INP）  

農村開発県事務所（SDDR）  
エコサントイレ普及  EAA（国際 NGO）  
試験栽培管理  農村開発県事務所（SDDR）  
土壌分析  セネガル農業研究所（ISRA）  

国立土壌研究所（INP）  
塩害対策  耐塩性樹種の導入  セネガル農業研究所（ISRA）  
収入創出活動  野菜栽培  農村開発県事務所（SDDR）  
出典：プロジェクト作成、2017 

 

2.4.5 能力強化活動 
(1) 森林官向け能力強化活動  

森林官の能力強化活動では、劣化土壌対策技術の習得に限らず、様々なツールの使用方

法や、その他の知識についても行なった。各活動の実施前には必ず TOR を作成し、C/P と

協議した上で、実施内容を決定した。プロジェクト期間中に実施した各種能力強化研修お

よびワークショップを下表 2.31 に示す。  
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表  2.31 森林官向け能力強化活動一覧  
研修名  州  日時  参加者数  

第 1 回 GPS 研修  カオラック  2012/09/18 18 
ファティック  2012/09/19 12 

環境研修  ファティック  2012/11/06 23 
カオラック  2012/11/07 19 

第 2 回 GPS 研修  カオラック  2013/05/21-22 14 
ファティック  2013/05/28-29 13 

水食研修  カオラック  2013/05/23 14 
ファティック  2013/05/30 12 

薬用植物研修  カオラック  2013/09/18-20 13 
ファティック  2013/09/25-27 15 

第 1 回アクションプラン策定 WS カオラック  2013/09/17 10 
ファティック  2013/09/24 10 

第 2 回アクションプラン策定 WS カオラック  2013/10/03 10 
ファティック  2013/10/08 10 

第 3 回アクションプラン策定 WS カオラック  2013/10/29 10 
ファティック  2013/10/28 10 

植林ワークショップ  ファティック  2014/03/05 13 
カオラック  2014/03/06 10 

SDDR/INP との技術交換 WS カオラック  2014/04/23 14 
森林官リフレッシュ WS カオラック  2015/03/10-11 40 
第 1 回年間業務計画策定 WS ファティック  2015/11/10 18 

カオラック  2015/11/11 16 
第 2 回年間業務計画策定 WS ファティック  2015/11/17 18 

カオラック  2015/11/18 16 
EC および pH 測定研修  カオラック  2016/06/23 13 

ファティック  2016/06/28 17 
年間業務計画中間レビューWS ファティック  2016/07/12 19 

カオラック  2016/07/20 20 
注）環境研修には各州の対象村落共同体職員 10 名を含む。  

出典：プロジェクト作成、2017 
 

(2) 住民向け能力強化活動  

パイロットサイトにおいては、材料を現地で入手可能かつ住民により適用が可能な技術

が選定され、サイト活動が計画および実施された。  

サイト活動実施の際には、導入する技術を住民が十分理解できるように、必要に応じて

住民向けの集合研修を実施した。実施された集合研修を以下に列挙した。  
 

表  2.32 住民向け能力強化のための集合研修  

年次  研修名  
参加者（延べ人数）  

男性  女性  
第２年次  水食対策に係るテスト研修  約 120 

エコサン技術住民説明  53 34 
エコサン建設工養成研修  4 0 
エコサン普及員研修  0 4 
エコサン農業研修  7 0 
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年次  研修名  
参加者（延べ人数）  

男性  女性  
第３年次  エコサンリサイクル研修  8 0 

組織運営研修  75 244 
水食対策研修（第 1 回）  134 251 
水食対策研修（第 2 回）  126 170 
水食対策研修（第 3 回）  63 160 

第４年次  エコサン堆肥回収のための研修  28 11 
第５年次  耐塩性樹種苗木生産研修  45 

改良堆肥製造技術研修（計 14 回）  137 33 
出典：プロジェクト作成、2017 

 

2.5  劣化土壌対策技術の普及展開  
2.5.1 森林官による優先サイトでの研修および啓発活動 

2015 年から、パイロットサイト外の優先サイトである 80 ヶ村において、プロジェクト

で作成したカタログや啓発ツールを用いて、森林官による研修および啓発活動が実施され

た。2015 年 3 月に開催された森林官リフレッシュワークショップの中で、研修および啓発

活動に関するグループワークを実施し、実際の普及活動を想定したツールの活用方法を習

得する機会を設けた。本ワークショップの後、2015～2016 年には優先サイトにおいて森林

官により合計 113 回の研修および啓発活動が実施され、参加住民数は合計 2,392 人（男性

1,484 人、女性 908 人）であった。森林官による研修および啓発活動実績を下表に示した。 
 

表  2.33 森林官による研修および啓発活動実績  

州  年  実施回数  
参加者数（人）  

男性  女性  合計  
ファティック  2015 5 105 26 131 

 2016 35 527 247 774 
 小計  40 632 273 905 

カオラック  2015 15 255 157 412 
 2016 58 597 478 1,075 
 小計  73 852 635 1,487 

合計   113 1,484 908 2,392 
出典：プロジェクト作成、2017 

 

2.5.2 教育セクターとの連携 
本プロジェクトで採用した普及アプローチは、教育ネットワークを活用することがその

骨格をなしている。そのため、本アプローチの実施に当たっては対象地域の州教育局との

連携を図った。劣化土壌対策技術の普及段階においては、教育ネットワークを活用するこ

とで、州水・森林局が抱える人員不足を補うことができると同時に、カリキュラムの一環

として教師によって実施される「持続的な開発のための教育（ESD）」の学習内容に具体的

な材料を与え、劣化土壌対策に関する将来の担い手の育成に貢献することが可能となる。 

教育セクターとの具体的な連携としては以下の活動が実施された。  
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表  2.34 教育セクターとの連携による活動一覧  
年次  連携活動  参加者数  

第４年次  第 1 回啓発ツール作成 WS 36 
第 2 回啓発ツール作成 WS 36 
啓発ツール使用方法関係者研修  90 
ファティック州フォーラム準備会合  30 
ファティック州 AVLOS 促進のための州フォーラム  216 
カオラック州 AVLOS 促進のための準備会合  44 
カオラック州 AVLOS 促進のための能力強化研修  119 

第５年次  カオラック州フォーラム準備会合  76 
カオラック州 AVLOS 促進のための州フォーラム  244 

出典：プロジェクト作成、2017 
 

2.5.3 森林研修センターとの連携 
第５年次の 2015 年 6 月末から 7 月中旬にかけて実施された終了時評価調査の提言を受

け、プロジェクトは 2015 年 11 月よりティエス市にある森林研修センターとの連携に係る

協議を開始した。プロジェクトと研修センターとの連携にあたっては、より円滑に作業が

進められるよう、連携協定書を取り交わした。  

本連携の目的は、森林官の人事異動等による技術移転の停滞を防ぐために、プロジェク

トが作成したツールを研修事業を担う森林研修センターの教材として改良し、森林官の能

力向上に継続的に活用することである。そのため、プロジェクトで作成された劣化土壌対

策に係る技術マニュアルおよび技術カタログをより実践的なものとし、かつプロジェクト

終了後には森林研修センターの教材となりうるように改訂することを目的としたワーク

ショップを開催した。本ワークショップを通じて改訂されたツールを用いて、「技術マニュ

アル改訂に係るテスト研修」を実施し、利用者の立場から技術マニュアル改善への提言が

行なわれた。その成果を反映してツールが最終化された。  

森林研修センターは、本連携を通じて最終化されたツールを活用し、セネガル政府の行

なう森林官リサイクル研修への利用、同分野の関係者連携での活用、研究施設や教育施設

での利用を計画している。しかしながら、セ国政府の限られた財政状況を考慮するとフル

パッケージでの研修実施の継続が困難であることが予想され、簡素化した研修モジュール

をデザインする必要があることから、森林研修センターは研修日数を短縮し簡素化したテ

スト研修を本プロジェクトの支援の下で実施した。  

森林研修センターとの連携により実施された活動の一覧を表 2.35 に示した。  

 

表  2.35 森林研修センターとの連携による活動一覧  
ワークショップ／研修  参加者数（延べ人数）  

ツール改訂ワークショップ（計 4 回）  42 
技術マニュアル改訂に係るテスト研修  25 
劣化土壌対策技術研修  18 
出典：プロジェクト作成、2017 
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2.5.4 地方自治体および現地 NGO との連携促進 
プロジェクト成果の優先地域への普及を見据え、パイロットサイトの関連コミュンへの

支援を通じて地方自治体における劣化土壌対策実施の促進を図るため、現地再委託による

「地方自治体を通じた劣化土壌対策の試行」に関する業務を実施した。  

本業務は、プロジェクト対象 20 コミュンに対してそれぞれ 50 万 FCFA の補助金を支給

し、パイロットサイトおよび優先村落（計 5 ヶ村／コミュン）における劣化土壌対策事業

費に充てることで、他村落における実証技術の導入・活用の先行事例とすることのほか、

地方自治体と行政サービス等外部との連携強化や地方自治体のリーダーシップ醸成と計画

策定や資金管理に係る能力強化に資することを目的としている。  

本業務を通じて、プロジェクト対象コミュン全てにおいて、劣化土壌対策技術の実現に

加えて、各コミュンの計画策定および事業実施能力と劣化土壌対策への意識の向上を図る

ことができた。  

また、優先地域のひとつであるクールカティムジャマ村における枠堰建設では、現地で

活動を展開する NGO 団体 Symbiose（シンビオーズ）との連携を図った。さらには Symboise

がメディナサバコミュンで流域保全事業を展開する上でローカルパートナーとして活動し

ている協会 PENC 10（ペンチ）がこの連携事業に加わった。  

なお、「地方自治体を通じた劣化土壌対策の試行」業務によりプロジェクトが支給する補

助金の用途として、メディナサバコミュンではクールカティムジャマ村のガリ侵食対策に

充てられることが計画されていたことから、同補助金を活用することが確認された。  

さらに、PENC を含む全関係者によるクールカティムジャマ村における現地踏査および

協議を行ない、10 基の枠堰の新設だけでなく、枠堰（既存含む）の上流側数メートルの位

置に蛇篭を設置する（最大 21 ヶ所）ことで合意した。関係各者の負担すべき内容を表 2.36

に示すように事前に確認した上で、事業を実現することができた。  

 

表  2.36 枠堰建設に係る関係者の役割分担（クールカティムジャマ村）  
関係者  負担内容  

住民  採石運搬、木材調達、枠堰・蛇篭建造に係る労力  
コミュン  採石運搬用車両、枠堰建造用資材（廃油、ペンチ等）  
PENC 枠堰建造用資材（針金）、技術指導・現場監督  
Symboise 蛇篭建造用資材、技術指導  

プロジェクト  
枠堰建造用資材（シャベル、鉄筋、一輪車、木材（クールカティムジャマ村

で調達））、採石運搬用車両、PENC 技術者への報酬  
出典：プロジェクト事業進捗報告書（３）（第５年次）、2016 
  

                                                        
10 協会の名称。ウォロフ語で「村落の共同の場」の意。  
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2.5.5 広報活動 
(1) 広報用ツールの作成  

プロジェクト成果を効果的に普及するためには、プロジェクトの認知度を高めることが

重要である。プロジェクト活動を通じ、広報を目的として様々なツールが作成された。以

下に作成されたツールの一覧を示す。なお、本来は目的が異なるツールであっても広報用

ツールとしての機能を果たしたものも含まれる。  

表  2.37 プロジェクトで作成した広報用ツール一覧  
広報用ツール  概要  

パンフレット（仏・英）  
プロジェクト概要を記載。A4 を 3 つ折りしたサイズ。プロジェクトの進捗

とともに改訂。  
ブロックノート  プロジェクト名称入りのノート。B5 サイズ。会合や WS 等で配布。  

技術カタログ  
住民向けに劣化種別の対策技術を簡潔にまとめた技術集。写真や図が多用さ

れている。技術研修や WS にて配布。A4 を 2 つ折りしたサイズ。  

横断幕  
プロジェクト名を付した横幅 3 メートル、縦幅 1m 程度の布製の幕。セミ

ナーやフォーラムなどの各種イベントにて使用。  

バナースタンド  
プロジェクト名と写真、ロゴを付した横幅 1m 高さ 2m 程度のスタンド。各

種イベントにて使用。  
T シャツ  プロジェクト名を付した T シャツ。主に植樹祭にて作成・配布。  

啓発ツール  
SARAR 手法を活用した劣化土壌対策の効果を複数枚で伝えるためのイメー

ジ図集。教育省との連携で作成。州フォーラムを経て各小学校に配布。  

ビデオ動画  
サイト活動やサイト視察の様子を約 3 分間にまとめた動画。JCC での現地

活動紹介に活用されたほか、セミナーやフォーラムにおいて利用された。  
出典：プロジェクト作成、2017 
 

(2) サイト視察による広報活動  

プロジェクト活動内容の紹介のためにサイト視察を実施した。実際に適用された技術を

視察することで技術の効果を直接確認できると同時に、適用した住民と技術適用に関する

意見交換することができ、技術の有用性に係る認識向上に繋がった。実施したサイト視察

活動は以下の通り。  

表  2.38 サイト視察実績一覧  
年次  サイト視察  参加者数  

第３年次  エコサントイレ視察  21 
サイト視察（カオラック州）  28 
サイト視察（ファティック州）  26 

第４年次  技術交換のためのサイト間視察  20 
第５年次  サイト視察（カオラック県）  82 

サイト視察（ファティック県）  78 
サイト視察（ニョロ・デュ・リップ県）  81 
サイト視察（フンジュン県）  85 
JCC メンバーによるサイト視察（カオラック州）  31 
JCC メンバーによるサイト視察（ファティック州）  34 

出典：プロジェクト作成、2017 
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(3) 各種イベントにおけるメディアの活用  

セミナーやフォーラム等のイベントの際には、マスメディアの取材陣を招聘し、開催に

係るラジオ放送と新聞各社への記事掲載を通じてプロジェクトの広報活動を行なった。イ

ベントの際に会場を訪れた取材陣は、開会式の取材やナショナルコーディネーターに対し

インタビューを行ない、プロジェクトが提供したパンフレット等の情報も併せて参考とし

ながら、イベント開催日翌日ないし数日内に放送、記事掲載を行なった。新聞掲載記事は、

同時に各社が運営するウェブサイトにも掲載され、さらには地方紙が運営するウェブサイ

ト（例えば、カオラック在住者向け情報サイトなど）等にも広く転載された。  

 

(4) 国際会議への参加とプロジェクト紹介  

砂漠化対処条約（UNCCD）および気候変動枠組条約（UNFCCC）の国際会議の機会を利

用してサイドイベントに参加し、プロジェクト活動の紹介を行なった。国際会議の場での

プロジェクト紹介は、プロジェクトを通じたセネガル国の劣化土壌への取り組み事例を他

国の関係者と共有するだけでなく、国際的な取り組みを行なう関係者らとのネットワーク

を築く機会となった。  

プロジェクト期間中にプロジェクト紹介を行なった国際会議は以下の通り。  

 

表  2.39 プロジェクト紹介を実施した国際会議  
国際会議  時期・開催国  発表者  

UNCCD-COP11 2013 年 9 月、ナミビア  プロジェクトコーディネーター  
UNCCD-COP12 2015 年 10 月、トルコ  水・森林・狩猟および土壌保全局長  
TICAD-VI 準備会合  2016 年 7 月、ケニア  水・森林・狩猟および土壌保全局長  

UNFCCD-COP22 2016 年 11 月、モロッコ  
水・森林・狩猟および土壌保全局、造林お

よび土壌保全課長  
出典：プロジェクト作成、2017 
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第 3 章  教訓と提言 

3.1  プロジェクト実施運営上の工夫、教訓 
3.1.1 カウンターパート 
(1) JICA 技術プロジェクトの理解を常に促す  

プロジェクト活動を円滑に進めるためには、プロジェクトに関わるカウンターパート

（C/P）機関職員がプロジェクト全体を適切に理解していることが極めて重要である。しか

しながら、本プロジェクトのようにその実施期間が長期にわたる場合、人事異動によりプ

ロジェクトに精通していない職員が新たに着任することが少なくない。また、C/P 側では

異動時には業務の引継ぎを行なっているにもかかわらず、プロジェクトの理解のみならず、

関連資料も引き継がれていない状況が散見された。こうした状況を改善すべく、本プロジェ

クトでは C/P 職員や現場の森林官の理解を促すことを目的として、プロジェクトの背景や

目的、活動内容およびスケジュールについて共有するためのセミナーやワークショップを

開催した。  

また、JICA はこれまで森林セクターにおいて多くの案件を実施している。しかしながら、

着任後間もない C/P 職員や JICA が実施する技術協力プロジェクトのスキームに対する理

解度が十分でない森林官から、とりわけプロジェクト予算の管理方法やロジについて他ド

ナーとの違いを指摘され、議論の対象となることが多かった。  

C/P のプロジェクトに対する理解が不十分なケースでは、無用な議論や誤解によりプロ

ジェクトの円滑な実施が阻害される恐れがあることから、プロジェクトに係る情報の共有

と理解の場を設ける努力を続ける一方で、C/P 機関においてもより効率的な経験の蓄積と

継承に向けて、引継ぎの体制や方法の改善に取り組むことが望まれる。  

 

(2) プロジェクト活動の進捗状況に関する情報共有する場を設ける  

本プロジェクトの対象地域は 2 州に跨っており、それぞれの州水・森林局には年間業務

計画が設定されている。異なる地域において同一のプロジェクト活動を展開する上で、C/P

機関とともにプロジェクト活動の進捗管理を行なう場を設けることは極めて重要であると

の考えから、プロジェクトでは 2 ヶ月毎に州間定期会合を開催し、2 ヶ月間の活動の進捗

情報の発表と意見交換、さらには次の 2 ヶ月間の活動予定を共有に努めた。  

州間定期会合では、対象地域となる 2 州 4 県の各県局長から管轄県内のプロジェクト活

動の報告がなされ、報告内容や提起された課題に関する意見が交わされた。また、予定さ

れている活動の TOR の共有や、他のプロジェクトの動向に係る情報共有も併せて行なわ

れた。  

地域レベルでの C/P 機関職員との情報共有の場を設けることは、プロジェクト活動の進

捗管理だけでなく、様々な有用な情報を共有できるほか、C/P である森林官のオーナーシッ

プ醸成の観点から有効である。  

 

(3) C/P 機関との協議を通じて普及に必要な体制を明確にする  

本プロジェクトにおける大きな課題の一つが普及体制の検討であった。プロジェクト開

始当初は現地森林官による普及実施体制を想定していたものの、各地域に配置されている
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森林官の人員が少なく且つ移動手段にも制約があったことから、前章で述べたように、教

育ネットワークを活用する新たなアプローチを考案するに至った。  

本アプローチを採用する際には、州水・森林局と州教育局との連携について両者の合意

を得る必要があったことから、本アプローチが、接点が限られていた両者にとって有利で

あることに十分に配慮するとともに、当時セ国政府で進められていた地方分権化政策に考

慮し、その流れを活用する形でアプローチのデザインを行なった。  

アプローチの概要がまとまった時点で、双方を訪問し、理解を得るべく協議に十分な時

間を割くと同時に、JCC においても本アプローチに関する説明の場を設け、アプローチの

実施前に関係者の合意形成に向けた準備を十分に行なった。それにより、本アプローチに

よる成果が得られるとともに、関係者の評価を得るに至った。  

プロジェクト活動の成果として「成果の普及」が求められる場合には、アプローチの実

践の前にその理解を得るため、関係者との協議の機会を十分に設けるなど、丁寧な説明に

尽力することがアプローチの成功のカギとなる。  

 

3.1.2 地方自治体および住民 
(1) 先方政府の行政構造に即したアプローチを尊重する  

先に述べたように、普及アプローチの考案においては地方分権化政策を十分に考慮した。

関係省庁の地域事務所である州水・森林局と州教育局への説明を尽くした。  

それと同時に、各地方自治体に対しては、AVLOS 推進のための州フォーラムを通じて彼

らが果たすべき役割に言及することで環境保全に対するオーナーシップの醸成を図った。 

さらには、各地方自治体の役割を具現化するため、プロジェクトの最終年には「地方自

治体を通じた劣化土壌対策の試行」に係る活動を展開し、地方自治体の最小単位であるコ

ミュンに補助金を割り当ててプロジェクトが紹介する劣化土壌対策技術の適用を試みた。 

本活動を通じて、プロジェクト対象地域内の 20 のコミュンは、それぞれの計画を立案

し、実施した。州フォーラムにおいて多様な関係者の巻き込みを図り、劣化土壌対策の重

要性の意識付けを行なっただけでなく、具体的に劣化土壌対策を実施するために補助金を

伴う地方自治体への支援を行なったことで、より広範囲における劣化土壌対策の実施につ

なげることができた。また、各地方自治体における劣化土壌対策活動実施の全過程を振り

返るワークショップでは、計画実施の過程で明らかになった課題とそれに対して今後どの

ように取り組むべきかを明確にすることができた。一方で、本活動を通じ、一部のコミュ

ンでは住民とのコミュニケーションや情報共有が十分でなかったことによる、計画内容や

活動に対する住民のオーナーシップ不足が指摘された。さらには、本活動の開始時期がコ

ミュンの予算編成のタイミングと合わず、村落レベルでの活動着手の遅れを招いた。本活

動の開始時期がコミュン活動の実態に即していなかったことが、コミュンと住民の計画実

現に対するオーナーシップの向上を妨げる一因になったと考えられる。  

第一次産業における開発の基礎である土壌の保全は、その地域を管轄するコミュンが行

なうべき重要課題である。そのため、行政構造に着目した普及アプローチを適用し、土壌

保全に対するコミュンのオーナーシップを醸成することは、プロジェクト終了後も対象地

域において土壌保全活動が継続的に行なわれる上で極めて重要である。コミュンのオー

ナーシップの醸成のためには、財政面および技術面においてコミュンが活動を円滑に実施
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できる支援方法を検討するとともに、支援の投入の時宜に十分配慮する必要がある。  

他方、補助金を活用した支援形態に関して、一部コミュンからその使途には条件があり

その運用が完全にコミュンに委譲されたわけではなかったため、支援の枠組みが必ずしも

希望する取り組みと合致しなかったとの指摘があった。公的な補助金には通常その使途に

何らかの条件が付随していることを考えれば、十分な時間をかけてコミュンと協議を行な

い、課された条件の下でいかに補助金を適切に活用すべきかについて十分な理解と合意を

得た上で、支援を実施することが望ましい。  

 

(2) 各サイトにおいて活動のフォーカルポイントを設ける  

本プロジェクトのパイロットサイト活動では、20 サイトに及ぶパイロットサイトにおい

て土壌の劣化状況に応じて様々な活動が実施された。距離が遠く、アクセスが容易でない

サイトも含まれており、活動実施には住民の協力が不可欠であったことから、各サイトに

おいて村長や住民グループ長など、フォーカルポイントを設けて各サイト活動のモニタリ

ングを行なった。  

その結果、各村落住民の生活実態に照らした技術の課題が明らかになり、技術の改良点

に係る実証活動のみならず、技術適用のための条件抽出まで行なうことができた。例えば、

改良堆肥製造施設やエコサン技術の適用においては、協力住民の存在が近隣村落住民の技

術適用サイトへのアクセスを容易にし、その展示効果を高めたと言える。また、協力住民

による技術の適用準備から実践、さらには適用後までの各過程において得られた意見や感

想など、いわゆる現場の生の声が技術適用の工夫や条件の抽出に大いに役立った。  

 

(3) サイト活動開始前には住民との対話の場を設ける  

上述のフォーカルポイントを村落レベルで設ける前に欠かせないのが、住民との直接対

話の機会である。技術の導入前に対象サイト住民との討議の場を設け、活動の目的と技術

の詳細説明を行なうことは、プロジェクトと住民間の信頼関係を築く上で重要となる。地

域によっては伝統的なしきたりや習慣を重視するケースもあるため、その後のプロジェク

ト活動を円滑に進めるためにはこれら文化的背景に配慮しながら住民との対話を図ること

が求められる。  

人間の排泄物を堆肥化し農産物の生産に活用するエコサン技術の導入に当たっては、多

くの村落住民が精神的抵抗を感じることを想定し、抵抗感を和らげるために技術の説明と

安全性に係る住民集会を重ねて開催した。さらにはエコサントイレの導入実績のあるティ

エス州の村落を訪問し、意見交換の場を設けるなど、技術に対する理解を深め、抵抗感を

払拭するための努力を行なった。  

このように住民との対話の機会を設けたにも関わらず、住民の協力が十分に得られず、

活動がはかどらないサイトもあった。そのようなケースでも、住民の巻き込みを図るため

の対応方法について、サイト活動に関して合意を交わしたコミュンや現場の森林官ととも

に深く協議する良い機会となった。  
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(4) プロジェクト広報活動を実施する  

プロジェクト活動を円滑に進める上で有効な方法のひとつとして、プロジェクトの認知

度を上げることが挙げられる。プロジェクトの認知度が高い場合には、劣化土壌技術の導

入若しくは適用にあたっての住民の反応には違いが生じる。住民によく知られたプロジェ

クトであれば、住民側の受け入れ姿勢も柔軟な場合が多い。これは、本プロジェクト第２

年次におけるサイト活動の開始時には各サイト住民の反応が芳しくなかったものの、その

後の活動展開時には快く迎えられたことや、隣接する村落からの技術導入の要望が寄せら

れたことなどからも窺える。  

プロジェクトでは、一般向けのパンフレットとブロックノートのほか、植樹祭には T シャ

ツなどの広報ツールを作成し配布したほか、セミナーなどのイベント時にはメディアを活

用した広報を行なった。また、教育ネットワークを活用した普及アプローチでは、啓発ツー

ルを開発し、対象州内のすべての小学校に配布するなど、広報ツールとしても活用した。 

こうした広報活動は、日本の技術協力を周知することを目的とするだけでなく、技術普

及を促進する効果が十分にあるものと期待できる。  

 

3.1.3 その他 
(1) モニタリング体制を強化する  

本プロジェクトのモニタリングが 2013 年の中間レビュー調査時に実施されたのみであ

り、運営指導調査等によるモニタリングが行なわれていないことが、終了時評価調査の際

に指摘された。また、中間レビュー調査時には劣化土壌対策に詳しい専門家が団員として

配置されていなかった。このように技術面での適切性を検証する機会を逸してしまったこ

とはプロジェクトのモニタリングにおいて反省すべき点である。その結果を受け、2016 年

1 月に有識者による運営指導調査が実施され、プロジェクトは技術面での助言を得ること

ができた。将来の技術プロジェクトにおいても、ローカルリソースと連携しながらプロジェ

クトの技術を客観的に検証して助言するなど、プロジェクト形成時に技術面でのモニタリ

ングに配慮して計画を策定する必要がある。  

 

(2) 他ドナーとの連携を模索する  

プロジェクトでは成果の普及に向けて、特に第４年次以降に各関連機関との連携を積極

的に試みた。  

JICA セネガル事務所の協力を得て試みた水食対策実施に係る WFP との連携では、対象

地域の一部が重なり、本プロジェクト活動の成果とも一致するなど、連携の妥当性が確認

できた。しかしながら、WFP の他の活動と比べるとその優先性は低く、予算の割り当てが

困難であること、さらには Food For Work を活用するアプローチが本プロジェクトの目指

す住民自身による持続性確保の観点と相容れないことが判明し、連携が実現するに至らな

かった。しかしながら、合同で現地調査を行ない、現地の課題の解決に向けて協議を重ね

たことにより、両者の立場が明確となり、別の機会に連携を期待できる関係を築くことが

できた。こうした連携の努力は決して無駄ではなく、将来より良い連携を可能とするため

の貴重な経験として捉えるべきである。  
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(3) 連携先との役割を明確にする  

他方、州教育局と森林研修センターとの連携では、優れた関係構築を実現することがで

きた。  

教育セクターでの業務を担う州教育局との連携は、普及アプローチを実施するにあたり、

その準備段階から開始された。森林研修センターとの連携は、JICA 終了時評価調査の提言

に基づいて行なわれ、技術マニュアルの最終化の過程で実現された。ともに共通すること

は、各連携先が何をするべきかを明確にした点にある。  

州教育局の役割に関しては、普及アプローチの一環として開催した州フォーラムの準備

を周到に進める中でその理解が深まり、州フォーラム後には、学校運営委員会が作成する

年間計画の多くに劣化土壌対策が反映された。  

また、森林研修センターとの連携では両者の役割を合意書の中に明記し、それを互いが

忠実に遂行することでより良い成果（技術マニュアル最終版の完成およびテスト研修の実

施）を得ることができた。  

より良い連携関係を築き、互いの目指す成果をより良い形で実現するためには、それぞ

れの役割を両者が適切に理解し、それに基づき行動することが重要である。  

 

3.2  提言  
(1) PDM および PO に共通理解の徹底  

PDM と PO をプロジェクト関係者が正しく理解することは、プロジェクトを実施する上

での基本である。しかしながら、人事異動による職員の入れ替えがある場合には、その理

解が不十分なために、プロジェクト活動が円滑に実施されないことが懸念される。このよ

うな事態を防止するためには、常にプロジェクトの基本資料を振り返り、共通理解のもと

でプロジェクトが運営される状況を維持する必要がある。とりわけ長期に亘るプロジェク

トでは、定期的にセミナーを開催するなど C/P 機関職員らと共通理解を促す機会を意識的

に設けることが重要である。  

 

(2) カウンターパート予算の確保と効果的活用  

上述の PDM はプロジェクト開始前に合意され、そこには日本側とセ国政府のそれぞれ

の負担事項が記載されている。しかしながら、セ国政府がその負担事項を履行するための

予算を確保するためには、R/D および M/M に財務省代表者の署名を取り付けることが求

められる。本プロジェクトの場合にはその点が欠如していたため、C/P 予算の確保のため

に多大な時間と労力を費やすこととなった。努力の結果、本プロジェクトでは第３年次以

降に C/P 予算を確保することができたが、その使途については C/P に一任したため、有効

な活用方法に関する議論が十分にできなかったことは反省すべき点である。より良いプロ

ジェクト運営を実現するためには、プロジェクトの業務費と合わせ、C/P 予算を効果的に

活用する方法を C/P と十分に協議を行なうことが重要であろう。  

また、終了時評価調査の提言で指摘されたように、プロジェクト終了後においてもプロ

ジェクト活動を継続するためには、森林官のバイクの活用とその燃料代の支出に関して、

C/P 機関のさらなる努力が求められる。  
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(3) プロジェクトで得られた成果や知見の蓄積のための体制強化  

C/P 機関の下では、JICA だけではなく様々なドナーによるプロジェクトが実施されてい

る。これら数多くのプロジェクトの実施を通じて得られるものは最終成果だけではない。

各プロジェクトが採用したアプローチやプロセスのほか、成功事例に限らず失敗事例も貴

重な知見となる。  

C/P 機関はこれらの情報の収集と整理、さらには分析を行ない、新規プロジェクトの計

画立案および職員の能力強化の材料として活用すべきであろう。現代において入手が可能

な安価かつ多様な情報管理ツールを利用しながら、過去の知見を積み上げて未来に活かす

ために必要な体制を整え、将来のプロジェクトのより効果的および効率的な実施に向けて

生かすことが期待される。  

 

(4) 技術のさらなる改良への努力  

本プロジェクトにおいて改良および開発された技術は、決して完成されたものではない。

本来、技術とは長年に亘り試行錯誤による失敗と改良が繰り返されることで、より完成度

が高くなるものである。また、その開発と改良の内容は住民のニーズや生活レベル、自然

環境や社会状況によって変化する。従い、C/P 機関だけでなく、セネガル国内の研究機関

が常にその時代のニーズに応じた技術開発や改良への努力を重ねなければならない。その

ため、各研究機関が技術の開発と改良のためのテーマを定め、先述した知見の蓄積のため

の体制の下にその成果を共有することが望ましい。  

 

(5) 現場の森林官のさらなる能力強化  

本プロジェクトの目標は森林官および住民の能力強化である。森林官の能力強化のため、

プロジェクトでは森林官向けに様々な技術研修を開催するとともに、パイロットサイト活

動においても協働することで、できる限り実践的な技術習得の機会を提供できるように心

掛けてきた。また、セミナーやフォーラムの機会にも森林官の参加を促した。さらには移

動手段としてのバイクの提供や、GPS、pH 計および EC 計などの機材の提供も行なった。 

これらプロジェクトが実施した研修や提供機材は、森林官が劣化土壌対策活動を遂行す

る上で最低限必要な知識、技術およびツールである。彼らは過去には森林官養成学校にお

いても学んでいるものの、その知見が実践的なレベルに到達していないケースも見られた。 

地方分権化が進み、各地方自治体が土壌保全活動を推進するに当たっては、森林官が技

術アドバイザーの役割を果たさなければならない。「地方自治体を通じた劣化土壌対策の

試行」業務においては、一部のコミュンから森林官との連携が十分でなかった点が指摘さ

れた。地方自治体の求めに応じて森林官がその役割を十分に果たすためには、各森林官が

その役割を十分に理解し常に意識するとともに、現在の技術能力に加えてさらに多くを学

ぶ必要がある。一方、水・森林・狩猟および土壌保全局（DEFCCS）全体においても現場で

業務を遂行する職責を担う技術職員のさらなる能力強化に努めることが求められる。  

 

(6) 他セクターとの積極的な連携の模索  

本プロジェクトの普及アプローチでは教育セクターとの連携を図り、より広範な成果普

及の実現に向けた体制を打ち出した。  



 
劣化土壌地域における土地劣化抑制・ 

有効利用促進のための能力強化プロジェクト 
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セネガル国において劣化土壌対策は環境セクターの業務ではあるものの、同時に農業、

畜産、教育にも関連する分野横断的な課題である。従い、劣化土壌対策の推進にはライン

省庁の普及体制を強化するだけでなく、他のセクターとの連携は不可欠である。現時点で

は予算と人的資源の観点から、広大な面積を網羅するに十分な人数の森林官を配置するだ

けの組織体制を C/P 機関である水・森林・狩猟および土壌保全局が有していないことを考

えると、現地で実施中の劣化土壌対策プログラムやプロジェクトに応じて、他セクターと

のダイナミックかつ費用対効果の高い連携の可能性を常に模索することが、リソースの有

効活用のために望ましい。  

 

(7) サヘル地域支援への知見の活用  

本プロジェクトで得られた知見を今後もさらに有効に活用するためには、サヘル地域に

拠点を置く専門機関とより密接な関係を築き、その知見を活用することが重要である。サ

ヘル地域には本プロジェクトの対象地域よりもさらに降水量が少なく、自然生態環境が脆

弱な国が多い。これらの周辺国の事例を参照し、セネガル国の実情に照らして研究内容を

発展させる機会を増やすと同時に、政府予算だけではなく、気候変動適応のための国際的

な資金の活用を念頭においた支援を今後も計画することが重要である。  
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プロジェクト成果一覧表 

 

  



 



 

プロジェクト成果品一覧  
 

年次  報告書等  部数など  提出月  

第１年次  インセプション・レポート

（IC/R）  
仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2011 年 7 月  

事業進捗報告書  仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2011 年 9 月  

土地利用区分図  仏語 23 部（うち先方へ 21 部）  
電子媒体 1 部  

2012 年 1 月  

劣化土壌分布図  仏語 23 部（うち先方へ 21 部）  
電子媒体 1 部  

2012 年 1 月  

業務完了報告書  
（第１年次）  

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2012 年 2 月  

第２年次  
 

事業進捗報告書  仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2012 年 7 月  

業務完了報告書  
（第２年次）  

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2012 年 12 月  

第３年次  
 

事業進捗報告書  仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2013 年 7 月  

業務完了報告書  
（第３年次）  

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2013 年 12 月  

第４年次  
 

事業進捗報告書  仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2014 年 7 月  

業務完了報告書  
（第４年次）  

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2014 年 12 月  

第５年次  
最終年次  

事業進捗報告書（１）  
 

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2015 年 7 月  

事業進捗報告書（２）  
 

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2016 年 2 月  

事業進捗報告書（３）  
 

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2016 年 7 月  

プロジェクト事業完了報告書  仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  
和文 2 部  
レポートの CD-ROM（仏文・和文）  

2017 年 2 月  

土地劣化抑制・有効利用促進の

ための技術マニュアル（最終

版）  

仏文 23 部（うち先方へ 21 部）  2017 年 2 月  
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19
. 

Fa
tim

at
a 

BA
/N

D
IA

YE
 

D
CE

F/
M

EF
P 

3.
 

Is
sa

 B
A 

CD
. F

ou
nd

. 
 

20
. 

O
us

m
an

e N
G

O
M

 
CD

. F
at

ic
k 

4.
 

Co
um

a 
ND

O
NG

 
Ja

pa
nd

o 
Ka

ol
ac

k 
 

21
. 

G
ilb

er
t P

AN
D

O
U

PY
 

G
es

t° 
Re

ss
 N

at
ur

el
le

s 
5.

 
Ib

ra
hi

m
a 

D
IO

P 
CS

E 
 

22
. 

M
al

ic
k N

D
IA

YE
 

IR
EF

 F
at

ic
k 

6.
 

Jo
se

ph
 F

AY
E 

D
PF

/ D
EF

CC
S 

 
23

. 
Ra

ci
ne

 D
IA

LL
O

 
IR

EF
 K

ao
la

ck
 

7.
 

A.
M

ac
od

ou
 D

IA
G

NE
 

Co
or

do
nn

at
eu

r  
 

24
. 

Pa
pa

 A
ss

an
e N

D
O

U
R 

D
EF

CC
S/

D
ES

 
8.

 
Sa

m
ba

 S
O

W
 

IN
P 

 
 

25
. 

D
jib

ril
 T

H
IO

YE
 

D
EF

CC
S/

D
AP

F 
9.

 
G

og
o 

Ba
ne

l N
D

IA
YE

 
Ca

bi
ne

t /
M

EE
D

 
 

26
. 

Nd
èy

e K
an

y S
AR

R 
D

EF
CC

S/
pl

an
ifi

ca
tio

n 
10

. 
Ba

ba
 B

A 
 

D
EF

CC
S 

 
27

. 
M

am
e Y

ac
in

e G
U

EY
E 

CE
FE

 
11

. 
D

jid
ia

ck
 F

AY
E 

CR
CR

 F
at

ic
k 

 
28

. 
Ba

da
ra

TA
LL

A 
CD

. N
io

ro
 

12
. 

Ad
am

a 
KA

 
CR

CR
 K

ao
la

ck
 

 
29

. 
Am

ad
ou

 D
IA

LL
O

 
CD

. K
ao

la
ck

 
13

. 
Ko

yo
 S

AT
O

 
CO

D
EV

AL
 

 
30

. 
Yu

su
ke

 G
O

TO
 

CO
D

EV
AL

 
14

. 
D

io
um

ac
or

 F
AL

L 
IS

RA
/C

NR
F 

 
31

. 
Pa

pa
 M

al
ic

k G
U

EY
E 

CO
D

EV
AL

 
15

. 
Sh

in
ji 

AB
E 

JI
CA

 
 

32
. 

Nd
èy

e M
ar

ie
 M

BE
NG

U
E 

CO
D

EV
AL

 
16

. 
Ka

or
i T

AN
AK

A 
JI

CA
 

 
33

. 
Nd

èy
e A

ïss
at

ou
 N

D
IA

YE
 

CO
D

EV
AL

 
17

. 
D

ai
su

ke
 E

NO
M

O
TO

 
Am

ba
ss

ad
e J

ap
on

 
 

 
 

 

第
10

回
合
同
調
整
委
員
会
の
議
事
次
第
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

1.
 関

係
者
挨
拶

 

2.
 プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

3.
 成

果
の
持
続
性
に
つ
い
て

 

4.
 ま

と
め

 

 1.
 

関
係
者
挨
拶

 

冒
頭
の
挨
拶
で
、

JI
C

A
セ
ネ
ガ
ル
事
務
所
田
中
次
長
は
、

C
O

D
E

V
A

L
最
後
の
合
同
調
整
委
員
会
と
な
る
本
会

議
へ
出
席
で
き
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
う
と
共
に
、
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
が
連
携
す
る

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ

た
、
啓
発
、
能
力
強
化
、
技
術
普
及
に
係
る
活
動
の
重
要
性
に
改
め
て
触
れ
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
将
来
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
果
の
持
続
性
確
保
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、

JI
C

A
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
た

T
IC

A
D

-6
に
お
い
て
日
本
が
立
ち
上
げ
を
発
表
し
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
イ
ニ
チ
ア
チ
ブ
を
通
じ
、
セ
ネ
ガ
ル
に

お
け
る
環
境
や
社
会
の
持
続
性
に
係
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
方
針
を
伝
え
た
。

 
続
い
て
、
水
・
森
林
局
長
代
理
と
し
て
挨
拶
を
行
っ
た

B
A
氏
は
、
近
年
の
気
候
の
不
安
定
化
が
作
物
収
量
や
食

の
安
全
保
障
に
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
と
し
、
持
続
的
な
発
展
の
観
点
か
ら
も
、
環
境
分
野
で
の
課
題
解

決
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
加
え
て
、

JI
C

A
へ
は
継
続
的
な
支
援
及
び
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
目
的
と

し
た
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
新
規
イ
ニ
チ
ア
チ
ブ
に
お
い
て
、
セ
ネ
ガ
ル
を
重
点
国
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

ま
た
地
方
自
治
体
へ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
の
多
く
の
貢
献
に
対
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
数
々
の
成
果
が
得
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
森
林
官
の
能
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
や

JI
C

A
の
支
援
で
バ
イ
ク
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
森
林
官
の
活
動
範
囲
が
向
上
し
た
点
を
改
め
て
述
べ
た
。
そ

の
一
方
で
、

G
os

as
県
や

G
ui

ng
ui

ne
o
県
と
い
っ
た
対
象
州
内
の
他
県
エ
リ
ア
へ
の
展
開
の
必
要
性
や
成
果
の
持
続

性
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

 
環
境
・
持
続
的
開
発
省
を
代
表
し
挨
拶
し
た

N
D

IA
Y

E
氏
は
、
適
正
技
術
の
導
入
や
、
そ
れ
ら
を
住
民
が
活
用

す
る
こ
と
で
土
地
の
回
復
や
収
量
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
、
森
林
局
と
教
育
局
と
の
連
携
に
よ
り
発
展

し
た

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
並
び
に
普
及
に
係
る
森
林
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
等
に
つ
い

て
述
べ
、
成
果
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
関
係
機
関
の
一
層
の
協
働
を
呼
び
掛
け
た
。
挨
拶
を
終
え

る
に
あ
た
り
、

N
D

IA
Y

E
氏
は
大
臣
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
セ
ネ
ガ
ル
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
尽
力
し
た

JI
C

A
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

 
 

2.
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
以
下
の

5
つ
が
行
わ
れ
た
。

 

2-
1 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
と
目
的

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
、
目
的
、
実
施
方
針
、
対

象
地
域
お
よ
び
活
動
期
間
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

 

2-
2 

パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
の
活
動
概
要

 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
土
壌
肥
沃
度
向
上
や
水
食
対
策
に
係

る
活
動
結
果
が
紹
介
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
も
含
め
た
成
果
の
概
括
が
発
表
さ
れ
た
。

 

2-
3 

活
動
の
振
り
返
り
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
活
動
が
年
次
ご
と
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
指

標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
た
。

 

2-
4 

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
施

 
C

E
FE

（
環
境
教
育
・
研
修
室
）
の

FA
Y

E
氏
よ
り

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
方
針
、
フ
ァ
テ
ィ
ッ
ク
、
カ

オ
ラ
ッ
ク
両
州
に
て
行
わ
れ
た

A
V

L
O

S
の
成
果
及
び
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
提
言
が
発
表
さ

れ
た
。

 

2-
5 

教
訓
と
提
言

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
や
管
理
に
対
し
て
得
ら
れ
た
教
訓
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、

C
/P
機
関
、
地
方
自
治
体
に
加
え
、

JI
C

A
に
対
し
て
も
、
成
果
の
持
続
性
確
保
に
係
る
提
言
が
述
べ
ら
れ
た
。

 
 3.

 
成
果
の
持
続
性
に
つ
い
て

 
成
果
の
持
続
性
に
係
る
議
論
で
は
、
下
記
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 

C
N

R
F（

国
立
森
林
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の

FA
Y

E
氏
は
下
記
の
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

 
- 

コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
施
設
に
つ
い
て

 
- 

コ
ン
ポ
ス
ト
の
物
理
特
性
に
つ
い
て

 
- 

コ
ン
ポ
ス
ト
の
製
造
頻
度
に
つ
い
て

 
- 

試
験
対
照
区
に
お
け
る
堆
肥
投
入
量
に
つ
い
て

 
- 

ユ
ー
カ
リ
を
植
林
し
た
サ
イ
ト
の
塩
性
度
合
に
つ
い
て

 

IR
E

F/
K

ao
la

ck
（
カ
オ
ラ
ッ
ク
州
局
長
）
の

D
IA

L
L

O
氏
は
、
最
近
着
任
し
た
ば
か
り
の
自
身
に
と
っ
て
、
先
の

各
発
表
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
成
果
を
把
握
す
る
う
え
で
と
て
も
有
効
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、

成
果
を
持
続
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
も
、

C
E

FE
、
森
林
研
修
セ
ン
タ
ー
、

IN
P、

C
N

R
F
と
い
っ
た
関
連
機
関

が
連
携
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
加
え
て
、
カ
オ
ラ
ッ
ク
、
フ
ァ
テ
ィ
ッ
ク
両
州
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
に
も
広

く
技
術
普
及
を
展
開
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

 

IN
P（

国
立
土
壌
研
究
所
）
の

SO
W

氏
は
、
持
続
性
も
考
慮
さ
れ
た
ツ
ー
ル
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

行
動
変
容
を
も
促
し
う
る

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
に
賛
辞
を
送
っ
た
。
ま
た
、
持
続
性
確
保
に
向
け
た
戦
略
と
し
て
、

地
方
の
開
発
機
関
の
活
動
計
画
へ
も

A
V

L
O

S
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
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Ja
pa

nd
o
組
合
の

N
D

O
N

G
氏
は
、
環
境
部
門
の
課
題
に
取
り
組
む
権
限
は
、
地
方
自
治
体
へ
既
に
移
譲
さ
れ
て

お
り
、
よ
っ
て
、
本
課
題
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
者
は
、
協
働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、

持
続
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
活
動
が
活
発
な
女
性
組
織
や

C
O

D
E

V
A

L
と
似
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
衛
生
局

な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
巻
き
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

 

D
PF

/D
E

FC
C

S（
水
・
森
林
・
狩
猟
・
土
壌
保
全
局
動
物
保
護
部
）
の

FA
Y

E
氏
（
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ナ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
讃
え
る
と
共
に
、

C
O

D
E

V
A

L
の
成
果
を
対
象
地
域
外
に

適
用
す
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
は
現
地
の
土
壌
劣
化
状
況
を
見
極
め
る
べ
き
と
の
見
解
を
述
べ
た
。
ま
た
、
地
方
自

治
体
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
開
始
以
来
、
エ
ン
ト
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
旨
を
述
べ
た
。

 

M
E

FP
（
経
済
・
財
務
・
計
画
省
）
の

B
A
氏
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
讃
え
た
後
、

JI
C

A
に
対
す
る
謝
意
を

述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に
お
け
る

C
/P
予
算
の
投
入
実
績
並
び
に

IC
A
側
の
毎
年
の
投
入
実

績
の
詳
細
を
求
め
た
。

 
 上
記
の
コ
メ
ン
ト
や
質
問
に
対
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

 
- 

経
済
財
務
省

B
A
氏
か
ら
の
質
問
に
関
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
全
体
で
の

C
/P
予
算
は

78
00

万
C

FA
で

あ
り
、
支
出
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
報
告
書
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

 
- 

改
良
堆
肥
製
造
に
つ
い
て
、
本
製
造
施
設
は
、
従
来
型
の
改
良
版
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
物
理

特
性
や
対
照
区
へ
の
堆
肥
投
入
量
等
に
関
し
、
本
活
動
は
、
従
来
の
方
法
と
改
良
堆
肥
を
使
用
し
た
場
合

の
違
い
を
、
簡
易
的
に
効
率
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
た
め
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
対

象
区
の
設
定
方
法
な
ど
の
研
究
手
法
に
厳
密
に
準
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。

 
- 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
持
続
性
確
保
に
係
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
動
開
始
当
初
か
ら
模
索
し
て
い
た
。

4
年
次
に

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー
チ
が
本
格
化
し
、
そ
の
結
果
、
ニ
オ
ロ
に
お
い
て
は
、
土
壌
劣
化
対
策
へ

20
0
万

C
FA

の
予
算
が
付
く
な
ど
の
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

 
 4.

 
ま
と
め

 
B

A
氏
は
水
・
森
林
局
長
の
代
理
と
し
、
本
会
議
の
総
括
を
行
い
、
ま
ず
、
議
事
役
を
務
め
た

N
D

IA
Y

E
氏
に
謝

意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

C
O

D
E

V
A

L
に
関
わ
る
各
関
係
者
が
集
う
本
会
議
に
、
官
房
の
メ
ン
バ
ー
が
出
席
す
る
こ

と
の
意
義
を
述
べ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
、

JI
C

A
田
中
次
長
、
同
深
井
職
員
、
後
藤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
総
括
並
び
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
始
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地
方
自
治
体
、
州
教
育

局
、

C
E

FE
、
研
修
セ
ン
タ
ー
、

M
E

FP
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
ま
た
、
住
民
の
生
活
に
対
す
る
イ
ン
パ

ク
ト
や
効
果
に
つ
い
て
、
報
告
書
で
は
十
分
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
点
を
懸
念
し
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
住
民
か

ら
称
賛
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
述
べ
た
。
加
え
て
、
自
身
も
携
わ
り
、
多
く
の
関
係
者
と
協
働
し
て
作
り
上
げ
た
土

壌
劣
化
対
策
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
カ
タ
ロ
グ
、
持
続
性
の
観
点
か
ら
高
い
効
果
が
期
待
で
き
る

A
V

L
O

S
ア
プ
ロ
ー

チ
、
各
州
で
開
催
さ
れ
た
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
多
く
の
地
方
自
治
体
が
参
加
し
た
こ
と
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施

さ
れ
た
活
動
を
改
め
て
振
り
返
っ
た
。

 
そ
の
中
で
、
地
方
自
治
体
の
能
力
強
化
に
つ
い
て
は
、
自
立
性
向
上
や
計
画
策
定
技
術
、
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
構
築
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
と
の
認
識
を
示
し
た
。

 
さ
ら
に
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、

M
E

FP
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
予
算
措
置
を
働
き

掛
け
て
い
く
と
共
に
、
土
壌
劣
化
対
策
を
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
日
本
が
新
た
に
立
ち
上
げ
た
「
サ
ヘ
ル
・
ア
フ

リ
カ
の
角

 砂
漠
化
対
処
を
通
じ
た
気
候
変
動
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
等
の
活
用
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。

 
B

A
氏
の
地
方
自
治
体
の
能
力
強
化
に
対
す
る
見
解
を
受
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
は
、
地
方
自
治
体
へ
の
研

修
は
現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
会
議
の
発
表
で
は
特
段
触
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
研

修
の
結
果
や
概
要
に
つ
い
て
は
最
終
報
告
書
の
添
付
資
料
に
記
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
旨
を
補
足
し
た
。

 
B

A
氏
の
総
括
を
受
け
、
議
長
の

N
D

IA
Y

E
氏
は
、
以
下
の

3
点
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

 
- 

C
O

D
E

V
A

L
で
の
成
果
の
さ
ら
な
る
強
化
と
連
帯
の
必
要
性

 
- 

活
動
の
持
続
性
確
保
と
成
果
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
資
金
確
保
強
化
に
係
る
試

行
 

- 
環
境
・
持
続
的
発
展
省
を
通
じ
て
セ
ネ
ガ
ル
政
府
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
共
有
の
た
め
の
措
置
の
検
討

 
最
後
に
改
め
て
、
日
本
の
セ
ネ
ガ
ル
に
対
す
る
協
力
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
第

10
回
合
同
調
整
委
員
会

は
閉
会
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以
上
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Images Alos Avnir 2 (2007/2010)
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Type de dégradation Niveau
de dégradation
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Dynamique de la dégradation des sols dans les régions de Fatick et Kaolack - 2010
Dégradation par érosion hydrique
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優先地域一覧 

  



 



優先地域及びパイロットサイト一覧（ファティック州） 

州 県 郡 自治体（コミュン） 村落名 人口 
FATICK FATICK NDIOB MBELACADIAO NGOULOUL PEUL 469 

    OUYAL SANDE SERERE 827 
    MBOUMA 262 
    POUKHAM TOCK 451 
    NGOULOUL SERERE 607 
  FIMELA FIMELA FIMELA 3324 
    DJILOR 723 
    MBISSEL 398 
    KOBONGOYE I 663 
    NDAGANE 2248 
   DJILASS DJILASS 2795 
    FAOYE 859 
    NGARIGNE 185 
    ROH N.D 
    SOROBOUGOU 174 
  TATTAGUINE DIOUROUP DIORAL 615 
    NDJONGOLOR 531 
    FAYIL 2214 
    DIOP NDOFFENE 741 
    DOUDAM 555 
  NIAKHAR NIAKHAR SANGHAÏ 535 
    NDOSS DIARAF 387 
    KANDIOU 160 
    NDIEMOU 314 
    BIBAM 471 
 FOUNDIOUGNE DJILOR DJILOR DJILOR 2179 
    KEUR YORO 310 
    KAMATANE MBAMBARA 225 
    GOUDEME SIDY 450 
    YERO WAGO 183 
   DIOSSONG NDIAYE NDIAYE WOLOF 1003 
    NDORONG SERRERE 689 
    NDORONG WOLOF 635 
    BAMBOURGAR MALICK NDIAYE 383 
    LERANE COLY 485 
  TOUBACOUTA KEUR SAMBA GUEYE KEUR ALASSANE DIALLO 628 
    KEUR SENY GUEYE 1372 
    KEUR GADJ 823 
    SIRMANG 983 
    SAMBA NOSSO 993 
   NIORO ALASSANE TALL TOUBA MOURIDE 1025 
    NDIAYENE MOUSSA NDIAYE 468 
    NGOUL NGOUL 375 
    NIORO ALASSANE TALL 577 
    KEUR SETE GUEYE 572 
   TOUBA COUTA TOUBACOUTA 2143 
    MEDINA SANGAKO 1335 
    SOUCOUTA 298 
    DASSILAME SERRERE 423 
    SANGAKO 229 
    TOTAL 39294 

注）人口は SRSD 2010 による。網掛け部はパイロットサイト村落。N.D はデータなしの意。なお、小集落(hamou)
の人口は含まれていない。 
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優先地域及びパイロットサイト一覧（カオラック州） 

州 県 郡 自治体（コミュン） 村落名 人口 
KAOLACK KAOLACK NDIEDIENG KEUR SOCE SEGNANEME 367 

    BATTARA NDIALA 183 
    DABANE GUELADIAO 526 
    GNILINE SANTHIE 173 
    NGUINDOR 529 
   NDIAFFATE KEUR DIARRA PEULH 318 
    KEUR WACK DIA 455 
    BILL PEULH 190 
    NDIAFFATE SERERE 608 
    KEUR SAMBA HANE 124 
  NGOTHIE DYA NGANE 110 
    SAGNE BAMBARA 252 
    NGAPE 234 
    SIKHANE 308 
    KEUR DIOGOYE 158 
   THIOMBY BILORY 268 
    BOUTHIE 353 
    KHALAMBASSE 615 
    SASSARA 501 
    KEUR BAKARY 152 
  KOUMBAL LATMINGUE NAOUDOUROU N.D 
    KEUR BATHIAM 72 
    KOYLALE ALPHA 292 
    KEUR TAIBA PEULH 69 
    TIAWANDO 624 
 NIORO DU RIP MEDINA SABAKH MEDINA SABAKH DJIGUIMAR 1147 
    PAKANE KEUR GAGNY 431 
    NDIBA NDIAYENE 2002 
    KEUR KATIM DIAMA 816 
    KEUR SETTE DIABOU 474 
   KAYEMOR KEUR SAMBA DIE 515 
    DIALACOUNA 269 
    SONKORONG 752 
    THISSE KAYEMOR 809 
    PADAFF 882 
  WACK NGOUNA WACK NGOUNA KEUR LAMINE 142 
    MEDINA THIAMENE 464 
    KEUR MAMADOU NENE 413 
    KEUR NDONGO 380 
    KEUR SAMBA KA 520 
  PAOS KOTO DABALY DABALY 1038 
    KABACOTO 1294 
    LEYENE 352 
    BAMBA 188 
    KEUR OMAR COUMBA 320 
   PRO KHANE KEUR YORO SY 151 
    KEUR SAMBA NDOUCKOU 239 
    PROKHANE TOUCOULEUR 453 
    TAWA RIP 227 
    KEUR BABA NGONE 529 
    TOTAL 22228 

注）人口は SRSD 2010 による。網掛け部はパイロットサイト村落。N.D はデータなしの意。なお、小集落(hamou)
の人口は含まれていない。 
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土壌劣化メカニズム 

（ファティック州およびカオラック州） 

  



 



Forte intensité de 
pluie

Terre en pente raide 
(Dep. Nioro du Rip)

Faible capacité d'infiltration et de 
retention d'eau

Coup de vent 
saisonier

Sols infertiles

Terrain plat
(Bassin versant de fleuve Sin-Saloum)

Séchresse à long terme

Sol acide sulfurique

Prélèvement de sable

Augmentation de bétail

Feux de brousse
pas maitrisés

Besoins accrus en 
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1. 水食対策（土木的手法） 
1.1 対象地域南部（ニョロ・デュ・リップ県）の降雨特性 

水食が主な土壌劣化要因となっ

ている地域において、降雨特性を推

定するため、ニョロ県の公営苗畑内

に、転倒マス型雨量計（米国レイン

ワイズ社製）を設置した。本機器で

は最短 5 分間毎の降雨量の測定が可

能であり、測定値はデータロガーに

収納され、最大 45 日間分を記録で

きる。  

2012 年 5 月に測定器材を設置し、

それ以後の降雨量を測定した。2012

年から 2015 年までの各月の降雨量

とその積算値を図 1-1 に示した。  

年間降雨量に関しては、2012 年に

988 mm を記録した以降毎年減少傾向にあり、2014 年には 2012 年の半分に満たない 431mm

を記録した。また、6 月および 7 月には降水量の少ない年が多く、この時期は農林業にお

いても重要な時期であることから苗木の活着率や穀物収量に影響を与えた可能性が大きい。

他方、2013 年以降は 9 月の降水量が増加する傾向を示した。  

水食への影響を検討する場合、日雨量データではなく降雨強度から判断しなければなら

ない。降雨強度は雨の降る強さを表すが、日雨量データでは平均化され、降雨時の強さは

読み取れない。そこでまず、土壌流亡予測式である USLE 式 1 (USDA, 1978)に基づき、各

降雨イベント（一連続降雨）の発生数を確認した。  

USLE 式では「一連続降雨とは、合計 13 mm 以上、その無降雨期間が６時間以内のもの、

ただし、降雨強度が 15 分間に 6.5 mm 以上ならば、一連続降雨とみなす。」と定義してい

る。15 分間に 6.5 mm とは降雨強度 26.0 mm/hr に相当する。上記定義に相当する 2012 年

から 2015 年までの降雨イベント発生回数を表 1-1 に示した。また、雨量データ別及び降

雨強度別の発生回数を下図に示した。  

 
表  1-1 各年の降雨イベント発生回数（2012～2015 年）  

 2012 年  2013 年  2014 年  2015 年  

降雨イベント発生回数  27 22 15 22 

出典：プロジェクト作成  

                                                        
1 Universal Soil Loss Equation 

図  1-1 各月降雨量と積算値  
（ニョロ・デュ・リップ県 2012～2015 年）  
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図  1-2 降雨強度別発生回数(2012～2015 年) 

 

上図から同じ降雨イベントであっても、雨量データの刻みによって、発生する降雨強度

の回数が異なることが分かる。すなわち、60 分雨量データでは短時間に強く降る雨の状況

を適切に捉える事ができず、15 分雨量データによって初めて降りの強い雨が数多く発生し

ていることを確認できる。  

次に、ある降雨イベント中の降雨強度の変化を、60 分、30 分及び 15 分の各雨量データ

を用いて図  1-3 に表した。なお、サンプルには 2013 年 8 月 6 日 17 時 30 分から 20 時 00

分までに発生した降雨イベントを用い

た。  

グラフから 60 分雨量データから得ら

れた降雨強度が最も低く、15 分雨量デー

タの場合に最も高い値を示しているこ

とが分かる。ピーク値は 18 時 00 分時の

データに表れており、この時の 15 分雨

量データにより計算された降雨強度は、

60 分雨量データの約 1.7 倍に相当する。

なお、当日の降雨イベントはこの１回の

みであり、日雨量は 27.94 mm/day である。単純に 24 時間で割り戻すことで時間雨量を計

算すると 1.16 mm/hr となり、実状と全く

25.40

38.10 

43.68

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

降
雨
強
度

(m
m

/h
r)

時刻 (2013/08/06)

60分雨量データ

30分雨量データ

15分雨量データ

図  1-3 雨量データ別の降雨強度の変化  
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異なる結果となってしまう。  

土壌や植生によって異なるが、15 分間の雨量が 6.5 mm を超えると、土壌流亡が発生す

る。日雨量データでは土壌流亡を発生させる降雨特性を把握することができないため、よ

り細かな時間のデータを用いて分析を行った結果、ニョロ地域においては、降雨イベント

毎に降雨強度の高い瞬間が存在することが確認された。このような雨の降り方が数多く発

生することが水食を発生させる要因の一つであると推察される。  

今回の降雨量測定により、日雨量データだけでは表せない降雨特性があることが判明し

た。今後はより多くの地点で単位時間当たりの雨量データを継続的に観測し、水食の影響

を受けやすい地域を特定するとともに、当該地域における水食対策を講じ、実施すること

が望ましい。  

 

1.2 枠堰 
(1) 充填材料の検討 

ガリ侵食が多くみられる地域において、その修復を目的として枠堰を設置する場合、材

料が現地で入手可能か否かが重要なポイントのひとつである。PRODEFI 2 において導入さ

れた枠堰建設技術では、石材を充填材料として用いたが、水食が多く発生する地域におい

ては、石材の入手が困難なため、枠堰が適用されないケースが見受けられた。そのため、

本プロジェクトにおいては枠堰の充填材料として石材に代わり、土のうを用いた枠堰建設

を試行した。  

日本では、土のうは洪水時の簡易な築堤や仮設目的の土留め技術、あるいは斜面保護技

術として様々な建設現場において用いられる。現場の土砂を内部に詰めることで簡単に作

成でき、かつ複雑な地形であってもフレキシブルに設置できることが特徴として挙げられ

る。本プロジェクトでは土のう袋として現地で購入可能な塩用のナイロン製の袋（100 

FCFA／袋）を使用した。  

土のう袋を用いた枠堰を設置した結果、石材と同様の堆砂効果が得られ、石材が入手困

難であっても枠堰建設が可能であることが明らかとなった。但し、石材と比べるとその耐

久性は劣ることも判明した。特に紫外線に直接さらされる第 1 層に設置された土のう袋の

劣化は著しく、概ね 2 年で袋は破裂した状態となった。しかしながら、土のう内部に充填

した土が十分に固化しており、枠堰の機能は大きく損なわれていなかったことから、土の

う袋の交換により、その機能を維持できるものと判断した。  

充填材料の異なる枠堰の特徴を表  1-2 にまとめた。  
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表  1-2 充填材料の異なる枠堰の特徴  

概要と機能  
枠堰は水食対策の土木的手法のひとつ。ガリ内の流水速度を落とすことで、土粒子の堆積

を促し、ガリを埋める。 . 

写真  

 

石材による枠堰  

 

土嚢による枠堰  
主な建材  木材と石  木材と土嚢  

特徴  

- 比較的耐久性が高い  
- 頻繁な維持管理は不要  
- 地域内で石の調達が可能な場合に適用が

可能  
- 地域内で石の調達が困難な場合、石材運搬

手段とそのための労働力を確保する必要

あり  
- 修復作業の際の石材の取り出しや再充填

作業が困難  

- 土嚢袋が破れやすく耐久性に劣る  
- 現地での材料調達が容易  
- 土嚢袋の購入(100 FCFA／袋）が必要であ

るが運搬は容易  
- 損壊した土嚢の交換のため、施設の維持管

理が毎年必要  
- 毎年の修復作業のための住民グループの

設置が必要  

 

(2) 堆砂効果 
本プロジェクトで設置した枠堰では、いずれも堆砂効果が確認された。堆砂量は枠堰設

置サイトの地形条件、地表面の植生状況および降雨特性により左右するが、一例として

Porokhane Toucouleur 村の事例を挙げると次の通り。  

Porokhane Toucouleur 村では、2013 年に幅 4.0m

×長さ 0.8m×高さ 0.8m のサイズの枠堰を設置し

た。雨期後の測量の結果、修復の対象となったガ

リの内部（流路勾配 1.5%）の枠堰設置による堆砂

量は図に示すように 0.981m3となった。  

他方、枠堰設置サイトの近くで行なわれた土壌

流亡量の測定調査の結果によれば、土壌流亡量は

0.51 ton/ha を記録した（斜面に垂直に畝立てを行

なった場合）。  

土壌の密度を 1.80 ton/m3と仮定した場合、土壌

流亡量は 0.51÷1.80＝0.283 m3/ha であり、0.981÷0.283＝3.46ha に相当する面積の圃場から

流出した土砂が堆積した計算となる。このことから、3.46ha 分の土壌流亡量を枠堰により

地区内に留めることができたと言える。しかしながら、これは栽培圃場から既に流出した

土壌がガリ内に堆積したにすぎない。表流水による栽培圃場からの土壌流出を防ぐために

は、等高線栽培や石列など、圃場内に土壌を留める技術の併用が重要となる。  

図  1-4 ガリ内の枠堰による堆砂断面  
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(3) 価格 
枠堰設置費用は、その規模によって変

わる。上述の Porokhane Toucouleur 村の例

を表 1-3 に示す。  

土のうの活用により石材運搬に伴う運

搬費用の削減および労働負担を軽減する

ことが可能である。しかしながら、土の

うの購入費用（100 FCFA/袋）を考慮する必要がある。また木材が現地で入手困難な場合は、

木材の購入費用と運搬費用を計上する必要がある。  

 

1.3 石列 
Pakane Keur Gangy 村では、簡易水準器を用いて等高線の位置出しを行ない、石列の設置

を試行した（2014 年）。設置した石列の総延長は 117m である。設置前には十分に住民協議

を行ない、設置圃場を決定した。なお、石材の運搬を住

民が行なったため、設置に係る費用は発生しなかった。 

雨期後には石列による土壌流亡の抑制効果が観察さ

れ、石列に沿って土砂が堆積するとともに、当該圃場で

は村落住民によりミレットおよびラッカセイ栽培が行

なわれるようになった。  

また、運営指導調査団の提言を受け、ベチバーの植栽

による石列固定を図った（2016 年）。ベチバーはニ

オロの苗畑および国立土壌研究所（INP）からそれ

ぞれ Chrisopogon nigritanus、C. zizanoides の 2 種のベチ

バーを導入した。植栽は安定して降雨が得られた 9 月

に行ない、間隔は 50cm とした。その結果、石列が十分

に固定され、面状侵食（シートエロージョン）の抑制効

果を高めることができた。  

石列の試行を通じて、次のような教訓が得られた。  

 圃場内に石列を設置することに対する農民の抵抗

感は強いことから、導入前には住民側の技術に対す

る十分な説明と理解が必要である。  

 石の収集及び運搬は住民が想像する以上に困難なため、周辺に十分な石がない場合は

適用を避ける。  

 石列は損壊しやすい施設であるため、施設設置と併せて植栽を行ない、石列の固定を

図ることが望ましい。  

 植栽を行なう場合には、活着率を高めるために、雨期の初めよりも十分な降雨が期待

できる 8 月下旬～9 月初旬に行なう。  

 

また、石列は面状侵食抑制に効果はあるものの、比較的重労働なのに対し短期間の内に

効果が発現しづらい点についても、住民の理解を得ることが重要である。  

表  1-3 枠堰の材料費(Porokhane Toucouleur) 

材料名  単価  総量  
総額  

(FCFA) 
土のう袋  100 FCFA/sac 115 sac 11 500 
木材（ユーカリ） 250 FCAF/m 37 m 9 250 
合計    20 750 

 

図  1-5 設置された石列  

図  1-6 石列沿いに生育したベチバー  
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1.4 束柴 
簡便な水食対策技術として Keur Mamadou Néne 村お

よび Thyssé Kaymor 村において束柴を適用した。  

束柴は通常、細い枝で編まれた柵を設置するが、ここ

ではより高い耐久性を持たせるため、支柱としてユー

カリを用いた。支柱の根入れ長は、本来 1.0m 以上とす

るのが理想的であるが、手作業であることから今回は

少なくとも 30cm を確保することとした。Keur Mamadou 

Néne 村で使用した主な材料は木材（ユーカリ）で、そ

の総延長は 55.2 m であった。雨期当初には堆砂状況が

確認されたものの、その後、降雨により倒壊した。倒壊の原因は、1) 高い降雨強度と短時

間の雨水流出により流量が急激に増加したことおよび、2) ガリ内部に立てた支柱の根入れ

長が十分でなかったために流量増加時に自立できなかったこと、が考えられる。地盤が固

く十分な根入れ長を確保できない場合は、補助柱を設置するなどの対策が必要になる。  

 

1.5 土堰と等高線草本帯 
Dabaly 村では、試験的に土堰設置とベチバー植栽の

併用を 2013 年 7 月中旬に試行した。しかしながら、そ

の後の雨量が少なく、ベチバーの活着率は約 50%に留

まった。さらには、十分にベチバーが活着していない、

つまり土壌が固定されない状態で 8 月の降雨に晒され

たため、土堰本体の損壊が散見された。なお、砂質土壌

では土堰を形成しづらく、また乾期には圃場内に家畜

が頻繁に侵入するため、年間を通じた土堰本体の維持

が極めて困難である。その結果、プロジェクト対象地域

においては土堰の適用は推奨されないことが判明した。また、土堰固定用ベチバーの活着

を確実にするためには、石列の事例を参考に、適切な植栽時期を選定する必要がある。こ

の時、十分な量のベチバーを事前に現地で栽培しておくことも重要である。  

 

1.6 土木的手法による水食対策技術の適用実績 
表  1-4 土木的手法による水食対策技術の設置後の状況  

活動サイト  施設形状、設置数  設置後の状況  
Sangako 施設：枠堰（2013 年設置）  

設置数：1 基（石材利用）  
形状：H=0.75m、B=3.0m 

施設状態は比較的良好。枠の下流側支柱の一

部がシロアリにより劣化したため、住民によ

り補修。  
Nioro Alassane Tall 施設：枠堰（2014 年設置）  

設置数：1 基（土のう利用）  
形状：H=0.80m、B=6.7m 

施設状態は比較的良好。シロアリによる支柱

の劣化と最上層の土のう袋に紫外線による劣

化が観察される。土のう内部の砂は固結して

いるが、補修が望ましい。  
Keur Samba Nosso 施設：枠堰（2014 年設置）  

設置数：2 基（土のう利用）  
形状 1：H=0.80m、B=3.0m 
形状 2：H=0.80m、B=3.0m 

同じサイズの枠堰が 2 基建設されたが、2015
年雨期前に補修。土砂堆積の効果が観察され

た。  

Dabane Guéladio 施設：土堰（2013 年設置）  固定用にベチバーを 20cm 間隔で植栽したが、

図  1-7 束柴設置作業  

図  1-8 土堰の設置作業  
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活動サイト  施設形状、設置数  設置後の状況  
総延長：60m 活着率が低く、雨期の洪水時に崩壊。  
施設：枠堰（2014 年設置）  
設置数：2 基（土のう利用と石材

利用を各 1 基）  
形状 1：H=0.50m、B=3.0m 
形状 2：H=0.50m、B=3.0m 

同じサイズの枠堰 2 基が異なる充填材料で建

設されたが、いずれも十分なガリ修復効果を

発揮した。上下流のガリはほぼ修復されてお

り、修復の必要なし。  

Keur Mamadou Néne 施設：束柴（2013 年設置）  
総延長：16m 

根入れ長が十分でなかったため、雨期の洪水

時に損壊。  
Porokhane Toucouleur 施設：枠堰（2013 年設置）  

設置数：1 基（土のう利用）  
形状：H=0.80m、B=4.0m 
施設：枠堰（2014 年設置）  
設置数：1 基（石材利用）  
形状：H=0.65m、B=3.0m 

2013 年に設置した枠堰は翌年 2014 年に修復。

特に土のう袋の劣化が激しかったため交換し

た。2014 年設置の枠堰の状態は良好。  

Dabaly 施設：土堰（2013 年設置）  
総延長：190m 

固定用にベチバーを 50cm 間隔で植栽したが、

活着率が低く、また乾期の家畜侵入により損

壊。  
施設：石列（2014 年設置）  
総延長：39m 

大きな損壊は見られず、良好。上流部に堆積

の状況が窺える。  
Pakane Keur Gagny 施設：石列（2013 年設置）  

総延長：20m 
農地所有者の都合により撤去。  

施設：石列（2014 年設置）  
総延長：117m 

大きな損壊は見られず、良好。上流部には砂

や土砂の堆積が顕著にみられる。  
Thyssé Kaymor 施設：等高線草本帯（2013 年設

置）  
総延長：301m 

ベチバーを 10cm 間隔で計 2,500 本を植栽。活

着率が低く、約 5 割が枯死。  

施設：束柴（2014 年設置）  
総延長：19.2m 

雨期後も維持。上流部の土砂の堆積が観察さ

れた。  
Keur Katim DIAMA 
（優先サイト）  

施設：枠堰（2015 年設置）  
設置数：2 基（石材利用）  
形状 1：H=0.60m、B=6.0m 
形状 2：H=0.60m、B=4.5m 

施設状況は良好。上流部の砂の堆積も進んで

いる。WFP との連携によりさらに多くの枠堰

を設置予定。  

施設：枠堰（2016 年設置）  
設置数：10 基（石材利用）  

コミュン、住民組織、現地 NGO の協力を得て

実施。洪水による損壊が 1 基。その他の施設

状況は良好。  
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2. 農学的手法 
2.1 水食防止栽培技術改善 
(1) 活動概要 
本活動は、等高線上に平行に播種した穀物栽培による土壌侵食防止および低減効果の検証を目

的とした。各年度別活動内容は以下のとおり。 
 

表 2-1 各年次別活動概況 
年 活動概況 

2013 

- なだらかな傾斜地を対象村落に紹介してもらい、現地調査を踏まえ住民との合意に基づき対象圃

場を絞った。 
- 測量を行い､下表のように対象圃場の傾斜状況を確認した。 
- 穀物（ミレット、日本名：トウジンビエ）の等高線平行栽培（等高線と平行に畝を立てた栽培）と等高

線垂直栽培（等高線と垂直に畝を立てた栽培）の比較から、等高線平行栽培による土壌流亡抑制

効果と栽培状況改善の検証を行った。 
2014 - 2013 年度と同様な活動を継続した。 

2015 - 2013 年度と同様な活動を継続した。なお、Dabane Guéladio ではミレット栽培から落花生栽培に切り

替えて水食防止栽培試験を行うこととした。 
調査内容： 
- 活動は以下の 6 サイトで実施した。2105 年には活動サイトを 2 ヶ所に絞り実施した。土壌流亡量の調査は 4 ヶ所で実

施し、2015 年には 1 ヶ所とした。 
サイト 調査面積／傾斜差 2013 年 2014 年 2015 年 

Dabane Guéladio 2,500 m2／1.80m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量（中止） 
Keur Mamadou Nène 1,250 m2／1.30m 栽培 （中止） - 
Porokhane Toucouleur 1,250 m2／2.00m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 - 
Dabaly 1,764 m2／1.30m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 - 
Pakane Keur Gagny 1,800 m2／1.80m 栽培 栽培 - 
Thyssé Kaymor  900 m2／1.80m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 栽培 

- 調査内容はミレットの生育、土壌流亡、穀物および葉茎の収量とした。 
- Keur Mamadou Nène 村では、作業量が多くなること、また圃場が川の対岸にあるため雨期の栽培管理が困難ということ

で作業を中止したいと提案があったため、2014 年以降の作

業を中止した。 
- 右図のような装置を考案し、栽培期間を通して不織布に貯

まる表層からの流亡土壌を計量した。 
- 雨期開始直後にトラクターで耕耘し、2 回目の降雨を待ち播

種した（品種は基本的に Souna3、播種量は 4kg/ha）。施肥

量はセネガルの栽培基準に準じた。栽培法は慣行法とし

て、地域の一般的耕種法（播種／除草）により参加住民の

自主活動に委ねた。全般的な栽培管理、生育調査は県農

業局（SDDR）の普及員に依頼した。 
- 収量調査は、各処理区でランダムにプロット（5 m×5 m）を設

けて実施し、①株数、②穂重量、③地上部茎葉（作物残渣）

を測定した。 

   
耕起（Porokhane Toucouleur 

2013） 
生育期（Dabane Guéladio 2014） 収穫（Dabaly 2013） 

 

 

5m

2m

不織布シート

傾斜
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(2) 調査結果 
各サイトの収量調査結果は以下のとおり。6 サイト中、2013 年と 2014 年にそれぞれ 5 ヶ所で結

果を得た。 

  
図 2-1 収量調査結果（左：2013 年、右 2014 年） 

 
2013 年において Dabaly 以外の 4 サイトで、ミレット穂重、茎重とも等高線平行栽培の方が良

かった。2014 年の結果では、Pakan Keur Gagny と Thyssé Kaymor で平行線栽培の方が収量が良かっ

たが、その他のサイトでは優位な差は認められなかった。茎重については、Dabaly 以外の等高線

平行栽培で良い収量の結果となった。なお、2015 年は Thyssé Kaymor のみのデータを入手したが、

等高線垂直栽培の方が良い収量となった。 
採取できたのべ 11 ヶ所のデータのうち、6 ヶ所で等高線平行栽培の方が良い結果となり、3 ヶ

所で有意差が認められなかった。また 2 ヶ所で等高線垂直栽培の結果がよかった。これらの結果

を総合的に考えると、全体の傾向として等高線平行栽培の方が穂重、茎重の収量が良い結果と判

断される。 
表層流亡土壌量のデータは、2013 年には 5 ヶ所、2014 年には 4 ヶ所からデータを回収した。表

層流亡土壌量の結果、および代表的なサイトで表層流亡土壌量、および流亡パターンを以下の図

表に示した。 
表 2-2 各サイトでの表層流亡土壌量（単位：トン/シーズン） 

サイト 
2013 年 2014 年 

等高線平行栽培 等高線垂直栽培 差異 等高線平行栽培 等高線垂直栽培 差異 
Dabane Guéladio 1.56 3.88 2.32  3.25  5.87 2.62 
Keur Mamadou Nène 2.83 5.12 2.29  -  - - 
Porokhane Toucouleur 0.83 0.51 -0.32  1.34  7.03 5.69 
Dabaly 2.15 1.45 -0.70 14.10※1  5.75※1 -8.35 
Thyssé Kaymor 1.68 6.65 4.97 15.37  7.19 -8.18 

 ※1家畜の進入被害有り 
 

  
2013年 Dabane Guéladio 2013年 Thyssé Kaymor 

図 2-2 表層流亡土壌量調査結果（2013 年） 
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2014年 Dabane Guéladio 2014年 Porokhane Toucoukeur 

図 2-3 表層流亡土壌量調査結果（2014 年） 
 
2013 年では 3 ヶ所（Dabane Guéladio、Keur Mamadou Nène、Thyssé Kaymor）で等高線平行栽培

の表層流亡土壌が少なかった一方､2 ヶ所（Porokhane Toucouleur、Dabaly）での差は少なく明瞭な

違いは認められなかった。2014 年では 2 ヶ所（Dabane Guéladio、Porokhane Toucouleur）で等高線

平行栽培の表層流亡土壌が少なく､2 ヶ所（Dabaly、Thyssé Kaymor）では等高線垂直栽培で表層流

亡土壌量が少ないという結果になったが、Dabaly では家畜の侵入があり、Thyssé Kaymor では外

部からの土砂の流入が疑われるなど、この結果については判断しかねる。 
基本的には、傾斜地における土壌流出は降雨による水流とともに起こる。栽培の畝ラインが等

高線平行栽培ではこの水流を遮断するようになるため、表層流亡土壌を抑える効果が発揮できる。

今回の調査では 9 ヶ所のうち 5 ヶ所について等高線平行栽培での表層流亡土壌量が少なかった結

果となった。このことから、等高線平行栽培による栽培法が表層流亡土壌の軽減に貢献するもの

と判断できる。なお、2015 年は Dabane Guéladio で落花生の栽培で調査を開始したが、落花生の生

育が非常に悪く、農民が収穫できないと判断し家畜に落花生を食べさせてしまった。このため、

栽培停止となり表層流亡土壌のデータが取れなかった。 
一般的に表層土壌は最も肥沃度に富む土層である。プロジェクト対象地域の土壌は下表のよう

に砂質土であり、養分も少なく養分吸着能力も低いため特に表層土保持は栽培上非常に重要であ

る。 
表層土壌の流出は作物生産性の劣化につながるだけでなく、ガリの発生を促す負の要因となる。

ガリは圃場の維持自体に影響を与えるため、ガリ発生の抑制にも貢献する等高線平行栽培は、土

壌の流出を抑制し、収量増産効果があると考えられる。 
なお、各年の土壌について表層（0～15 cm）の土壌特性も調べたが､有意差のある違いは認めら

れなかった。 
表 2-3 対象地の土壌特性 

Location 
pH 

(1/2.5) 
EC 

(1/10) 
有機物 吸 着

塩基 
CE
C 

塩基 
飽和度 

粒径 
土性 全炭素 全窒素 C/N  

ratio 
粘土 シルト 砂 

(µS /cm) (%) (%) (meq/100g) (%) 
Dabane Guéladio 7.6 68.90 0.75 0.10 7.5 3.68 4.5 82 3.8 4.2 91.9 S 
Keur Mamadou Niene 6.0 6.36 0.29 0.02 13.3 0.73 1.3 56 2.8 3.0 94.0 S 
Porokhane Toucoilur 5.8 10.06 0.29 0.03 10.8 0.79 1.5 53 2.5 3.3 94.2 S 
Dabaly 6.3 23.32 0.33 0.05 6.9 2.13 2.2 97 4.3 3.2 92.5 S 
Pakane Keur Gagny 5.7 31.80 0.42 0.04 11.3 1.25 1 125 5.0 4.8 89.4 S 
Thyssé Kaymor 5.8 19.08 0.56 0.04 13.9 1.15 1.7 68 4.8 4.5 91.1 S 

 
(3) 導入に関する評価 
調査結果から、等高線平行栽培は､①表層土壌の流出の軽減効果があり、②収量向上に貢献する

ことが確認された。等高線平行栽培は簡便な技術であることから導入の可能性は大きいと判断さ

れる。さらに現地での確認調査により以下のような効果もあると考えられる。 

▶ 表層土壌の流出防止はガリの発達抑制に貢献する。 

▶ 圃場面積の減少抑制や道路浸食防止による交通路の確保にも貢献する。 
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▶ ミレット栽培だけでなく、雨期栽培の落花生、ソルガムの栽培にも同様な効果があると考

えられる。 

このような結果から、等高線平行栽培は、土壌劣化抑制対策技術として大きな貢献が期待され

る手法であり、導入が推奨される技術である。 
 

(4) 普及に関する考察 
本技術は傾斜地の圃場において等高線に沿って畝を形成する、つまり播種していくという栽培

手法で、住民からの聞き取りによって一般的に用いられている手法であることが確認されている。

ただし、住民は耕作の容易さからこの手法を選択している場合が多いと考えられる。流亡土壌の

軽減効果や収量の向上に効果があることが数値化できるため、こうしたデータを示しながら普及

していくことで、住民へも説得力ある理解を得ることができると判断された。 
今後の課題として以下に示す。 

▶ 近年は、家畜牽引による簡易播種機の導入により播種が行われている。この播種機では、

縦方向の畝立てが行われているケースがあり、これに対する対応として播種機利用法の検

討も必要である。 

▶ 既に土壌浸食によるガリが入っている圃場での対策を工学的手法と連携して検討する必要

がある。 

▶ カウンターパート機関と農業関連組織との連携による広報活動の実施を推進していく必要

がある。 

▶ マニュアルを使うなどして農業関連機関への技術移転を進めていくことが望ましい。 

▶ 農民への効果的広報活動のためマニュアルの配布や説明会を、特に村長や活動の中心的人

材を取り込みながら進めていく必要がある。 

 
2.2 インタークロップ（混植） 
(1) 活動概要 
土壌の水食・風食低減を目的として、複数作物の混埴栽培（穀物と被覆性マメ科植物）による

土壌表面の被覆を行い、雨水による土壌打撃の低減、表層土壌の侵食の防止と肥沃度向上を図り、

作物収量の増加を検証した。各年度別活動内容は以下のとおり。 
 

表 2-4 各年度別活動概況 
年度 活動概況 

2013 年 

- なだらかな傾斜地を対象村落に紹介してもらい、現地調査の結果を踏まえ住民との合意に基づき対象圃場

を絞った。 
- 対象圃場は測量を行い、下表のように圃場の傾斜状況を確認した。 
- 等高線平行栽培と垂直栽培において、穀物（ミレット、日本名：トウジンビエ）と被覆性マメ科植物（ニエベ、日

本名：ササゲ）の混植栽培を行い、土壌流亡抑制効果と栽培状況改善の検証を行った。 

2014 年 
- 栽培は等高線平行栽培のみとし、混植とミレット単作の比較調査を行った。 
- Keur Samba Nosso では、ニエベ残渣を鋤込んだ。 

2015 年 
- 2014 年度と同様な活動で混植の効果を検証した。 
- Keur Samba Nosso では、ニエベ残渣を鋤込んだ。 

調査： 
- 活動は以下の 4 サイトで実施した。2105 年には活動サイトを 2 ヶ所に絞り実施した。土壌流亡量の調査は 3 ヶ所で実施

し、2014 年には 2 ヶ所とした。 
サイト 圃場面積／傾斜差 2013 2014 2015 

Sangako 1,600 m2／2.20m 栽培 栽培 - 
Nioro Alassane TALL 2,500 m2／1.60m 栽培＋流亡量 試験中止 - 
Keur Samba Nosso 2,500 m2／1.20m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 栽培 
Keur Mamadou Nène 1,250 m2／1.30m 栽培＋流亡量 栽培＋流亡量 栽培中止 

- 土壌流亡、栽培法、収量調査は水食防止型栽培技術改善と同様な手法で行った。 
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- 2013 年 Nioro Alassane TALL では、普及員が播種を間違えてしまい、比較試験ができなくなったため試験を中止した。 

   
ニエベ発芽（Keur Samba Nosso 2014） 生育期（Keur Samba Nosso 2013） 収穫（Keur Samba Nosso 2013） 

 

 
(2) 結果 

2013 年は、混植栽培による等高線平行栽培と垂直栽培の比較を行った（エラー! 参照元が見つ

かりません。参照）。各サイトとも等高線平行栽培の方が、ミレットの穂重と茎重、またニエベの

収量ともに良い結果となった。ただ全体的に収量は低かったため、特に Sangako（収穫遅れ）と

Niro Alassane Tall（家畜食害）の収量は 0.5 トン/ha 程度と非常に低く、有意性はあまりないと考え

られる。また、Keur Mamadou Nène ではほとんどニエベの収穫がなかったが、ミレットについて

は等高線平行栽培の方が、明らかに収量が良かった。 
2014 年の収量に関する結果をエラー! 参照元が見つかりません。に示した。図のように、混植

区ではミレット単植区と同等のミレット収量を確保しつつ､ニエベの収穫を確保することができ

ている。ミレット単植と混植の比較において、混植区でのミレットの収量・茎重とも同等もしく

はそれ以上の収量を得た。 
 

 
図 2-4 2013 年混植栽培試験結果 

 
図 2-5 2014 年混植試験結果 

 
さらに 2014 年と 2015 年の Keur Samba Nosso の試験結果を下表に示したが、両年とも混植区が

ミレットの穂重・茎重とも収量ともに良く、混植による収量増加の効果が得られた。 
2014 年からの栽培試験では、ニエベの播種を考慮しミレットの栽培間隔を 120 cm とし、通常

の 70～90 cm より広く取った。また、表のように Keur Samba Nosso では通常の栽培と比較するた

めに農民区でも収量調査を行ったが、試験区では、株数は半分程度である反面、穂重の収量は約

2 倍であった。このことは 120 cm の株間をとっても、十分な管理と施肥投入で通常栽培よりも多

くの収穫を得ることができ、混作によるニエベ収穫を同時に得ることができることが確認された。

株数の減少は、播種量も少なくて済むことから種子量の節約にもつながる。なお、2015 年の Keur 
Mamadou Nène では作物が生育せず、収量データを得ることができなかった。 

 

表 2-5 Keur Samba Nosso における試験区と農民区の収量（2014 年） 

年 試験区 
ミレット栽培区 ミレット／ニエベ混植区 

株数 穂重 茎重 ミレット株数 ミレット穂重 ミレット茎重 ニエベ 
（株/ ha） (トン/ha) (トン/ha) （株/ ha） (トン/ha) (トン/ha) (トン/ha) 

2014 試験区 6,153 1.04 3.45 5,125 1.12 5.41 5.32 
農民区 17,067 0.65 2.87 - - - - 

2015 試験区 9,200 1.43 4.75 7,333 2.22 6.33 3.32 
農民区 16,200 1.08 3.14 - - - - 
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表層流亡土壌の調査結果では、2013 年で

Keur Mamadou Nène で等高線平行栽培の流出

量が明瞭に少なかった（右図参照）。一方、Niro 
Alassane Tall や Keur Samba Nosso ではほとん

ど違いは認められなかった。2014 年は、Keur 
Mamadou Nène ではほとんど差はなく、Keur 
Samba Nosso ではミレット単作の方の土壌流

亡が少なく、期待する結果は得られなかっ

た。2015 年は Keur Mamadou Nène に設置し

た表層流亡土壌の結果は得られなかった。 
土壌調査も同時に行った。以下は 3 年間継

続して収量データが収集できた Keur Samba 
Nosso の土壌分析結果（表層 0～15 cm）であ

る。土壌全窒素が上昇する傾向に、また C/N 比が栽培と共に減少する傾向にあったが、明確では

なかった。それ以外の結果については明確なことは言えなかった。 
 

表 2-6 Keur Samba Nosso の混植地での土壌分析結果（表層 0-15cm） 

処理 pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
meq/100g 

土壌粒径 
全窒素 (%) 有機物 (%) 全窒素 (%) C/N 比 粘土 (%) シルト (%) 砂 (%) 土性 

 5.8 8 0.29 0.49 0.04 8.16 13 8.0 29.9 62.1 SL 
混植区 6.5 12 0.31 0.54 0.04 8.27 13 8.8 27.0 64.2 SL 

2014 6.1 16 0.31 0.54 0.04 8.27 19 9.5 27.0 63.5 SL 
 6.0 13 0.29 0.49 0.04 8.16 13 7.5 26.5 66.0 SL 
 5.8 17 0.29 0.50 0.03 9.8 21 8.2 49.2 42.6 L 

混植./平行区 5.9 5 0.31 0.54 0.03 10.4 20 6.0 17.9 76.1 SL 
2013 5.9 9 0.39 0.67 0.04 9.8 20 5.2 21.2 73.6 SL 

 5.8 8 0.29 0.50 0.03 9.8 21 7.5 38.0 54.5 SL 
調査前① 5.6 60 0.40 0.68 0.04 10.7 6.56 1.8 3.1 93.3 S 

 6.1 10 0.31 0.54 0.04 8.27 18 9.5 27.5 63.0 SL 
ミレット区 6.4 11 0.31 0.54 0.04 8.27 18 10.5 55.0 34.5 L 

2014 6.2 10 0.29 0.49 0.04 8.16 12 6.8 27.0 66.3 SL 
 6.8 10 0.31 0.54 0.04 8.27 13 5.3 41.9 52.9 SL 
 6.1 5 0.20 0.34 0.02 9.8 18 6.0 22.0 72.0 SL 

混植./垂直区 6.1 4 0.29 0.50 0.03 9.8 18 5.8 21.6 72.7 SL 
2013 6.1 9 0.22 0.37 0.02 10.8 18 6.5 18.6 74.9 SL 

 5.9 5 0.35 0.61 0.03 11.7 20 5.8 19.1 75.1 SL 
調査前② 5.8 40 0.36 0.63 0.03 13.0 4.55 2.8 2.1 93.2 S 

注： 混植区 2014、混植./平行区 2013、調査前①は同一圃場内、またミレット区 2014、混植./垂直区 2013、調査前②も同一圃場内での

調査結果である。サンプルは 3-4 ヶ所の土壌をバケツの中で混合して１サンプルとし、2013 年と 2014 年は 4 サンプルを採取した。 
 
(3) 導入に関する評価 
混植の栽培結果として、収量調査からは混植栽培でもミレット単植区以上のミレット収量を確

保しつつ、ニエベの生産をあげることができ、作物生産の観点からは混植による生産増大効果は

得られたと判断できた。また、適正な栽培管理をすることにより、作物生産を増加することがで

きることも、農民区との比較において確認された。 
表層流亡土壌の調査結果からは明確な土壌流出抑制効果は認められなかったが、水食防止型栽

培技術改善による結果と併せて考えると、等高線平行栽培との併用によるミレットとニエベの混

植で、表層土壌流出防止と作物増収栽培に貢献できると十分判断された。 
今後の課題として以下のような検討が必要と考えられる。 

▶ マメ科作物として今回はニエベを導入したが、他のマメ科との混植の効果／実用性を継続

して検討することは重要である。 

▶ 匍匐性の高いニエベとミレットの混植は、絡みつく問題が発生した。ニエベの絡みつきは

収穫に手間取ることがあるので、ニエベ導入品種の選択に関する検討が必要である。 

▶ 通常、ニエベの残渣の鋤混みは､土壌有機物、窒素の土壌還元に効果があるとされ、今回の

 
図 2-6 2013 年表層流亡土壌量調査結果 

（Keur Mamadou Nene） 
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調査でも明確ではないがその傾向は見られた。今後さらなる継続調査による効果の確認作

業は望まれる。 

▶ ニエベはマメを食用に､茎葉を家畜飼料として利用する場合が多い。上項の関係から、鋤込

み／飼料の割合に関する検討も必要と考えられる。 

▶ マメ科植物とミレットの作期は考慮すべきである。ニエベは初期生育が早かったため、ミ

レットの庇陰による生育障害はあまり認められない（2013 年 Keur Mamadou Nène）と判断

したが、ミレットとニエベの播種時期の検討が必要である。 

(4) 普及に関する課題 
窒素固定をするマメ科と他の穀物との混植は、土壌の肥沃度を高める上でも有効な栽培手法で

あり、調査でも収量調査の結果からそのことが確認されたと判断できる。今回の調査手法や結果

の情報を関係者と共有しながら普及していく必要があり、混植の普及は重要と考えられる。 
今後の課題として以下に示す。 

▶ 農業関連機関との混植栽培結果・調査手法の情報共有と、今後の農民への紹介・技術移転

法について検討する必要がある。 

▶ カウンターパート機関と農業関連組織との連携による広報活動の実施を推進していく必要

がある。 

▶ マメ科植物の残渣利用や耕種法については、前項で指摘したように今後も検討していく課

題が残っている。混植栽培法の改善をセネガル農業研究機関で調査・研究してもらうため

の協力として、調査に関する情報提供と同時に研究テーマ具体化に関する意見交換や予算

確保を行い、研究手順を煮詰める必要がある。 

 
2.3 改良休閑帯設置 
(1) 試験概要 
本活動は、伊ヶ崎氏らがニジェールで実施した圃場試験 1の成果を応用して、圃場内休閑帯の設

置により、風食による土壌劣化を軽減する手法として試験的に導入し、環境の異なるセネガルで

の適応可能性を検証した。以下に目的と活動内容を紹介する。 
 

表 2-7 改良休閑帯設置の目的と活動内容 

目的 

列状休閑地と栽培地を組み合わせた圃場に栽培体系を組み入れ、風食による表層肥沃土飛散を低減し、

圃場全体の肥沃度保持、風食低減を図る。本システムの特徴は以下の通りである。 
1) 一般圃場で適応可能で、かつ資材や資金、労力に恵まれない地域住民でも容易に実践できる土

地管理法である。 
2) 表層土壌の飛散抑制と作物収量向上の両方を可能とした簡易な栽培手法である。 
本活動は、伊ヶ崎らが開発した手法を、セネガルでの適応可能性を検証するために実施した。 

活動 

- 1 ha 以上の面積をもつ圃場に優越風に直角に 5 m 幅の休閑帯を 45 m 間隔で設置する。圃場では慣行

法によるミレット栽培を行い。休閑帯は自然状態で放置し、植生の繁茂に任せた。 
- 2 年目は風上側に新たな休閑帯を設置し、前年の休閑帯は通常通りのミレット栽培を行った。 

                                                  
1 本活動は、伊ヶ崎氏らがニジェールの試験より開発した「耕地内休閑システム」調査手法を応用したものである。

（開発者名：伊ヶ崎 健大・田中 樹・真常 仁志・飛田 哲、機関名：首都大学東京・総合地球環境学研究所砂漠化

プロジェクト・京都大学・JIRCAS） 

通常圃場（栽培地） 改良休閑帯 

導入 1年目   導入 2年目   導入 3年目 
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- 3 年目には再度風上側に休閑帯を設置し、前年同様ミレット栽培を行った。 
- 栽培は慣行法とし、種子はプロジェクトより提供する。調査はミレット／自然植生の生育、収量、休閑地の進

入植物、飛砂量、跡地土壌の化学／物理性を調べた。 
以上の内容でカウンターパート機関に説明し､試験導入の合意を得た。実施に当たっては以下の

手順で進めた。 
 

表 2-8 改良休閑帯設置活動の進捗概要 
実施年 活動 

2013 

- 設置予定地（Kandiou、Lérane Coly、Bouthie）から、対象村落から提示された圃場を考慮し、Lérane Coly、
Bouthie の 2 ヶ所に絞って活動を開始した。 

- 風速、地表飛砂を測定開始した。しかし、風速計不調により観測を打ち切る。 
- 飛砂計調達の遅れから、設置も遅れデータ入手は途中からとなった。 
- 両サイトでミレットおよび自然植生の生育、収量、休閑地の進入植物の調査を、Lérane Coly のみで飛砂

量、栽培跡地土壌の分析を行った。これらの調査は次年度以降も同じ内容で実施した。 
- 収量調査は処理区ごとに 5m x 5m を 3 ヶ所で全穂の重量、茎重量、株数を、自然植生は 1m x 1m で同じ

く各処理区 3 ヶ所で地表の全植生の重量とした。 

2014 

- 新たに前年の休閑地内のミレット調査を加えた。前年同様、収量調査および自然植生調査を行った。自

然植生についてはできるだけ植物同定を試みた。 
- 家畜進入被害を避けるため、両圃場周囲にフェンスを設置した。これは将来の植生フェンス設置を見越し

て、仮設として設置した。 

2015 
- 2013 年、2014 年の休閑帯跡地、通常栽培地別に収量調査を行った。 
- 前年と同様の手法で調査を継続した。 

 
試験にあたっては一定の圃場面積の確保が必要であり、また無施肥栽培としたため生産量の減

少も考えられる。土地所有者の受け入れ条件や実施計画の一部変更などはできるだけ受け入れる

こととした。試験継続に必要な以下のような処理、土地所有者側からの設計変更を受け入れなが

ら活動を実施した。 

▶ 両サイトにおいて、初期設定ではオープン圃場で試験を開始したが、家畜の進入・食害が

発生したため、有刺鉄線でフェンスを設置した。 

▶ Lérane Coly の圃場内に住民が 2014 年より居住を始めた。協議するも居住撤去は困難と考

え、居住地を外して調査を継続した。 

▶ Bouthie では、地主の都合によりフェンスが移設され面積がやや縮小した。そのまま調査を

継続した。 

▶ Bouthie では初年度に収量調査に入る前に､土地所有者が既に収穫していたため、倉庫に保

管してあった収穫物の量から収量を推計した。 

▶ 両サイトで休閑帯設置場所の次年時のミレット栽培に当たって、自然のままでの播種は困

難であることが農民から通達されたため、休閑帯内の自然植生を除去・清掃した。 

以上を示した圃場の状況を以下に示した。 
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Bouthie 改良休閑帯調査サイト, 2015 Lérane Coly 改良休閑帯調査サイト, 2014 

   
ミレット播種直後 

（Lérane Coly, 2013） 
栽培後期に休閑他 
（Bouthie, 2013） 

乾期の休閑帯 
（Lérane Coly, 2014） 

図 2-7 活動圃場の状況 
 
(2) 試験結果 
1) 収量結果 

3 年間の収量変化を圃場全体の平均値で見た（下表参照）。Bouthie の収量は 1.32 トン/ha から

1.05 トン/ha、Lérane Coly は 0.57 トン/ha から 0.61 トン/ha と低い収量であった。Bouthie の収量

は漸減の傾向に有り、Larane Coly ははっきりしなかったが全体として非常に低い収量であった。

2015年のLérane Colyでミレット無施用栽培の平均的な圃場として紹介された場所での穂重は1.33 
トン/ha、茎重で 5.28 トン/ha であったことからも試験圃場は低い収量であった。 

 
表 2-9 改良休閑帯サイト別の平均収量 

サイト 
穂重（トン/ha） 茎重（トン/ha） 

2013 年 2014 年 2015 年 2013 年 2014 年 2015 年 
Bouthie 1.32 1.19 1.05 4.13 3.36 3.56 
Lérane Coly 0.57 0.37 0.61 2.25 3.79 2.24 

 
改良休閑帯設置による収量面での変化の検証を行った。3 ヶ年にわたり、休閑帯跡地および休閑

帯設置場所の間にある通常栽培地で収量調査を実施した。以下にその結果を示した。 
 

表 2-10 改良休閑帯サイトのミレット収量調査結果 

年 圃場状態 
Bouthie Lérane Coly 

株数  穂重 茎重 株数  穂重 茎重 
(株/ha) (トン/ha) (トン/ha) (株/ha) (トン/ha) (トン/ha) 

2013 休閑帯間の圃場 8,000 1.32 4.13 16,533 0.57 2.25 
 最西部圃場 - - - - - - 
 2013 年休閑帯内圃場（西側） 16,400 1.85 4.75 - - - 
 休閑帯間の圃場(西側） 20,533 0.94 2.92 25,733 0.39 3.85 

2014 2013 年休閑帯内圃場（中側） 15,333 1.11 4.12 36,933 0.41 4.22 

130m 

115m 

132m 

135m 

居住者の侵入により 2014年より中止 

2013年休閑帯跡地 

2014年休閑帯 

2014年に縮小された圃場 

図面は Google earth より 

休閑地 幅 5m 休閑地 

ミレット 
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年 圃場状態 
Bouthie Lérane Coly 

株数  穂重 茎重 株数  穂重 茎重 
(株/ha) (トン/ha) (トン/ha) (株/ha) (トン/ha) (トン/ha) 

 休閑帯間の圃場(東側） 19,867 0.95 2.23 29,200 0.38 3.57 
 2013 年休閑帯内圃場（東側） 19,733 1.10 2.80 28,933 0.28 3.51 
 最東側の圃場 - - - - - - 
 最西部圃場 17,467 1.37 4.21 - - - 
 2013 年休閑帯内圃場（西側） 21,733 1.47 4.37 - - - 
 2014 年休閑帯内圃場（西側） 15,600 1.20 3.43 - - - 
 休閑帯間の圃場(西側） 22,800 1.01 3.17 26,800 1.05 3.65 

2015 2013 年休閑帯内圃場（中側） 14,400 1.02 3.62 20,933 0.84 2.86 
 2014 年休閑帯内圃場（中側） 13,867 1.24 3.99 11,200 0.38 1.47 
 休閑帯間の圃場(東側） 16,933 0.89 3.57 28,400 0.64 2.79 
 2013 年休閑帯内圃場（東側） 9,067 0.69 2.78 25,200 0.71 2.12 
 2014 年休閑帯内圃場（東側） 12,800 0.59 2.91 17,067 0.39 1.89 
 最東側の圃場 - - - 10,133 0.25 0.90 

 
Bouthie において、2013 年には前年の休閑帯跡地の収量が通常圃場の収量より良かったが、2014

年には処理区ごとに違いは認められなかった。傾向として風下側の圃場の方が、収量が良かった。

一方、Lérane Coly において、2014 年は休閑帯跡地、通常圃場と収量に大きな差はなかった、また

2015 年には前年（2014 年）の休閑帯跡地の収量が悪く、2013 年休閑帯跡地の収量が良い結果と

なった。風上、風下による収量の違いは認められなかった。このことから、休閑帯導入による収

量への効果は今回の調査では確認できなかった。 
2015 年の休閑帯に進入した自然植生量を調査するため、自然植生が最も繁茂する収穫前の時期

に進入植物の名前、および全体の収量を調査し、下表に示した。 
Bouthie では Indigofera hirsuta や Sesbania pachycarpa が、Lérane Coly で Andropogon pinguipes、

Andropogon pseudopricus、Melochia corchorifolia などが優勢な植生であった。2014 年も同様に植生

調査したが、Lérane Coly では、Eragrostis tremula というイネ科の草が最も主要な植生で、以下

Andropogon pinguipes、Borreria strachydea など、比較的容易に引き抜ける草本が多かった。一方、

Bouthie では 2015 年同様の Indigofera hirsuta、Pennisetum violaceum などが優勢であった。 
全体的に Bouthie の植生は根がはびこりやすい植生が多く、一方 Lérane Coly では比較的容易に

引き抜ける植生が多かった。進入した自然植生量については表 2-12 にまとめたが、風乾量で

Lérane Coly で 6～10 トン/ha、Bouthie で 2～5 トン/ha 程度であった。Lérane Coly の方が Bouthie に

比較し収量が少なかった。特に 2013 年、2014 年における Lérane Coly の植生量は非常に少なかっ

た。両サイトについて次年のミレット栽培時に休閑帯にミレットを播種する場合、自然植生が播

種機の操作も妨げになったため除草などの処置を行った後に播種した。 
 

表 2-11 休閑帯への進入植生（2015 年） 
Bouthie Lérane Coly 
Indigofera hirsuta ◎ Andropogon pinguipes ◎ 
Sesbania pachycarpa 〇 Andropogon pseudopricus ◎ 
Borreria strachydea Δ Melochia corchorifolia 〇 
Pennisetum violaceum Δ Hibiscus asper Δ 
  Sesbania pachycarpa Δ 
 ◎〇Δは優先度を示す。 学名はチーム内判断 

表 2-12 休閑帯内の自然植生量（トン/ha） 

年 
Bouthie Lérane Coly 

新鮮 風乾 新鮮 風乾 
2013 21.46 9.56 7.25 2.25 
2014 15.40 6.22 6.47  2.61  
2015 35.64 6.40 43.61 5.52 

 

 
2) 土壌結果 
土壌分析結果を以下に示す。調査開始前の 2013 年と最終年 2015 年の土壌分析結果の比較で、

土壌有機物量に関係する全炭素量、土性の有意な違いは認められなかった。また、それ以外の結

果（EC、全窒素）についても大きな差は認められなかった。一方、2014 年の Lérane Coly 表層（0
～5 cm）の結果を見ると、休閑帯跡地土壌の全炭素量、全窒素は通常栽培地と比較してやや多い

ことが認められた。しかし、これらの結果からは休閑帯設置による土壌特性の大きな変化は確認

されないと判断した。 
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表 2-13 改良休閑帯試験サイトの土壌分析（2013 年） 

場所 pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
(meq/100g) 

土壌粒径 
全窒素 

(%) 
有機物 

(%) 
全窒素 

(%) C/N 比 粘土 
(%) 

シルト 
(%) 

砂 
(%) 土性 

Bouthie (2013 June), Soil depth: 0 - 15 cm 
Bouthie 6.6 19 0.37 0.64 0.04 8.8 16 10.5 19.2 70.3 SL 

Lérane Coly (2013 June), Soil depth: 0 - 15 cm 
Lérane Coly 6.5 15 0.38 0.65 0.04 9.8 22.5 3.8 26.5 69.8 SL 

 
表 2-14 改良休閑帯試験サイトの土壌分析（2014 年） 

場所 サンプル pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
(meq/100g) 

Tex 土壌粒径 
全窒素 

(%) 
有機物 

(%) 
全窒素 

(%) C/N 比 粘土 
(%) 

シルト 
(%) 

砂 
(%)  土性 

Bouthie (2014 June), Soil depth: 0 - 5 cm 

休閑帯 
風上 

Line 1 6.25 195 1.96 3.38 0.52 3.91 2.62 2.01 1.13 96.30 S 
Line 2 5.70 285 2.18 3.77 0.13 17.12 1.35 2.76 1.23 96.25 S 
Line 3   4.57 7.87 0.34 13.41 2.13     

Average 5.98 240 2.90 5.01 0.33 11.48 2.03 2.39 1.18 96.28  

2013 年 
休閑帯 

Line 1 6.40 515 3.52 6.08 0.41 8.57 4.04 1.50 1.57 95.73 S 
Line 2 6.05 410 3.72 6.42 0.30 13.21 4.59 2.37 1.21 95.78 S 
Line 3   4.22 7.27 0.27 18.35 2.20     

Average 6.23 463 3.82 6.59 0.33 13.38 3.61 1.94 1.39 95.75  

休閑帯 
風下 

Line 1 6.50 405 1.79 3.08 0.31 5.68 2.59 1.43 1.29 99.65 S 
Line 2 6.35 500 1.91 3.29 0.22 8.61 1.67 1.75 1.15 97.28 S 
Line 3   2.33 4.02 0.16 15.38 1.67     

Average 6.43 453 2.01 3.47 0.23 9.89 1.98 1.59 1.22 98.46  
Lérane Coly (2014 June), Soil depth: 0 - 5 cm 

休閑帯 
風上 

Line 1 6.20 730 7.75 13.35 0.39 20.90 4.76 2.05 2.53 93.88 S 
Line 2 6.05 295 8.69 14.98 0.39 22.79 6.25 2.25 2.89 93.45 S 
Line 3   5.09 8.77 0.42 12.39 0.39     

Average 6.13 513 7.17 12.37 0.40 18.69 3.80 2.15 2.71 93.66  

2013 年 
休閑帯 

Line 1 6.10 720 7.97 13.74 0.40 20.41 3.97 1.95 2.71 93.73 S 
Line 2 6.10 265 9.33 16.09 0.38 24.74 6.45 1.72 2.89 91.50 S 
Line 3   5.61 9.67 0.38 15.01 1.08     

Average 6.10 493 7.64 13.17 0.38 20.05 3.83 1.84 2.80 92.61  

休閑帯 
風下 

Line 1 6.05 470 6.16 10.62 0.46 13.36 3.97 1.46 2.18 94.18 S 
Line 2 6.05 110 8.76 15.10 0.46 19.47 1.31 1.36 3.80 90.60 S 
Line 3   5.36 9.24 0.52 10.20 1.18     

Average 6.05 290 6.76 11.65 0.48 14.34 2.15 1.41 2.99 92.39 S 

 
表 2-15 改良休閑帯試験サイトの土壌分析（2015 年） 

場所 サンプ

ル pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
(meq/100g) 

土壌粒径 
全窒素 

(%) 
有機物 

(%) 
全窒素 

(%) C/N 比 粘土 
(%) 

シルト 
(%) 

砂 
(%)  土性 

Bouthie (2014 June), Soil depth: 0 - 15 cm 

休閑帯 
風上 

Line 1 6.80 33 0.33 0.57 0.04 7.76 18.50 5.75 49.27 44.98 SiL 
Line 2 6.05 21 0.41 0.71 0.05 7.73 24.00 5.88 46.23 47.89 SL 
Line 3 6.55 16 0.33 0.57 0.04 7.75 19.50 6.25 53.39 40.36 SiL 

Average 6.47 23 0.36 0.62 0.05 7.74 20.67 5.96 49.63 44.41 SiL 

2014 年 
休閑帯 

Line 1 6.55 16 0.27 0.46 0.03 7.73 19.50 4.00 35.91 60.09 SL 
Line 2 6.05 19 0.40 0.69 0.05 7.77 24.50 4.00 37.84 58.16 SL 
Line 3 6.40 20 0.41 0.71 0.05 7.73 21.50 5.25 29.64 65.11 SL 

Average 6.33 18 0.36 0.62 0.05 7.74 21.83 4.42 34.46 61.12 SL 

2013 年 
休閑帯 

Line 1 6.55 14 0.28 0.48 0.04 7.67 20.00 5.00 25.94 69.07 SL 
Line 2 6.10 26 0.35 0.61 0.05 7.74 24.00 4.63 31.77 63.60 SL 
Line 3 6.50 19 0.41 0.71 0.05 7.73 20.50 6.50 32.71 60.79 SL 

Average 6.38 20 0.35 0.60 0.04 7.71 21.50 5.38 30.14 64.49 SL 

休閑帯 
風下 

Line 1 6.35 18 0.32 0.56 0.04 7.71 22.00 5.50 32.37 62.13 SL 
Line 2 6.35 22 0.43 0.74 0.06 7.72 22.50 6.00 45.73 48.27 SL 
Line 3 6.20 18 0.41 0.71 0.05 7.73 23.00 5.25 33.12 61.63 SL 

Average 6.30 19 0.39 0.67 0.05 7.72 22.50 5.58 37.08 57.34 SL 
Lérane Coly (2014 June), Soil depth: 0 -15 cm 

休閑帯 
風上 

Line 1 6.60 16 0.43 0.75 0.06 7.89 20.00 7.87 20.99 71.14 SL 
Line 2 6.50 14 0.46 0.79 0.06 8.32 21.00 8.75 34.48 56.78 SL 
Line 3 6.25 19 0.59 1.02 0.09 6.56 24.50 6.88 23.75 69.37 SL 

Average 6.45 16 0.49 0.85 0.07 7.59 21.83 7.83 26.41 65.76 SL 

2014 年 
休閑帯 

Line 1 6.55 12 0.36 0.62 0.05 7.85 20.50 7.37 24.53 68.10 SL 
Line 2 6.55 15 0.49 0.84 0.06 8.10 21.00 7.62 27.00 65.38 SL 
Line 3 6.10 17 0.66 1.14 0.09 7.33 15.50 5.63 20.15 74.22 SL 

Average 6.40 15 0.50 0.87 0.07 7.76 19.00 6.87 23.89 69.23 SL 
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場所 サンプ

ル pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
(meq/100g) 

土壌粒径 
全窒素 

(%) 
有機物 

(%) 
全窒素 

(%) C/N 比 粘土 
(%) 

シルト 
(%) 

砂 
(%)  土性 

Bouthie (2014 June), Soil depth: 0 - 15 cm 

2013 年 
休閑帯 

Line 1 6.40 14 0.48 0.82 0.07 7.32 22.00 8.00 16.41 75.59 SL 
Line 2 6.55 15 0.52 0.90 0.07 7.48 21.50 7.87 32.60 59.53 SL 
Line 3 6.30 18 0.73 1.26 0.09 8.11 25.00 6.38 22.63 70.99 SL 

Average 6.42 15 0.58 0.99 0.08 7.64 22.83 7.42 23.88 68.70 SL 

休閑帯 
風下 

Line 1 6.40 12 0.46 0.80 0.06 7.70 22.50 8.00 20.67 71.34 SL 
Line 2 6.35 18 0.52 0.90 0.07 7.48 22.50 8.88 33.47 57.66 SL 
Line 3 6.40 16 0.75 1.28 0.10 7.86 23.00 7.00 20.34 72.66 SL 

Average 6.38 15 0.58 0.99 0.08 7.68 22.67 7.96 24.83 67.22 SL 

 
3) 飛砂量結果 
飛砂量調査は Lérane Coly のみで実施した。飛砂が激しくなる 6 月からまとまった降雨があり、

表層がほぼ湿った状態になる時期に調査を行った（2013 年 6 月 3 日～7 月 10 日、2014 年 4 月 28
日～7 月 10 日、2015 年 6 月 1 日～7 月 7 日）。風速は入手を試みたができなかった。また、降雨

量は簡易雨量計を使って調べた。地上飛砂量測定機材の飛砂回収口の大きさは 50 cm2(H 50 mm × 
W 100 mm)、回転飛砂計の開口部は 10 cm2（H 50 mm × W 20 mm）である。これらの作業は住民に

委託して実施した。飛砂測定の結果を以下に示した。なお、2013 年にはフェンスは設置されてい

ない。 
 

表 2-16 Lérane Coly における飛砂調査結果 単位：g 

備考： 2015 年の A 位置でデータは機材不良で入手できず。2013 年の地上部

のデータ（A）は異常値と判断。 
 
表層での飛砂量は 2013 年で 80～170 g、2014 年で 60～110 g、2015 年はやや多く 130～260 g 程

度であった。2015 年で見ると、休閑帯風下側（E、F、G）の飛砂量（128～169 g）は、休閑帯風上

側に飛砂量（163～261 g）に比較して少なかった。この傾向は 2014 年でも認められる。地上 15 cm
でもこの傾向は認められると判断したが、地表 30 cm では明確な結果は得られなかった。 

 
(3) 休閑帯導入の可能性と課題 
1) 休閑帯導入の可能性 

▶ 現地点の 3 年間試験の結果では休閑帯導入の有効性は確認できなかった。しかし、本手法

は現地でも簡便・容易に行うことができ、かつ投入が少ない圃場管理法であることがわかっ

たことから、継続的な調査を進めることは重要である。 

▶ 栽培手法だけでなく、例えばマメ科樹種の導入など植林関係活動との連携による対応の検

討も有効と考えられる。 

▶ 家畜進入害の制限条件下で、かつ試験設定を安定的に確保した条件下での長期的調査は､改

良休閑帯の基本的な設置理念からしても重要と考えられる。このような観点から、セネガ

ル国内における研究機関や国有地での試験継続は重要と考えられる。 

2) 休閑帯導入への課題 

▶ 圃場への進入家畜の食害による残渣植生の剥奪に対する対策が必要である。今回は緊急避

難的に有刺鉄線のフェンスを導入したが、長期的な対策として垣根の設置などの植林的手

法が可能である。このためにも植林事業との連携が必要と考えられる。 

場所 地表部 地表 15 cm 地表 30 cm 
2013 2014 2015 2013 2014 2015 2013 2014 2015 

A 961 89 - 6 16 - 11 6 - 
B 133 111 163 4 10 19 18 9 14 
C 174 94 241 11 6 27 2 9 18 
D 138 82 261 8 10 20 3 8 15 
E 84 79 128 9 4 19 2 2 15 
F 140 67 146 8 4 20 3 2 15 
G 118 56 169 8 6 20 2 5 17 

 
図 2-8 Lerane Coly 飛砂量調査位置 
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▶ セネガルでは休閑帯への自然植生の進入が旺盛なため、穀物栽培の前に圃場の清掃（大型

植生の除去、火入れ）などの作業が必要であり、労力の投入が増える。 

▶ 本栽培法は大規模な圃場での導入が前提である。一方、セネガルの圃場一筆の大きさは概

ね 1 ha 以下が多いことから、導入に当たっては圃場利用法の検討も必要と考えられる。 

▶ 飛砂量調査に関わる調査では、各種データ（風速／降雨／詳細な土壌分析）が関連してお

り、これら情報の入手は重要である。これに対応できるのは大学／研究機関であり、本調

査の継続実施にはこれら機関の協力が必要である。 

▶ 穀物と落花生栽培の輪作を基本とするセネガルでの栽培法に対する導入可能性検討が必要

である。 

 
2.4 改良型堆肥製造法 
(1) 活動概要 

3 ヶ年実施した改良堆肥製造活動は、年次別に以下のような方針で実施した。 
 

表 2-17 年次別活動内容の方針 
2013 年（1 年次）注  2014 年（2 年次）  2015 年（3 年次） 

- セネガル土壌局（INP）堆肥化施

設の改良設計 
 - 初年度施設のコスト削減に関す

る改修設計 
 - ボランティアによる個人施設

建設支援 
- デモ用の改良堆肥化施設を展示

効果のある場所に設置 
 - 堆肥化施設建設技術の移転（大

工育成） 
 - 育成大工による施設建設の

検証 
- 堆肥化手法の研修実施    - マニュアル作成 
注：2013 年の活動は 2012 年 12 月下旬から 2013 年前半の堆肥施設建設および生産活動を指す。以後同様な年表示とした。 
 
活動初年の 2013 年に INP 施設の改良設計と施設建設を行い、2 年次には施設改良に対する住民

や INP 技師等からの意見を反映しながら堆肥施設の改修を行うとともに将来の施設設置拡大を見

越して大工の育成を行った。3 年次には住民負担による施設設置の可能性を探るため補助金付き

での設置希望者を募り、施設設置を行った。この背景には施設設置拡大に必要な住民の出資可能

な負担金額を検証することがあった。堆肥製造法移転の農民研修は 3 ヶ年通して技術定着に努め

た。各年の活動状況を写真で紹介する。 
 

 
プロジェクトで村に設置した堆肥化施設 2013 年（1 年次） 

   
INP技師の指導のもと住民・ 

プロジェクトで設置 堆肥化研修を実施（継続作業） CODEVAL原型堆肥施設 
デモ効果を考え公衆地に設置 

負担軽減／資源有効利用を考慮した改良を加え施設設置 2014 年（2 年次） 

   
CODEVAL改良型堆肥施設 住民から大工を育成 マニュアル作成（2015年へ継続作業） 
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ボランティアで私設した堆肥化施設 2015 年（3 年次） 

   
家畜たまり前に設置された施設 槽一杯の堆肥材料 倉庫に満杯の製造堆肥 

 
(2) 堆肥生産材料と生産方法 
堆肥の材料は全て地域で入手可能な以下の資源とした：①粉砕したミレットの茎／葉、②ミレッ

ト穂の残渣、③落花生殻、④乾燥自然植生、⑤家畜糞尿、⑥灰、骨粉。資材にビニール類、金属、

骨、油、肉、塩などは含まないようにすることとした。 
家畜糞は 5 cm の厚さ（0.14 m³）、灰は入手可能な量を適量、それ以外の資材を混合した材料を

積み足し、踏み固めて 30 cm の厚さ（0.84 m³）で 1 層とし、100 リットル（ジョウロ 10 回）の水

をかける。これを 3 層で積み上げて 1 回の発酵とした。これを 15 日おきに隣の発酵槽に入れ替え

ることにより切り返し、同時に新たな仕込みを行う。切り返しを 15 日に 3 回切り替えることによ

り 45 日後に堆肥生産を完了する。このような切り返し／仕込みを繰り返し､堆肥の連続生産を行

うことした（下図参照）。 
 
 

 
図 2-9 堆肥腐熟化・生産の見取り図 

 
堆肥化資材の多くは、雨期の穀物、落花生栽培後から入手可能となる。これらを利用して 12 月

頃から製造可能となり、資源の減少（通常の場合は 6 月頃の雨期前）と共に製造を終了する。こ

れまでの実績から、農民は収穫作業が落ち着く 2 月頃に仕込みを開始して、7 月頃に最終の堆肥

を生産している。 
 

(3) 堆肥生産状況 
3 年間実施した改良堆肥製造活動の結果を以下に示した。改良堆肥施設は、CODEVAL 原型タイ

プ 5 村、改良型 7 村、全体で 13 村に合計 14 基を設置し、うち 1 ヶ所は増設を行った。１、2 年

次には 1 基当たり平均 70 袋以上（大袋重量 70～80 kg 程度）の堆肥を生産した。3 年次には降雨

が非常に少なかったため材料となる資源の調達が困難となり、平均生産堆肥も 42 袋と各活動地と

も十分な生産ができなかった。2013 年の堆肥製造実績で、120 袋の堆肥を生産した村もあり、平

均でも 70 袋以上を生産している。このことから、十分な活動、資材の調達が可能であれば 100 袋

以上の生産をあげるのも問題ないと考える。 
表 2-18 改良堆肥製造活動まとめ 

設置年 2013 年（1 年次） 2014 年（2 年次） 2015 年（3 年次） 
設置村落 
（設置数） 

Kandiou (1) 
Ndiongolor (1) 
Naoudourou (1) 
Porokhane Toucouleur (1) 
Dabaly (1) 

Kamarane Bambara (1) 
Bouthie (1) 
Keur Mamadou Néné (1) 
Dabaly （増設タイプ 1）※2 

Kandiou (2) 
Kamarane Bambara (1) 
Dabaly (2) 

施設 ※1 CODEVAL 原型 CODEVAL 改良型 CODEVAL 改良型 
設置条件 公共施設 公共施設 個人施設 

第 2 発酵槽 第 1 発酵槽 第 3 発酵槽 
 

15 日 

腐熟化 
15 日 

腐熟化 
 

15 日 

腐熟化 
 

堆肥生産 材料 
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生産堆肥 
（平均値） 

49 -120 
（79） 

45 -106※3 
（73） 

12 – 70※4 
（42） 

※1 CODEVAL 原型：INP 開発原型に上蓋、前面原料脱落防止枠を追加設置した改良型施設 
CODEVAL 改良型：CODEVAL 原型に負担軽減／資源有効利用を考慮した改良を施した施設。具体的には、セメント厚の削減

（15cm から 12cm）、天井部トタンプレートからミレット茎を編んだ葭簀への変更、前面の堆肥脱落防止枠を木材板から枝の枠へ変

更。 
※2 増設タイプとは設置施設の背面にも 3 槽の発酵槽を併設した施設、合計 6 槽の発酵槽を持つ。 
※3 2014 年に生産を中止した Naoudourou は計算に含めない。 
※4 2014-2015 年は小雨年で各サイトとも堆肥化作業の資材の不足があったとのことで、生産が落ちた。 

 
(4) 生産堆肥施用効果 
生産堆肥の施用効果は多くの集落で検証された。プロジェクトではこれらの情報を整理し、そ

の施用効果を確認することかできた。下表で示した 4 サイトでは農民の自発的な栽培試験が行わ

れた。この結果、製造堆肥の施用効果は明らかであり、生産者の多くもその成果に満足していた。 
表 2-19 製造堆肥／エコサン堆肥の施用効果 

サイト 結果 

Kandiou、
Ndiongolor 
調査：2013 

2 村 3 サイトでミレット栽培による堆

肥施用効果を行った。右表のように

各試験とも堆肥区の収量が無施用

区と比較しても良い結果となった。 

Kandiou 
調査：2014 

エコサン、堆肥、無施用区のレタス比較試験を行った。施用量はエコサン（同 2 kg/m2）、堆肥

（同 2.5 kg/m2）で、その収量はエコサンで 123 kg/100m2、堆肥で 118 kg/100m2、無施用区で 81 
kg/100m2であった。また、1 株当たりの重量は、エコサンで 46 g、堆肥で 47 g、無施肥区で 29 
g であった。エコサン、堆肥施用効果は明瞭であった。 

Kandiou 
調査：2015 

堆肥区（施用量 56 トン/ha）、化学肥料区（同 355 kg/ha Urea）、無施用区でのミレット比較栽培

において、堆肥区で 3.04 トン/ha、化学肥料区で 1.88 トン/ha、無施用区で 0.78 トン/ha の収量

を得た。堆肥区の収量が最も良く、また、穂重も堆肥区が最も重かった。堆肥区では施用効果

が次年まで継続するという住民の話。 
Kamatane 
Bambara 
調査：2015 

堆肥区（施用量 10.6 トン/ha）、無施用区でのミレット比較栽培において、堆肥区は 2.83 トン/ha､
無施用区で 2.14 トン/ha の収量を得た。 

Dabaly 
調査：2015 

エコサン、堆肥、無施肥区のトウモロコシ比較試験を行った。施用量はエコサンで 2.83 トン/ha、
堆肥で 2.83 トン/ha である。収量はエコサン区で 2.51 トン/ha、堆肥で 2.37 トン/ha、無施用区で

1.91 トン/ha であった。また１個当たり穂重はエコサン区で 123 g、堆肥で 58 g、無施肥区で 43 
g とエコサン、堆肥、無施用区の順で良かった。（詳細は耕種法改善による土壌劣化防止・肥

沃度向上を参照） 
 
生産堆肥の成分を調べた（右表）。炭素分

は 7～13％、窒素分は 0.5～1.3％程度、C/N
比は 9～15 程度であった。製品にばらつき

はあったが、C/N 比は概ね 10 前後で有り、

堆肥としては良好な状況にあると考えら

れ、施用堆肥に起因する窒素飢餓は起こら

ないと判断できた。また、１ha 当たり、１

トンの堆肥施用は､8.2 kg/haの窒素量を土壌

に供給することができ、作物の養分提供に

貢献している。 
 

(5) 施設建設費と施設規模の検討 
2013 年に建設した最初の COEVAL 原型案は基本的に INP の施設を改良した施設である。改良

点は、①蒸発防止のためのカバーを発酵槽上部に設置した、②堆肥脱落防止のための柵を前面に

設置した、ことである。図面と仕様は以下のとおり。 

表 2-20 生産堆肥の成分 

採取地 EC  
(µS/cm) 

C total  
(%) 

N total 
(%) C/N 比 

Kandiou 1,040 7.5 0.52 14.9 
Ndiongolor 1,710 6.9 0.57 12.5 
Naoudourou 2,625 6.8 0.53 15.1 
Porokhane Toucouleur 1 1,605 11.7 1.29 9.1 
Porokhane Toucouleur 2 2,040 13.3 1.19 11.2 
平均 1,804 9.2 0.82 12.6 

 

サイト 
施用量 収量（トン/ha） 

（トン/ha） 堆肥区 無施用区 
Kandiou  0.89 2.31 0.52 
Ndiongolor 6.40 2.92 1.16 
Ndiongolor 1.20 1.14 0.63 
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図 2-10 改良堆肥施設の設計サイズ 
 
これを基に 2014 年には、住民／INP 技師と協議しながら建設費軽減を主目的とした改修を行っ

た。改良点は、①セメントの厚さ縮小（12 cm）、②カバーの地域資源利用による簡素化、③堆肥

脱落防止柵の地域資源利用による簡素化である。この結果、CODEVAL 原型の建設費は 173,400 
FCFA であったが、改良型では 102,500 FCFA まで削減でき、建設費用を 41％削減した。 

 
表 2-21 CODEVAL で導入した堆肥施設の建設費比較 

資材 
単価 

(FCFA) 
CODEVAL 原型 CODEVAL 改良型 

数量 単位 合計(FCFA) 数量 単位 合計(FCFA) 
セメント 3,300 13 個 42,900 15 個 49,500 
鉄筋（直径 6mm, 長さ 6m） 900 6 個 5,400 7 個 6,300 
コンクリート（採石） 6,000 4 個 24,000 4 個 24,000 
板 4mx20cm 5,500 10 個 55,000 1 個 5,500 
鉄針金 800 1 個 800 1 個 800 
波打ちトタン板 3,800 5 個 19,000   － 
乾燥防止用ふたのジョイント 400 3 個 1,200   － 
釘 n°05 (5 cm 長さ) 800 2 kg 1,600 0.5 kg 400 
板材 1,500 5 個 7,500   － 
U 型スチール綱 (6m) 13,000 1 個 13,000 1 個 13,000 
U 型スチール綱溶接 3,000 1 個 3,000 1 個 3,000 
合計      173,400     102,500 

 
また、さらなる建設費削減案として規模縮小が提案されたため、その検討を行った。規模を小

さくする方法として、積み上がられたブロック単位で規模縮小を検討した。堆肥発酵槽の縦 1 列

もしくは横 1 列を削減する方法で検討した結果が以下の表である。 
 

表 2-22 堆肥施設規模別の発酵槽容量と建設費の比較 

 CODEVAL 
改良型 

横１列のブロック

削減 
縦１列のブロック

削減 
横１列＋縦１列の 
ブロックを削減 

容積比 (％) 100 77.5 80 66 
建設費 （FCFA） 102,500 90,400 93,700 89,500 
建設費の削減率 100 88 91 87 

容積は CODEVAL 改良型を 100 としたときの容量比：(％) 
 
堆肥発酵槽の容量は CODEVAL 改良型の当初の容量から 80～66％小さくなった。一方、建設費

は 91～87％と容積の減少と比較して小さくなった。このことは、容積を小さくしても、容積縮小

に見合う建設費は削減できないという結果になった。 
 

(6) 改良堆肥施設導入に関する評価 
活動を通して、各種情報を収集した。確認した情報は、①改良堆肥施設の設置の手順・費用・

条件、②材料（資源）の調達条件、③堆肥生産のための労働投入、④生産堆肥の価格などについ

て聞き取った。なお、生産堆肥の価格については、これまで堆肥は販売・購入などを行っていな

い。 

z

z z z
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150 2000 150 2000 150 2000 150
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1000
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150

800

仕様 サイズ 
全幅 6.60 m 
全奥行き 1.55 m 
全高さ 1.20 m 
各発酵槽の幅 2.00 m 
各発酵槽の奥行き 1.40 m 
各発酵槽の高さ 1.00m 
セメント厚 15 cm 
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表 2-23 活動聞き取り調査の結果 
聞き取り 内容 

施設建設 
ボランティア 

- 現在のところ建設には満足している。建設費の 65％程度の支援を受ければ建設に問題なし（Dabaly）。
50％程度の支援でも建設に応募した（Kandiou）。 

- 施設は 1 家族 1 基で十分である、追加建設の意思なし（Dabaly）。居住地周辺を清潔に保つためにもう

一基作りたいという気持ちはある（Kandiou）。 
- 堆肥生産は通年か、もしくは雨期作時期（7～9 月）を退けて継続する。 
- 堆肥を売るとしたら大袋あたり 1,500～2,500 FCFA (Dabaly)、3,000～4,000 FCFA (Kandiou)、3,000 

FCFA（Keur Mamadou Nène）程度である。 
- 作業は本人と家族労働だけで行っている。（Dabaly） 
- 建設は隣人と共同で行い、作業も共同で実施している。（Kamatane Bambara） 
- 現状の施設では雨期の降雨進入が懸念される。 
- 堆肥生産は大変だが、収量向上を考えればできる（複数）。 

育成大工 
熟練大工 

- 建設は技術的に簡単である。初年度の研修、2 年目の建設活動で完全に施工法は理解した。技術支

援の習得で十分建設可能である（全員）。 
- 一方、育成大工を指導した熟練大工の意見は、2 回（年）程度の建設指導を行わないと､満足な施設建

設は無理である。 
- 1 基の建設には 4 日程度（準備 2 日＋建設 2 日）で可能（Dabaly）。10 日は必要（Kandiou）。 
- 建設希望者には 25,000-30,000 FCFA の工賃で請け負う（Dabaly）。 

その他の 
住民意見 

- 堆肥､および家畜糞尿の作物生産の有効性は広く住民に理解されるようになってきている。 
- 価格はまちまちだが堆肥の購入を考える住民も出てきている。2,000CFA／大袋であれば買う。

（Dabaly） 
- 堆肥作りは初年に行った研修で十分理解した。 
- 茅で編んだカバーはあまり人気がなかったが、理由を説明（トタンカバーは高価で壊れやすい、自分で

改修可能）すると良く理解する。 
- 堆肥製造作業は大変だ（Kandiou）。 

その他 

- Dabaly では、設置費用軽減と堆肥生産拡大を目指して、前面／背面にそれぞれ 3 槽の堆肥槽を持っ

た施設を作ったが、あまり効率的に使われなかった。この原因は、活動していた人数に比較して､堆肥

材料が多く必要で作業が回らなかったことによる。3 槽の堆肥が適当な大きさであると判断された。 
- 基本的に堆肥施設は個人所有にするのが適切である。集団にすると､個人当たりの取得堆肥袋数が少

なくなり、参加者は満足しない（INP 技師）。 
 
1) 施設建設に関する評価 

▶ プロジェクト開始後、INP仕様の施設を改良したCODEVAL原型をベースに改修を加えた。

基本は、現地調達可能資材をできるだけ活用した施設の方が、建設資材費の削減／簡便な

改修につながり、施設普及につながると考えられる。 

▶ トタンカバーは強風に壊れやすいし反面材料入手できない、木質ボードは盗難に会いやす

いなど、地域に特有の課題も見られた。施設建設費の削減からも、天井部や前面の堆肥脱

落防止材料は現地入手可能資材を利用したほうが簡易に補修できる。 

▶ 施設のセメント厚を 15 cm から 12 cm に薄くしたが、施設強度には問題なかった。ただ、

設置時のセメント量が少なく､補強を必要とした。セメント量は多めにすることにより施設

の耐用年数を延長できる。 

▶ 天井および前面の部材は消耗品と考え、2 年程度で更新すべきである。 

▶ 設置施設の仕様（大きさ）は現行品が最も適応可能な施設規模であると判断された。 

▶ 活動の簡便性を保つため、設置場所はできるだけ人間の目に留まる場所／水が得やすい場

所とすべきである。 

2) 施設建設大工育成による技術移転に関する評価 

▶ 堆肥施設自体が比較的簡易なものであること、また建設に当たった育成大工はもともと地

域の大工としても作業を行っており、建設に必要な道具も持っていた。このような事から、
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建設希望者が現れても技術的には十分対応可能と判断した。 

▶ 施設建設に対する工賃は一定程度考えておかなければならないが、プロジェクトで育成し

たことを考えると当面は大きな費用を請求することはないと考えられる。 

▶ 地域住民の中からの大工育成は普及の観点からも有効な手段である。 

3) 生産堆肥の価値に関する評価 

▶ 劣化土壌の改良のために、作物の栄養補給と土壌物理性改善の見地から堆肥は重要な投入

資材である。また、発酵堆肥は雑草種子の死滅の観点からも有効である。 

▶ 購入を希望する住民も存在することから収入創出面からも将来的には重要である。 

▶ 地域資源の有効利用に貢献する。 

▶ 堆肥施設は利用資源・管理の観点からも基本的に個人の対象とした活動と考えた方が普及

展開が行いやすい。 

4) 施設の経済性に関する評価 
下表は堆肥製造施設の収益性を見積もるための試算である。試算の根拠は以下のように決めた

が、試算は基本的に調査結果の実績を基に行っているので、妥当性は高いものと考える。 
【試算根拠】 
- 建設費は実績（147,500FCFA）とした 
- 1 年目は半量、2 年目からフル生産とした。 
- 施設建設人件費（30,000FCFA）を見積もった。 
- 建設雑費に 15,000FCFA を見積もった。 
- 施設の耐久年を 10 年とし、10 年後に新設とした。 
- 施設運営費として建設費の 10％相当額 14,750 FCFA/
年を見積もった。 

 
- 販売堆肥を 65 袋/年と見積もった 
- 販売価格を 2,500FCFA/袋とした。 
- 消耗品として堆肥袋（300FCFA）を見積もった 
- 生産消耗品費として 31,200FCFA/年を見積もった。 
- 消耗機材はバケツ、ジョウロ、フォーク、シャベルとし

た。 

建設を自己費用とした場合では、現在価値で約 90 万 FCFA の収益を、また 10％の金利で借金

して建設した場合では、現在価値として約 50 万 FCFA の収益を、1 施設であげることができると

試算した。 
この試算からは、農民が一定の努力で施設の運営と堆肥生産を行えば、施設利用による収益も

ある程度得ることができることがわかった。ただし、自己資金の少ない、また長期的な施設運用

をあまり考えない農民にこのことを十分周知させる必要がある。 
 

表 2-24 施設運用に関する便益計算（単位：FCFA） 
①全額を自己資金で建設した場合で、費用／収益をそのまま計算した場合 
経過年 年次 販売  建設費 運営費 消耗品 コスト  便益 

  収益     合計  積算 
0 2015 81,250  147,500 14,750 15,600 177,850  -96,600 
1 2016 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
2 2017 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
3 2018 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
4 2019 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
5 2020 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
6 2021 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
7 2022 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
8 2023 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
9 2024 162,500   14,750 31,200 45,950  116,550 
10 2025 162,500  147,500 14,750 31,200 193,450  -30,950 

合計    1,706,250         784,850  921,400 
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②年利率 10％で借金して建設した場合。その金利で収益も変動したと見なした場合 

経過年 年次 販売 収益 
建設費 運営費 消耗品 コスト コスト 便益 

収益 現在価値 合計 現在価値 積算 
0 2015 81,250 81,250 147,500 14,750 15,600 177,850 177,850 -96,600 
1 2016 162,500 146,250  14,750 31,200 45,950 41,355 104,895 
2 2017 162,500 131,625  14,750 31,200 45,950 37,220 94,406 
3 2018 162,500 118,463  14,750 31,200 45,950 33,498 84,965 
4 2019 162,500 106,616  14,750 31,200 45,950 30,148 76,468 
5 2020 162,500 95,955  14,750 31,200 45,950 27,133 68,822 
6 2021 162,500 86,359  14,750 31,200 45,950 24,420 61,939 
7 2022 162,500 77,723  14,750 31,200 45,950 21,978 55,746 
8 2023 162,500 69,951  14,750 31,200 45,950 19,780 50,171 
9 2024 162,500 62,956  14,750 31,200 45,950 17,802 45,154 
10 2025 162,500 56,660 147,500 14,750 31,200 193,450 67,452 -10,792 

合計  1,706,250 1,033,808    784,850 498,634 535,174 
 
5) 堆肥材料資源の供給に関する評価 
栽培状況の聞き取りの結果、収穫後の作業として以下のような処理が行われている。多くの場

合は穀物収穫後に圃場に家畜を入れ作物残渣を食べさせる。このときに家畜糞尿が圃場に落ちる。

その後抜根し、残りの残渣を集め、これら残渣を圃場で燃焼する。これが同時に圃場清掃になり、

最後に簡単な整地が行われ、次期作の準備としている。また、穀物栽培で肥料を施用している圃

場もあまり多くないと判断される。 
当該案件での無施用圃場に近い収集データは休閑帯設置試験の結果からのもので、無施用栽培

における慣行的な栽培地での作物残渣量は Leran Coly で 2.84 トン/ha、Bouthie で 3.20 トン/ha、平

均で約 3 トン/ha となった（下表参照）。 
 

表 2-25 無施用栽培における作物残渣量 

年 圃場状態 
Leran Coly Bouthie 

株数  穂重 茎重 株数  穂重 茎重 
(株/ha) (トン/ha) (トン/ha) (株/ha) (トン/ha) (トン/ha) 

2013 休閑帯間の圃場 16,533 0.57 2.25 8,000 1.32 4.13 
  休閑帯間の圃場(西側） 25,733 0.39 3.85 20,533 0.94 2.92 
  休閑帯間の圃場(東側） 29,200 0.38 3.57 19,867 0.95 2.23 
  休閑帯間の圃場(西側） 26,800 1.05 3.65 22,800 1.01 3.17 

2015 休閑帯間の圃場(東側） 28,400 0.64 2.79 16,933 0.89 3.57 
  最東側の圃場 10,133 0.25 0.90 -   - 

    22,800.00 0.55 2.84 17,626.67 1.02 3.20 
 
一方、当該調査で行ったカマタンバンバラでの結果、堆肥原料としてミレット籾殻を平均 132 

kg 投入が必要であった。 
表 2-26 堆肥資材の資源量 

生産者 生産 ミレット残渣 家畜糞 灰 資材量
合計 収穫堆肥量 初期投入

水量 
  （kg） （kg） （kg） （kg） （袋） （kg） （kg） 

Madiou 
Touré 

1 119.16 443.9 0.80 563.86 14 1069.6 430 
2 103.9 811.0 0.96 915.86 16 1222.4 500 
3 120.0 696.6 0.70 817.30 16 1222.4 520 

共有 
1 161.4 905.8 0.60 1067.80 13 993.2 430 
2 157.6 662.0 0.75 820.37 14 1069.6 575 
3        

平均 132.4 703.864 0.76 837.04 14.6 1115.4 491 
 
以上の結果から、堆肥資材の資源量として、ミレット残渣に関しては 1 回分の使用量（132 kg）

と生産量（約 3 トン/ha）の関係から、圃場 1 ha のミレット栽培で 20 回分以上のミレット残渣が

調達できると考えられる。もちろん作物残渣中の水分や作業途中でのロスなどを考慮する必要も

あるが、残渣を燃やさず有効利用していれば、少なくとも 10 回分程度（乾期の堆肥製造は時間的

制約から 7～8 回程度しかできない）の資源調達は十分可能と判断される。また、他の自然植生や
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落花生殻などの材料添加もあり、1 ha の穀物栽培の圃場があれば堆肥製造の資源量としては供給

可能と判断される。 
一方、ミレットとは別に必要とされる家畜糞尿は家畜飼養頭数を加味しなければならない。家

畜 1 頭（例えば牛の平均体重 200 kg とした場合）の糞生産量を、FAO の資料 2を援用して計算す

ると以下のようになる。 
牛の糞生産量は「Cattle＝0.0170kg fresh matter/ kg body weight」の式から推計でき、体重 200 kg

の牛は 3.4 kg 新鮮糞量/日を生産する、つまり年間 1,241 kg が生産できる。牛糞の水分を 80％とす

ると、約 250 kg の乾物家畜糞が生産できると考える。このうち半量が回収可能として考えると 1
頭の家畜から年間 125 kg 程度が調達できると考えられる。一方、乾燥家畜糞は 1 回の堆肥製造で

平均 703 kg 必要であることが調査で確認できたので、10 回の堆肥製造では 7,030 kg が必要とな

る。つまり 10 回の堆肥製造を行う場合、56 頭の家畜を飼養しなければならないと推計できた。 
堆肥製造に必要な材料（資源）の供給についてまとめると、年 10 回の堆肥生産活動を行う上で

ミレット残渣など植物由来の資源は 1 ha の穀物栽培で十分供給できると考えられる。また、家畜

由来の資源（乾燥糞）は家畜の飼養頭数は 56 頭程度（平均体重 200 kg）が必要であると考えられ

る。 
 

(7) 堆肥化施設普及に関する考察 
以上のような評価から、施設の普及の妥当性は十分あると考えられるが、以下のような課題に

ついて検討して行く必要があると考えられる。 

▶ 施設の建設／運用指導には INP との連携が必要である。 

▶ 多く活動参加住民が生産堆肥の有効性を理解するようになった。この情報を他地域に拡散

していくためにマニュアル等の情報メディアは重要と考えられる。 

▶ ボランティアで建設された施設の多くは家畜だまり近くに設置されており、堆肥の材料調

達に適していた。家畜だまり近くの施設設置は、家屋周辺の環境整備（家畜糞散乱防止、

ゴミ処理）にもつながる改良点であり、これを推進していくのが望ましい。 

▶ 普及への最も高いハードルは建設費である。現在予想される建設費（約 10 万 FCFA）をで

きるだけ軽減する方策は普及にとって重要な課題である。当面の方策として、補助金の提

供、堆肥販売等による収入向上へのメリットに関する広報活動などがあげられる。 

▶ 生産堆肥が販売対象商品と考えて、施設の有益性を提示することは住民のインセンティブ

を高めることが考えられる。 

 
2.5 耕種法改善による土壌劣化防止・肥沃度向上 
(1) 活動概要 
耕種法・土壌改良資材導入により、耕作地の土壌劣化防止・肥沃度向上を図る。この活動は堆

肥製造とも関連付けてあり、土壌劣化対策としての地域資源の有効利用による土壌環境改善（土

壌有機物の増加、土壌化学・物理性の改善）、それに伴う農業生産の生産向上を計ることを目的に

実施した。実施サイトと活動内容を下表にまとめた。また、活動状況を示した写真を以下に示し

た。 
表 2-27 耕種法改善による土壌劣化防止・肥沃度向上に係る活動サイトと活動内容 

活動地 主な活動と流れ 

Djilas 
- 住民の意向を受けて、サツマイモを対象に有機物投入栽培試験を実施 
- 男性住民組織が活動対象者 
- 2014 年活動から運営管理の問題から活動中止 

Djilor 
- 女性グループによる野菜栽培活動の一環として実施 
- 住民意向を受けて、アフリカナスを対象に有機物投入栽培試験を実施 

                                                  
2 Scaling soil nutrient balances Enabling mesolevel applications for African realities 2004、
http://www.fao.org/3/contents/df71f7e1-f4e7-5b22-beda-c26e0bb95caa/y5749e09.htm#TopOfPage 
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活動地 主な活動と流れ 
- 2015 年は組織の問題から活動中止 

Ngane 
- 住民の意向を受けて、2013 年活動はサツマイモ、2014 年はタマネギを対象作物として有機物

投入栽培試験を実施 
- 3 つの女性グループが活動対象者 

Ndiafate Sérère 
- 唯一、雨期のミレット栽培での土壌肥沃資材施用を調査 
- 土壌に塩分が多いと言うことからミレット栽培ではうまくいかなかったため、2014 年からソルガム

栽培に切り替えて実施 

Dabaly 
- 住民の意向を受けて、野菜を対象に栽培技術指導を合わせて実施 
- レタス／タマネギを対象に有機物投入栽培試験を実施 
- 対象者は男女を問わず住民組織 

エコサン関連 
- レタスを用いた施用効果試験（Kandiou） 
- 落花生を用いた施用効果試験（Dabaly） 

全体 

- SDDR 普及員を雇用し、栽培指導を委託した 
- 種子、肥料、最低必要な機材は CODEVAL で提供した。また、必要に応じて、家畜害防止用

のフェンス、有刺鉄線を提供した 
- 肥料以外の投入資材、日常の小農具は参加者が手配した 

備考： Ndiafate Sérère 以外の活動は乾期作で行っており、乾期作については例えば「2013 年活動」の表示は、2012 年 10 月頃から翌

年 4 月頃までの活動を指す。以後の年の表示も同様。 
 

   
サツマイモ・収穫調査 
（Djilas、2013年） 

アフリカナス・処理区を示す普及員 
（Djilor、2013年） 

タマネギ・処理区別比較 
（Ngane、2015年） 

   
ソルガム・収穫 

（Ndiafate Sérère、2014年） 
エコサン・レタス・収穫 

（Kandiou、2014年） 
エコサン・落花生・収穫 
（Dabaly、2014年） 

 
投入土壌改良資材として、現地で入手可能な資源である家畜糞尿、落花生殻、ミレット残渣等

を用いた。また、化学肥料も一部のサイトで比較対象として利用した。 
 

(2) 試験結果 
以下に耕種法改善による土壌劣化防止・肥沃度向上のために行った栽培試験の処理法・結果を

示した。報告した以外にもいくつか試験を行ったが、家畜被害、病害虫被害、不適当な栽培によ

る作物の枯死などにより活動を中断したサイトあり、これらの活動では結果が得られなかったた

め報告から削除した。 

添付資料 7

7 - 28



 

表 2-28 活動結果のまとめ 
サイト 作目／収穫年／結果 主な活動と流れ 

Djilas 

サツマイモ 2013 年 

 

【処理】：15 m2の各試験区で、肥沃度向上の資材と

して、落花生殻 30 kg、ミレット残渣 15 kg、家畜糞

30 kg、肥料（10-10-15）500 g、これら混合区、および

無施用区を設定し、収量および果実数で比較した。 
【結果】：各施用区は無施用区と比較し、いも（塊

根）、茎ともに収量は多かった。施用区の中では、家

畜糞、肥料区の収量が良く、落花生殻、混合区の順

であった。特に家畜糞区では無施肥区の 2.5 倍の

塊根重であった。 

Djilor 

アフリカナス 2014 年 

処理 収量 
（kg/10m2） 

果重 
（g/果実） 

果実 
（数） 

無処理区 1.5 50 30 
ミレット残渣 5.25 143 37 
家畜糞 4.5 129 40 
ミレット残＋家畜 4.5 135 31 
肥料 4.0 102 39.5 
混合区 4.75 121 39.5 

 

【処理】：10 m2の各試験区で、ミレット残渣（30 kg）、
家畜糞（30 kg）、ミレット残渣＋家畜糞（各 30 kg）、
肥料（0.5 kg）、これら混合区、および無施用区を設

定して、収量、果実数、1 果実当たりの重量で比較し

た。 
【結果】：各処理区において、収量、果実数、1 果実

当たりの重量ともに、無施用区と比較して､大きく良

かった。収量はミレット残渣区が最も良く､次いで混

合区であったが、処理区間の大きな違いは認められ

なかった。果実重量でもミレット残渣区が最も良かっ

た。 

Ngane 

ナス 2014 年 

 

【処理】：12 m2の試験区で、落花生殻（36 kg）、家畜

糞（36 kg）、これら資材と肥料（0.6 kg）の混合区、お

よび無施用区を設定して、収量のみの比較調査を

行った。 
【結果】：各処理区において、無施用区と比較して､

収量は良かった。施用区の中では、混合区が施用

区の中で最も悪く、家畜糞区が最も良い結果となっ

た。 
 

タマネギ 2015 年 

 

【処理】：12 m2の試験区で、落花生殻（36 kg）、家畜

糞（36 kg）、これら資材と肥料（0.6 kg）の混合区、お

よび無施用区を設定して、収量、株数、1 株当たりの

重量で比較した。 
【結果】：前年のナス試験と類似した結果となった。

つまり、無施肥区と比較して、各施用区とも収量、1
株当たりの重量とも良かった。また、収量（26.7 kg/プ
ロット）において家畜糞区が、また 1 株当たりの重量

（75 g）も最も良かった。混合区は家畜糞区に続い

た。 

Ndiafate 
Sérère 

ソルガム 2014/2015 年 

年 処理  穂重 
（kg） 

茎重 
（kg） 株数 穂重量 

（g/穂） 

2014 

家畜糞 7.18 36.27 48 150 
落花生殻 9.52 61.37 37 257 
ミレット残渣 4.62 27.31 46 100 
無施用 4.40 27.51 34 129 

2015 

家畜糞 2.45 10.05 15 163 
落花生殻 0.65 2.2 18 36 
ミレット残渣 1.50 6.0 56 27 
無施用 0.70 3.05 18 39 

 

【処理】：2013 年のミレットによる試験で生育不良の

ためデータが得られなかったことから、ソルゴによる

試験を 2 年間実施した。処理区は、625 m2の各試

験区で、ミレット残渣（3 トン/ha）、落花生殻（3 トン

/ha）、家畜糞（4 トン/ha）、および不施肥区を設定し、

5m×5m の株数、穂重、茎重および１穂の平均重量

で比較した。 
【結果】：2014 年では落花生殻が、2015 年では全体

的な収量は悪かったが家畜糞区が最も良い収量を

示し､両年とも無施用区の収量が最も悪かった。

2014 年の落花生殻区が良かったのは前年の残効と

も考えられる。 
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サイト 作目／収穫年／結果 主な活動と流れ 

Dabaly 

ナス 2013 年 

 

【処理】：10 m2の試験区で、肥沃度向上の資材とし

て、落花生殻 50 kg、ミレット残渣 45 kg、家畜糞 45 
kg、および無施肥区で開始し、追肥に 10-10-20 複

合肥料として 250 g を 3 回各処理区に施用した。収

量および果実数で比較した。 
【結果】：無施用区と比較して、各資材投入区の方が

収量、果実数、1 個当たりの果重ともに良かった。果

実数ではミレット残作が良かったが、1 個当たりの果

重では家畜糞区が 188 g と非常に重かった。 

トウモロコシ ECOSAN/堆肥 2015 年 

 

【処理】：ECOSAN 堆肥と施設で生産した堆肥の効

用を確認するために農民の圃場で行った。

ECOSAN 堆肥（約 2.4 トン/ha）と施設で生産した堆

肥（約 16 トン/ha）を施用した。果実、茎葉、および１

子実の平均重量（1 子実重）で比較した。 
【結果】：無施肥区より､各堆肥施用区の方が穂と茎

の収量、穂単位の重量とも良かった。穂重ではエコ

サン堆肥区が 180 g/穂で、堆肥（123 g/穂）、無施肥

（43 g/穂）より格段に良かった。 

 
跡地土壌の土壌成分の変化を確認するため土壌分析を行った。以下に 2014 年調査時の結果を示

す。Kandiou では、堆肥区の有機物含量、CEC がやや高かったが、その他の処理区および無施用

区の違いは認められなかった。また、Djilor では無施用区と比較して各施用区の有機物含量が高

かったが、CEC の違いは認められなかった。Ngane の結果には各処理区別の違いは認められなかっ

た。全体として、土壌分析結果からは明確な土壌成分、土性の変化・違いは認められなかった。 
 

表 2-29 土壌分析結果（2014 年、表層 0-15cm） 

場所 処理 pH EC 
(µS/Cm) 

有機物関連 CEC 
meq/100g 

土壌粒径 
全炭素 

(%) 
有機物 

(%) 
全窒素 

(%) C/N 比 粘土 
(%) 

シルト 
(%) 

砂 
(%)  土性 

Kandiou 
ECOSAN 

無施用 5.80 1840 0.67 1.16 0.05 13.1 4.3 2.1 2.8 93.7 S 
5.90 1740 1.04 1.78 0.07 14.8 4.9 1.9 2.9 92.5 S 

肥料 5.10 1700 0.75 1.29 0.03 22.9 5.2 1.8 3.0 92.3 S 
5.50 1600 1.11 1.92 0.04 25.6 10.0 1.4 3.8 91.9 S 

堆肥 6.50 1540 1.54 2.66 0.07 23.6 8.6 1.8 2.9 90.5 S 
6.80 1600 1.68 2.89 0.10 17.1 8.9 2.1 2.5 91.7 S 

ECOSAN 堆
肥 

7.20 1500 0.99 1.71 0.09 11.2 7.2 2.0 3.5 92.7 S 
7.10 1890 1.32 2.28 0.06 21.8 6.9 2.3 3.2 92.2 S 

Ngane 

無施用 6.00 1400 0.78 1.34 0.04 20.8 5.8 3.5 3.3 93.3 S 
5.60 1110 0.83 1.43 0.03 29.7 6.7 3.5 2.9 91.8 S 

落花生殻 5.70 1130 0.63 1.08 0.04 16.8 5.8 3.2 2.8 94.2 S 
5.30 1150 0.97 1.67 0.07 14.8 5.6 3.1 2.2 94.2 S 

家畜糞 5.80 640 0.72 1.24 0.02 29.9 6.3 2.2 2.5 91.6 S 
5.70 740 0.78 1.34 0.03 23.5 5.8 1.4 2.3 93.4 S 

落花生殻＋ 
家畜糞 

5.50 200 0.70 1.21 0.04 16.8 4.4 2.9 0.4 94.1 S 
5.80 810 0.78 1.34 0.03 28.6 5.6 2.1 2.6 93.5 S 

Djilor 

無施用 6.40 680 0.42 0.72 0.03 12.3 3.0 2.7 1.7 95.6 S 
6.70 360 0.48 0.82 0.02 26.1 3.7 2.5 1.7 95.2 S 

ミレット残渣 6.60 320 0.71 1.23 0.07 10.1 3.3 2.2 2.4 94.5 S 
6.50 170 0.86 1.48 0.09 9.7 3.1 2.2 2.4 94.4 S 

ミレット残渣
＋家畜糞 

6.20 360 0.73 1.26 0.06 12.7 2.8 2.0 2.3 94.7 S 
6.20 280 0.70 1.22 0.03 21.1 2.4 2.0 2.3 94.8 S 

肥料 6.30 820 0.83 1.43 0.07 12.7 3.3 2.0 2.1 92.7 S 
6.20 640 0.60 1.04 0.05 11.0 3.0 1.0 2.9 94.0 S 

家畜糞 6.50 620 0.79 1.36 0.07 11.6 3.6 1.0 2.9 93.8 S 
6.60 810 0.80 1.38 0.09 9.0 2.6 1.0 5.0 93.0 S 

ミレット残渣
＋家畜糞＋

肥料 

6.80 330 0.76 1.31 0.07 11.6 3.1 1.0 3.0 93.0 S 

6.40 170 0.79 1.36 0.10 8.2 3.0 1.1 3.2 93.1 S 
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(3) 導入に関する評価 

▶ 全結果を通して、無施用区に比較して資材を施用した処理区で収量が明確に増加している。

このことは地域資材の利用で作物栽培の収量向上が可能であると判断できた。 

▶ 特に、家畜糞施用区は概ね高い増収効果が認められる。 

▶ 落花生殻、ミレット残渣でも増収効果が認められる。この増収効果は養分的な効果と言う

よりも土壌物理性や保水性の改善による効果と考えられる（Box1 参照）。 

▶ 家畜糞や作物残渣等は地域で入手可能な資材でありこれらを施用することで、収量の向上

を確保することが可能であることが判明した。 

▶ 当該地域の土壌は、砂質で養分に乏しい。今回の土壌分析では明確な物理性、化学性の改

善が認められなかった。土壌有機物および養分は継続的施用による蓄積されていくことか

ら、今後も継続した活動が要望される。 

Box 1 
落花生殻やミレット残渣に含まれる成分を右表に示した。ミレット

の茎や落花生の葉／殻は、窒素成分として落花生で 1.2 ~ 
2.0%、ミレット茎で 0.9％程度と低い反面、炭素のそれは落花生

で 39 ~ 57%、ミレットの茎で 43.2％と高い。しかし、ミレット穀物

や落花生子実の粉砕物はかなり入っていると考えられるので、

それらによる養分供給もあると考えられる。 
一方、茎や殻は繊維質で難分解であるため、長期的には養分

として作物に吸収されると考えられるが、即効的養分供給源と

は考えにくい。 
本調査で得られた落花生殻やミレット残渣施用区の収量の増大

の要素は、これら資材からの養分的供給は一定考えられるが、

基本的に土壌物理性の改良（保水性／膨軟性）向上に大きく

貢献していると考えられる。 
 
(4) 普及に関する課題 

▶ カウンターパート機関と農業関連組織との連携による広報活動の実施を推進していく必要

がある。 

▶ 土壌肥沃度・土壌有機物の蓄積の観点から、土壌劣化防止対策としての成果を上げるには

継続性が要望される活動であることから、住民への継続的な広報活動が必要である。 

▶ 土壌劣化防止対策の対象となる土地面積と地域で活用できる資源量の量的比較検討が必要

とされる。 

▶ 堆肥化施設普及と連携した活動が期待される。 

 
2.6 野菜栽培 
(1) 活動概要 
住民の土壌劣化防止対策のインセンティブを高めるため、村落女性グループを主な対象に、収

入向上を目的とした乾期の野菜作物生産を実施した。同時に、この活動は住民活動の中から土壌

劣化防止対策への貢献を活動の中に取り入れることを目的にしている。具体的には乾期野菜作の

栽培作目の拡大と栽培技術の向上、これら活動を通した収益向上を調査課題とした。 
まず、2012 年活動 3において、野菜栽培技術の習得・向上を目指して普及員を配置し OJT によ

る技術移転を行った。同時に簡易灌漑施設を導入した野菜栽培を試みることとした。2013 年活動

は前年度の活動目的が十分達成されなかったサイトもあることから、引き続き普及員による栽培

                                                  
3 「2012 年活動」とは 2012 年 10 月頃から翌 2013 年 4 月頃までの活動を指すが、活動開始年をもって表記する。

以後の年の表示も同様。 

成分 ％ ミレット茎 
落花生 

葉 殻 子実 
水分  6.9 8.7 9 3.7 
乾物 % 93.1 91.3 91 96.3 
粗蛋白質 % 5.6 12.3 7.6 28.0 
窒素 % 0.9 2.0 1.2 4.5 
粗繊維 % 44.9 36.8 70.3 11.6 
粗脂肪 % 0.8 1.8 2.2 40.6 
灰分 % 9.2 11.3 5.8 2.7 
総炭水化物 % 77.5 66.0 75.4 25.0 
リグニン % 11.5 11.2 25.8 0.0 
全炭素 % 43.2 39.0 57.5 62.0 
出展：Animal feed resources information system 
http://www.feedipedia.org/content/feed-databases 
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技術支援を継続し、さらなる技術習得の向上を行った。2014 年活動の栽培は、基本的に住民に任

せ、プロジェクトは普及員と共に活動のモニタリングを行い、技術と活動の定着状況を評価する

こととした。また、活動の活発なサイトについてはプロジェクトと共同出資という形で､参加者の

合意の基で費用負担を求めた活動を行った（下図参照）。 
 

2012 年活動  2013 年活動  2014 年活動 
- 女性野菜栽培グループを中心と

した野菜栽培支援 
- 簡易灌漑施設導入の検討 

 - 前年度に続き物的／技術的継

続支援継続 
 - 住民による独自栽培の支援 

- 組織の栽培活動モニタリング 

図 2-11 野菜栽培活動の流れ 
 
この野菜栽培活動はプロジェクトで行う堆肥生産活動をしていない地域では、家畜糞尿など地

域資源の有効活用を通して、住民の土壌劣化防止対策のインセンティブを高める活動として行っ

た。各活動サイトの実施概要を以下の表に示し、また下図にその状況を写真で示した。 
 

表 2-30 各野菜栽培パイロットサイトの活動体制と状況 
サイト 主な活動と流れ 

Ngoulou 
Peul 

- 個人単位の栽培を主体に活動をしている。 
- 圃場は放棄された圃場を再整備して確保。 
- 2012 年活動開始に当たり村長中心に男女混合で新たに組織化したが、2014 年からは村長が活動

から離脱したため住民組織を改編して活動を実施。 

Djilor 

- 個人単位の栽培を継続していた既存女性グループとの活動。 
- 耕種法改善による土壌劣化防止・肥沃度向上活動も同時に実施。 
- 圃場は過去に NGO 支援により既設された野菜栽培圃場内の一部で実施。 
- 普及員の異動により 2013 年から新たな普及員で技術指導を継続。 

Kamatane 
Bambara 

- 既存女性グループとの活動、2 人で 4 プロットを管理・運営・販売するという形態で行なわれた。 
- 圃場はこれまでも利用されてきた農地の一部を活用。2013 年からは新規開墾圃場で活動を継続。 
- 当該地では 2013 年から堆肥生産活動を行っており、生産堆肥は野菜栽培活動に活用している。 
- 2014 年に実施した農民研修ツアーの開催地とした。 

Lérane Coly 
- 既存の野菜栽培女性グループとの活動、ここでは集団組織活動で栽培を行っている。 
- 圃場はこれまで女性グループで活用されてきた場所とした。通年灌漑水が確保できる恵まれた活動

圃場を持っている。ただ、雨期に圃場が湛水する可能性が高い。 

Ndiafate 
Sérère 

- 既存の野菜栽培女性グループとの活動。ここの活動は個人参加住民の集合体で菜園を運営してい

る。組織を 10 分会に分けて運営。 
- 圃場は既存の女性グループ使用の圃場を活用。 
- 2013 年活動より住民の要望により活動を支援する普及員を変更した。 

Danabe 
Guéladio 

- 新規に組織された女性グループとの活動、ここでは集団組織活動で栽培を行っている。 
- 村の中心部に新たな土地を確保し、圃場として整備。 
- 普及員の移動により 2014 年活動から新たな普及員で技術指導を継続した。 
- 2014 年に実施した農民研修ツアーの開催地とした。 

全体 
- 各郡事務所所属の普及員を雇用し、栽培指導を委託した。 
- 活動開始に当たって、必要な種子・肥料・資機材はプロジェクトから提供。また、活動に大きな支障

が考えられる場合は必要な処置（フェンス設置、井戸掘削､貯水タンク）を取った。 
 

   
SDDR普及員による栽培指導 
（Lérane Coly、2012年） 

収穫時期間近のタマネギ 
（Kamatane Bambara、2014年） 

ポット苗生産用の苗床 
（Dabane Guéladio、2014年） 
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個人参加による野菜栽培 

（Ndiafate Sérère、2015年） 
タマネギ生育 

（Ngoulou Peur、2014年） 
農民研修ツアー 

（Dabane Guéladio、2014年） 
図 2-12 野菜栽培の活動状況 

 
(2) 結果 
野菜栽培活動は、普及員を各サイトに派遣して栽培技術の習得を計りながら実施した。住民の

従来の栽培法への固執、普及員の指導を無視した態度などの課題が当初見られたが、総じて住民

のプロジェクトに対する評価（栽培技術、道具、組織運営などの支援）は良く、派遣した普及員

や実際の活動を支援したプロジェクトアニメーターへの信頼関係は高まったと判断された。なお、

簡易ドリップ灌漑による野菜栽培を試験的に導入し、Djilor の活動の中で現地適応性について検

討したが、機材耐久性問題から導入を断念した（詳細は Box 2 参照）。 
活動を行った 6 サイトのうち、Kamatane Bambara、Lérane Coly が最も良い成果を得た。他のサ

イトについては、野リス／家畜侵入被害、灌水の不足／塩水化、普及員の栽培技量不足など課題

はあったが、以下の表に示すように収入向上について大きな成果を得た。 
 

表 2-31 野菜栽培パイロットサイトの経年別栽培活動成果 
サイト 活動年 活動 

Ngoulou 
Peul 

2013 - トマト、トウガラシ、ニンジンを栽培し、販売収入 27,000 FCFA を得た。 

2014 - タマネギ 850kg を生産し、参加者間で配分した。全量販売した場合の収入は約 30 万 FCFA と

推定される。実際には生産量の一部は生産者で消費されている。 

2015 

- タマネギ栽培を行った。生育、収穫は順調で、前年同様多くの収穫を得た。また、圃場も住民

によって整備されている。 
- 収穫したタマネギ（303kg）は、全量保管し、価格の上昇を待って販売予定である。 
- 組織の改編にあたって、住民間技術移転、過去に提供された機材の新組織への移管なし。 

Djilor 

2013 
- トマト、ナスを栽培したが、野リス被害により、全作物の生産中止となった。 
- 簡易ドリップ灌漑を試験的に導入するも機材耐久性問題から導入を断念。 

2014 - トマト 503kg、アフリカナス 58kgを生産し、販売で 75,000 FCFAの収入を得た。内、10,000 FCFA
は組合積立金とした。 

2015 - リスによる食害が継続、グループとしての利益があまり見いだせていないという参加グループの

意向から、2015 年の活動は中止した。 

Kamatane 
Bambara 

2013 
- ナス、キャベツを栽培するも、塩害発生により完全に活動中止するという痛い経験をする。 
- しかし、住民の活動意欲は旺盛なことから 2014 年活動は場所を変えて活動を再開。 

2014 

- タマネギ 819kg、ナス 514kg、他にレタスを生産した。販売だけで 445,000 FCFA の収入を得て

いる。一部は組合員で消費した。最も収益を上げたサイト、活動組織運営もしっかりしている。 
- 井戸の改修費はタマネギ収入から自主的に調達、さらに収入の一部を次年活動費として積み

立て。 

2015 

- 活動のための資機材調達費用 71,200FCFA の 1/2 相当を住民が負担した。なお、住民は新規

井戸の掘削・清掃、フェンスの補強など、50,000FCFA を独自に追加出費している。 
- 当年の活動結果は、栽培面積 760m2 あたりタマネギ 1,440kg、大根 1,400kg、レタス 200 束など

で総額 636,000FCFA 相当の収穫を得ており、一部は自家消費している。 

Lérane 
Coly 

2013 - ナス、オクラ、トマトを栽培し、トマト 571 kg／ナス 56 kg／オクラ 32 kg 生産／販売収入 78,200 
FCFA の収入を得た。 

2014 

- トマト 1,400kg、タマネギ 62 袋、ナス 25kg、オクラ少量を生産した。一部は組合員で消費し、別

途販売だけで 171,500 FCFA の収入を得ている。これ以外にもレタスなど独自で栽培を行い、

自家消費されている。 
- 2 番目に収益を上げたサイト。活動組織運営もしっかりしている。 
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サイト 活動年 活動 

2015 
- 活動のための資機材購入額 175,300FCFA の約 34％を住民が負担した。 
- タマネギ 1,200kg、トマト 1,320kg を中心に、レタス、アフリカナスなどを栽培し、約 655,000FCFA
相当額の収穫を得ており、一部は自家消費している。 

Ndiafate 
Sérère 

2013 
- トマト・ナスのみの栽培を支援し、トマト約 120 kg／ナス 35 kg を生産、販売収入 35,200 FCFA
を得た。それ以外にも多くの作物を栽培していたが、これらに対して普及員は参加者の要請に

応じて口頭で技術指導した。 

2014 

- 灌漑水の確保が難しい活動地。2014 年に井戸の掘削支援を行う。 
- 参加者が非常に多かったため、収量調査はランダムに抽出した 10 人で実施した。その結果

は、トマト 270kg、レタス 1,635 株の生産をあげていた。全量販売とみなすと合計 138,100 FCFA
となるが、一部は自家消費に回されている。 

2015 
- レタス、タマネギ（220kg）などを収穫し、135,750FCFA 相当額の収穫を得ているが、半分以上は

自家消費されている。 
- 地域内にも栽培グループはあるが、技術的交流を行ったことはないとう情報を得た。 

Dabane 
Guéladio 

2013 - 圃場面積が小さいことから、販売用のナスとキャベツのポット苗生産を初期目的に開始し、苗生

産／生産物の販売で約 65,000 FCFA の収入を得た。 

2014 

- 当年より圃場拡大により通常栽培も実施できるようになる。 
- 灌漑水の塩水化により十分な収量を得られなかった。トマト 50kg、キャベツ 37kg、オクラ 25kg、
ビサップ 10kg、レタス 138 株生産した。全量販売したが収入は 47,151 FCFA と少なかった。収

入の内、14,000 FCFA は組合積立金とした。 

2015 

- 組合長を中心に活動組織運営もしっかりしている。 
- 灌漑用井戸水の塩水化問題が原因で十分な所得向上には至っていない。 
- 生産が低調なため、活動のための資機材購入必要経費 166,400FCFA に対し、住民負担分を

10％とした。 
- レタス、ナス、タマネギ、トマトなどを栽培したが、乾期後半の 4～5 月時期に井戸水の塩水化に

より当該年も十分な収穫が得られなかった。 
- ポット苗の生産は継続されている。現在までに主にポット苗の販売により 12,000FCFA の収入を

得ている。 
 

Box 2：簡易灌漑施設導入の困難性 
 右表の設置費用推計のように１ユニット(5m x 5m)で約 31,350CFA の設

備投資が必要である。最低でも 4 ユニット（約 125,000CFA）の設置がな
いとグループ活動として成立しないと判断。 

 灌漑水の水質が悪い。砂がかなり入り込むことが考えられ､ノズルが詰ま
る可能性が高い。 

 現地で入手可能なホースは耐性が悪く､毎年の交換が必要。 
 対象村落のような農村部で必要資材調達は困難。 
 対象村落内に設置作業／修理ができる人材は少ない。女性グループに

よる灌漑施設を活動者／支援者だけで設置できる保証が得られない。 
 
以上の状況から判断して、現状では簡易灌漑施設の導入は困難と判断。継続して導入を試みるより現行の栽培活動

を改善しながら収入向上を計るべきと判断し、簡易灌漑による栽培は断念した。 

   
灌水タンク試運転 ドリップ配管を整理する普及員 半年で劣化／破損した市販パイプ 

 

 
1) 栽培技術向上と収益性向上に関する評価 
栽培作目の選定については、各サイトの住民の希望に委ねたが、基本的に根菜、果菜、葉菜を

満遍なく取り入れるように考えた。栽培作物にはキャベツ、レタス、ナス、アフリカナス、トマ

ト、トウガラシ、ダイコン、タマネギなど多種の栽培を行い、自家消費と販売を行ってきた。ダ

イコンやタマネギは比較的新しい野菜となったが、他の野菜は現地では広く栽培が行われている。

機材名 数量 費用 (FCFA) 
ホース 1 12,500 
ドラム缶 1 7,500 
蛇口 1 2,500 
ドラム缶開閉弁 1 1,750 
継ぎ手 T type 5 1,500 
継ぎ手 2 600 
その他、溶接等 - 5,000 
合計  31,350 

灌漑施設の導入規模：5m x 5 line で算出 
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このように、サイトにより栽培作目は変わるが、多くの野菜を栽培して、経験を通した栽培技術

の向上が行われた。 
また、収益性については、2014 年活動において Kamatane Bambara（支出 121,200 FCFA に対し

収益 636,000 FCFA）や Lérane Coly（支出 175,300 FCFA に対し収益 655,000 FCFA）のように、高

い収益を上げているサイトも出るようになっている。これらの数値は栽培組織の中で管理・提供

されたものであり、組織の民主的な運営に繋がっている。 
一方、このような野菜栽培技術の習得については､普及員の役割が非常に大きい。2014 年活動の

栽培管理に関しては、住民の独自活動に委ねたが、独自活動の中でも十分な収益をあげているサ

イトも多く､総じて普及員活動への技術的評価は高かった。ただし、全ての技術について十分な技

術が確立されたわけではなく、特に危険性の伴う病害虫防除については普及員の継続的な支援が

望まれる。また、井戸水の塩水化など自然環境に対する脆弱性への対応などについては今後の課

題である。 
 

2) 土壌劣化対策への貢献 
野菜栽培活動の土壌劣化対策への貢献への取り組みも行われている。Kamatane Bambara では、

生産された堆肥を圃場で活用している。2014 年までの活動では堆肥の施用効果を信頼しない組合

員もいたため圃場の半分しか施用しなかったが、2015 年栽培では堆肥の有効性を全組合員が理解

したため、圃場全体に生産堆肥を施用して活動することとした。堆肥は施設内で腐熟化したまま

保管されていた。また、Lérane Coly はじめ多くの活動地で家畜糞尿を利用して､育苗／圃場栽培を

行っている。さらに、普及員も住民へ堆肥・家畜糞利用の有効性を説明しながら指導を行ってき

ており、全部の野菜栽培活動地で堆肥家畜糞の利用が行われた。 
 

3) 活動の継続性 
収入向上という目的に対しては、一部のサイトで十分な達成には至らなかったが、継続した活

動は実施されている。Kamatane Bambara と Lérane Coly の 2 サイトについては、適時の技術的補助

があれば、栽培作業のほとんどを自主管理できるようになっている。Dabane Guéladio では本活動

がきっかけとなり、組織形成が行われて活動を継続しており、組合長のリーダーシップのもと毎

年の活動で経費の供出、圃場整備の分担を行っており、プロジェクト支援なしでの持続的な活動

を継続している。Ndiafate Sérère では圃場を拡張する計画を持っている。また Ngoulou Peul では、

組織の交代などはあったが、タマネギ栽培に関しては 3 年間で大きな収穫を得ており、技術的定

着もみられるなど、多くのサイトで栽培技術向上は認められた。各活動サイトからは収支報告も

受けており、収入向上ばかりでなく組織運営にも効果が出ている。このようなことから普及員と

の連携による技術移転が非常に大きな効果を生み出していると判断される。 
一方、普及員の人員不足や地域内での技術サービスを提供できる機関が少ないなど、地域住民

は栽培技術指導へのアクセスの機会は非常に限られている。また、住民間の自主的な技術情報交

流機会は乏しく、そうした情報へのアクセスを意識した活動意欲も低い。このことから､住民間の

技術伝播の可能性を高めるには、住民間の交流も必要ではあるが、現状を考えると公的機関（普

及員／NGO／研究機関）による技術情報の提供の蓄積が重要と考えられる。 

添付資料 7

7 - 35





3. 植林実績一覧 2012-2016
FATICK KAOLACK 2 Régions

année
Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

Nombre
plantes

Superficie
(ha)

Longeur
(km)

年 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長 植栽本数 面積 植栽長
[Bilan] Grand total

2012 2,650 3.68 0.350 1,686 4.64 0.490 4,336 8.32 0.840 2,550 4.14 0.280 2,775 21.03 0.640 5,325 25.17 0.920 9,661 33.49 1.760

2013 4,575 5.12 1.375 5,019 10.62 1.756 9,594 15.74 3.131 3,521 6.15 0.500 3,618 10.00 0.470 7,139 16.15 0.970 16,733 31.90 4.101

2014 9,376 12.54 1.800 7,527 15.00 2.273 16,903 27.54 4.073 7,155 12.93 0.700 6,661 15.26 0.580 13,816 28.18 1.280 30,719 55.73 5.353

2015 8,172 15.48 0.800 5,694 14.33 1.851 13,866 29.80 2.651 7,460 11.82 0.600 10,630 22.47 1.300 18,090 34.29 1.900 31,956 64.09 4.551

2016 14,079 33.89 1.100 5,482 12.56 1.929 19,561 46.45 3.029 6,495 10.69 1.155 6,584 38.21 1.000 13,079 48.90 2.155 32,640 95.35 5.184

Total 38,852 70.71 5.425 25,408 57.16 8.299 64,260 127.87 13.724 27,181 45.72 3.235 30,268 106.97 3.990 57,449 152.69 7.225 121,709 280.56 20.949

[E1] Brise-vent/ Haie vive (Ecartement 1m)
2012 350 0.00 0.350 280 0.00 0.490 630 0.00 0.840 280 0.00 0.280 640 0.00 0.640 920 0.00 0.920 1,550 0.00 1.760

2013 1,375 0.00 1.375 1,636 0.00 1.756 3,011 0.00 3.131 500 0.00 0.500 470 0.00 0.470 970 0.00 0.970 3,981 0.00 4.101

2014 1,800 0.00 1.800 1,978 0.00 2.273 3,778 0.00 4.073 650 0.00 0.700 580 0.00 0.580 1,230 0.00 1.280 5,008 0.00 5.353

2015 800 0.00 0.800 1,809 0.00 1.851 2,609 0.00 2.651 600 0.00 0.600 1,300 0.00 1.300 1,900 0.00 1.900 4,509 0.00 4.551

2016 800 0.00 0.400 1,823 0.00 1.929 2,623 0.00 2.329 1,310 0.00 1.005 1,000 0.00 1.000 2,310 0.00 2.005 4,933 0.00 4.334

Total 5,125 0.00 4.725 7,526 0.00 8.299 12,651 0.00 13.024 3,340 0.00 3.085 3,990 0.00 3.990 7,330 0.00 7.075 19,981 0.00 20.099

[S1-1] Culture en couloirs
2012 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000

2013 0 0.00 0.000 286 0.63 0.000 286 0.63 0.000 157 1.57 0.000 1,700 3.74 0.000 1,857 5.31 0.000 2,143 5.94 0.000

2014 0 0.00 0.000 950 4.04 0.000 950 4.04 0.000 200 2.00 0.000 2,000 4.40 0.000 2,200 6.40 0.000 3,150 10.44 0.000

2015 0 0.00 0.000 290 0.64 0.000 290 0.64 0.000 0 0.00 0.000 2,000 4.40 0.000 2,000 4.40 0.000 2,290 5.04 0.000

2016 200 0.00 0.200 190 1.06 0.000 390 1.06 0.200 0 0.00 0.000 1,700 4.70 0.000 1,700 4.70 0.000 2,090 5.76 0.200

Total 200 0.00 0.200 1,716 6.37 0.000 1,916 6.37 0.200 357 3.57 0.000 7,400 17.24 0.000 7,757 20.81 0.000 9,673 27.18 0.200

[S1-2] RNA (Régénération naturelle assistée)+Enrichissement
2012 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000

2013 0 0.00 0.000 150 1.50 0.000 150 1.50 0.000 0 0.00 0.00 300 3.00 0.00 300 3.00 0.000 450 4.50 0.000

2014 0 0.00 0.000 100 1.00 0.000 100 1.00 0.000 100 1.00 0.00 400 4.00 0.00 500 5.00 0.000 600 6.00 0.000

2015 0 0.00 0.000 325 3.25 0.000 325 3.25 0.000 0 0.00 0.00 755 7.55 0.00 755 7.55 0.000 1,080 10.80 0.000

2016 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 425 19.50 0.000 425 19.50 0.000 425 19.50 0.000

Total 0 0.00 0.000 575 5.75 0.000 575 5.75 0.000 100 1.00 0.00 1,880 34.05 0.00 1,980 35.05 0.000 2,555 40.80 0.000

[S4] Mise en defens/ Enrichissement
2012 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000 0 0.00 0.000

2013 150 0.24 0.000 0 0.00 0.000 150 0.24 0.000 2 0.00 0.000 5 0.01 0.000 7 0.01 0.000 157 0.25 0.000

2014 176 0.28 0.000 0 0.00 0.000 176 0.28 0.000 0 0.00 0.000 306 0.49 0.000 306 0.49 0.000 482 0.77 0.000

2015 409 2.33 0.000 58 0.09 0.000 467 2.43 0.000 130 0.21 0.000 430 0.69 0.000 560 0.90 0.000 1,027 3.32 0.000

2016 1,500 16.00 0.000 184 1.00 0.000 1,684 17.00 0.000 1,200 3.50 0.150 529 5.01 0.000 1,729 8.51 0.150 3,413 25.51 0.150

Total 2,235 18.86 0.000 242 1.09 0.000 2,477 19.95 0.000 1,332 3.71 0.150 1,270 6.20 0.000 2,602 9.90 0.150 5,079 29.85 0.150

[S5] Espèces halophytes
2012 2,000 3.20 0.000 160 0.26 0.000 2,160 3.46 0.000 1,450 2.32 0.000 400 0.64 0.000 1,850 2.96 0.000 4,010 6.42 0.000

2013 2,400 3.84 0.000 700 1.12 0.000 3,100 4.96 0.000 2,690 4.30 0.000 0 0.00 0.000 2,690 4.30 0.000 5,790 9.26 0.000

2014 6,500 10.40 0.000 1,396 2.23 0.000 7,896 12.63 0.000 4,375 7.00 0.000 0 0.00 0.000 4,375 7.00 0.000 12,271 19.63 0.000

2015 900 1.44 0.000 550 0.88 0.000 1,450 2.32 0.000 4,880 7.81 0.000 0 0.00 0.000 4,880 7.81 0.000 6,330 10.13 0.000

2016 9,805 15.68 0.000 890 3.64 0.000 10,695 19.32 0.000 1,240 1.98 0.000 0 0.00 0.000 1,240 1.98 0.000 11,935 21.30 0.000

Total 21,605 34.56 0.000 3,696 8.13 0.000 25,301 42.69 0.000 14,635 23.41 0.000 400 0.64 0.000 15,035 24.05 0.000 40,336 66.74 0.000

[R1] Création des revenus
2012 300 0.48 0.000 1,246 4.39 0.000 1,546 4.87 0.000 820 1.82 0.000 1,735 20.39 0.000 2,555 22.21 0.000 4,101 27.07 0.000

2013 650 1.04 0.000 2,247 7.38 0.000 2,897 8.42 0.000 172 0.28 0.000 1,143 3.26 0.000 1,315 3.53 0.000 4,212 11.95 0.000

2014 900 1.86 0.000 3,103 7.73 0.000 4,003 9.59 0.000 1,830 2.93 0.000 3,375 6.37 0.000 5,205 9.29 0.000 9,208 18.88 0.000

2015 6,063 11.70 0.000 2,662 9.47 0.000 8,725 21.17 0.000 1,850 3.80 0.000 6,145 9.83 0.000 7,995 13.63 0.000 16,720 34.80 0.000

2016 1,774 2.21 0.500 2,395 6.86 0.000 4,169 9.07 0.500 2,745 5.21 0.000 2,930 9.00 0.000 5,675 14.21 0.000 9,844 23.28 0.500

Total 9,687 17.29 0.500 11,653 35.82 0.000 21,340 53.11 0.500 7,417 14.03 0.000 15,328 48.84 0.000 22,745 62.87 0.000 44,085 115.98 0.500

合計

収入創出植林

列状植栽

対塩性樹種

天然更新促進/補植

防風林/生垣

Dép. Kaolack
Total de 2

Départements
Total de 2

Départements
TOTALDép. Nioro du RipDépartement/県 Dép.FoundigneDép.Fatick

Région/州

保存区設置/補植
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4. エコサントイレを活用した堆肥製造 
4.1 C/P および住民への技術の説明 

本プロジェクトでは、エコサントイレにより、人の排泄物を堆肥化する技術の適用を試

みた。とりわけイスラム文化においては人の排泄物を不浄なものと捉えており、農業生産

に活用することに対して精神的な抵抗を感じることが一般的である。こうした文化的背景

の下、エコサントイレから堆肥を製造する取り組みに対して、当初 C/P 機関はもとより住

民においても反対の声が強いことが懸念された。  

第２年次においてパイロットサイト活動開始時には、ダカールにおける C/P 機関との協

議において、エコサントイレを活用した堆肥製造技術に係る試験的活動を実施することに

ついて了承を取り付けると共に、本活動の候補となったパイロットサイト 4 ヶ村において、

住民集会を通じて活動実施の了解を得た。  

州レベルの活動では、初めにエコサントイレの導入経験のある技術者 1を州間定期会合

に招き、本プロジェクト対象州（ファティック州およびカオラック州）の州森林局長およ

び県森林局長に対して技術説明を行ない、エコサントイレと堆肥製造に係る理解を図った。 

また対象となった 4 ヶ村においては、上記の懸念を

払拭すべく、前述したエコサントイレの導入経験のあ

る技術者が各対象村落を訪問し、技術の具体的説明を

行なうと共に、エコサントイレの模型を用いてその構

造の説明を行なった（右写真）。技術の詳細内容、生産

された堆肥の取扱いおよびその効果について住民の理

解が得られた後、村落内で話し合いが行なわれ、設置

対象となる 20 世帯（5 世帯／村）が選定された。  

 

表  4-1 エコサントイレ設置村落  
州  県  活動サイト  エコサントイレ設置数  

Fatick Fatick Kaidiou 5 
Foundiougne Sangako 5 

Kaolack Kaolack Ndiafate Sérère 5 
Nioro du Rip Dabaly 5 

合計    20 

 

4.2 普及員の育成研修 
エコサントイレは、一般のトイレと構造が異なるこ

とから、その使用方法を間違えないことが重要とな

る。そのため、各対象村落から 1 名ずつ女性の普及員

を選定し、育成研修を実施した。エコサントイレの使

用方法に加えて、村内での衛生環境改善のための啓発

活動の推進を目的として、啓発ツール（添付資料 10 参

照）を活用してトイレ周辺や水因性疾病の予防に関す

                                                        
1 Fodé Abou CAMARA 氏。元 EAA 職員。現 CAMARA & PARTENAIRES 代表。  
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る講義を併せて行なった。研修は 3 日間行われ、普及実習もパイロットサイトで実施した。 

 

4.3 建設工の育成研修 
上述したように、エコサントイレは一般のトイレと

構造が異なるため、各対象村落内の建設工 4 名（1 名

／村）に対してトイレ建設のための研修を第２年次に

実施した。研修にはエコサントイレの建設実績のある

技術者 2を講師として招き、参加者は図面を見ながら

実際のエコサントイレ建設を通じて、そのプロセスを

学んだ。研修期間はエコサントイレが完成するまでの

7 日間に及んだ。  

また第４年次には、エコサントイレ建設に係る研修に参加した 4 名の建設工を対象とし

てトイレ建設費用削減のための意見交換会を行ない、そこで出されたアイデアを反映した

実習が 4 日間に亘り行なわれた。研修後には各対象村落においてさらに 8 基の新たなエコ

サントイレ（2 基／村）が建設された。検討の結果削減された建設コストは以下のとおり

である。  

 

表  4-2 エコサントイレ建設 1 基当り費用（カオラックの場合）  
Désignation  Unité Quantité Prix Unit Prix total 
I- Maconnerie     
Ciment sac 15 3,300    49,500 
Gravier (3 caisses ou 0,49 m3) brouette 7 2,400    16,800 
Sable m3 3   

Sous Total I    66,300 
II- Feraillage     

Fer 6 (12 m/barre) barres 1 900 900 
Fer 8 (12 m/barre) barres 7 1,400 9,800 
Fil de fer attache  kg 1 1,000 1,000 
Sous Total II    11,700 
III- Plomberie     

Coude PVC 50  U 9 300 2,700 
Té PVC 50 U 1 600 600 
Tuyau PVC 50  m 6 300 1,800 
Bonde de sol 12 x 12  U 3 1,000 3,000 
Colle Tangit pour PVC  U 1 7,000 7,000 
SOUS TOTAL III    15,100 
IV- Autres matériaux     

Chevrons (poutrelle) 6*4 de 3,5 m U 1 3,000 3,000 
Planche Samba 2T pour coffrage U 2 6,000 12,000 
Tôles ondulées 0,17 feuille 3 2,000 6,000 
Latte 4*4 U 2 1,400 2,800 
crochets U 2 500 1,000 

                                                        
2 Alhassane DABO 氏。水利・村落機材上級技師。  
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Désignation  Unité Quantité Prix Unit Prix total 
pommelles paire 1 400 400 
Pointes 5 kg 0.5 1,000 500 
Couverture métalique de urinoire U 1 11,000 11,000 
Grillage moustiquaire ml 0.5 1,000 500 
Bidon d'urine de  20 l U 5 500 2,500 
SOUS TOTAL IV    39,700 
V- Main d'œuvre      

Confection Portes U 1 1,500 1,500 
main d'œuvre maçons U 1 40,000 40,000 
Briques pleines de 15 U 30 35 1,050 
Briques pleines de 12 U 90 35 3,150 
Briques creuses de 12 U 140 35 4,900 
Eléments de cheminée U 30 35 1,050 
Transport matériaux  ff 1 10,000 10,000 
SOUS TOTAL V    61,650 
TOTAL GENERAL (FCFA)    194,450 

 

4.4 エコサン堆肥協力農家の研修 
各対象村落から合計 7 名の協力農家が研修に参加

し、実際に生産された堆肥の活用方法について学習し

た。協力農家はエコサントイレから得られた堆肥を使

用した農産物栽培を行ない、他の住民向けに展示する

と共にその効果について説明する役割を担った。協力

農家に対する研修は 2 日間実施された。  

 

4.5 エコサン適用農家の視察 
エコサントイレは EAA 3により既にティエス州の一部の村落 4において導入実績がある。

実際にエコサントイレを視察し、利用している村落住民との意見交換による技術の理解促

進を目的として、視察訪問を実施した。初めにエコサン関連活動のモニタリングを行なう

プロジェクトアニメーターらがエコサントイレ導入済みの村落を視察訪問し、技術の理解

を深めた。次に本プロジェクトにおいてエコサン導入予定の各対象村落から村落住民が計

19 名参加し、同じ村を視察訪問した。本視察訪問を通じて、対象村落住民はエコサントイ

レについてより一層理解を深めることができた。  

 

4.6 エコサン堆肥の生産量、成分分析および微生物学的検査 
(1) 生産量の推定 

エコサントイレ設置サイトにおいて、これまで生産されたエコサン堆肥量と使用状況に

係る追加調査を実施した。調査対象はエコサントイレを導入した 28 世帯である。なお、

2015 年設置のエコサントイレのうち、固形堆肥を未回収の世帯のデータは含まれない。  

                                                        
3 EAA : Agence Intergouvernementale Panafricaine Eau et Assainissement pour l'Afrique （アフリカ水と衛生

国家間機構）  
4 ティエス州、Keur Matar Aram 村および Hannène 村  
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各世帯の主要使用者数 5とエコサン堆肥の年間生産状況の相関 6を下図 4-1 に示した。

排尿量については、使用者数が多いほど、回収量が増える傾向が窺える。一方で、排便量

に関して言えば、貯留槽が満杯になった後に固形堆肥の分解に半年を要するため、その回

収頻度は各世帯によって異なることから、排尿量のデータに比べてばらつきが見られた。 

なお、調査対象世帯の平均世帯人数（8.4 人）から年間生産量を類推すると、その場合の

世帯当たりの排尿量は 160 リットル／年、年間排便量は 57 kg／年であった。  

 

 

図  4-1 エコサントイレにおける使用者数と生産量の相関図  

 

また、エコサントイレの使用状況に関する分析結果からは、ほとんどの世帯がトイレを

使用し、十分な手入れを行なっていることが窺える。また、エコサントイレは通常のトイ

レと構造が異なるが、使用者らはその使用方法について十分に理解していることが分かる。 

使用状況に関する調査結果を図 4-2 に示す。  

                                                        
5 追加調査では主な使用者を成人と 15 歳未満の子供に分けて収集した。但し、主な使用者が幼児でない

ことから、排尿量、排便量共に大きな差がないものとして、分析においては成人と子供の合計を使用

者数とした。  
6 外れ値の判定では四分位範囲（IQR）を用い、「第三四分位＋1.5×IQR」を上限、「第一四分位－1.5×

IQR」を下限とした。  

y = 12.761x + 53.435
R² = 0.2501 y = 3.2515x + 30.21
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図  4-2 エコサントイレの使用状況  

 

エコサントイレから生産された堆肥の用途に関する聞き取り調査では、ほとんどの世帯

で穀物栽培圃場（ミレット、トウモロコシ、ラッカセイおよびソルゴー）に施用している

ことが分かった。その他の用途としては、野菜栽培、柑橘系樹種への適用が挙げられた。

液肥と固形堆肥の用途に大きな違いは見られず、エコサントイレ使用者による生産堆肥の

農業生産物への施用に精神的な抵抗感はないものと考えられる。  

上記調査結果から 1 世帯に設置されたエコサントイレからは広大な面積に投入するほど

の堆肥は得られないことは明らかである。しかしながら、1）トイレ汚泥を堆肥として活用

できること、2）過去の施用結果からその増収効果が高いこと、3）世帯周辺の衛生状況が

改善されたこと等を理由に、エコサントイレの設置を望む住民は多い。  

 

(2) エコサン堆肥の成分分析 
エコサントイレから生産された固形堆肥について分析を行なった結果を下表に示した。 

2 槽ある固形堆肥用貯留槽の内、片方が満杯になった時点でその使用を停止し、分解の

ために 6 ヶ月放置した後に固形堆肥を回収した。  

 

表  4-3 エコサン堆肥の成分分析結果  

No. 採取サイト  
固相率  
（%）  

P 2 O 5  
(mg/g) 

K 2 O 
(mg/g) 

Nt 
(mg/g) 

1 Ndiafate Sérère 95.09 3.9 0.61 20 
2 Ndiafate Sérère 99.62 3.1 0.89 10 
3 Ndiafate Sérère 97.35 1.2 0.49 4 
4 Dabaly 93.12 3.2 25.2 21 
5 Dabaly 74.89 2.4 1.2 18 
6 Dabaly 89.52 2.0 0.72 11 
7 Dabaly 87.91 3.1 0.70 11 
8 Dabaly 96.23 1.9 0.58 3 
9 Sangako 76.54 2.1 1.08 10 

10 Sangako 85.98 4.7 0.62 20 

-4

-3

-2

-1

0
1 2 3

(1) 使用頻度

(2) 外部の清潔さ

(3) 内部の清潔さ

(4) 臭気

(5) 使用方法の理解度

毎日 時々 ほとんど使用

しない

良い 普通 悪い

良い 普通 悪い

良い 普通 悪い

良い 普通 悪い

● 調査結果
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No. 採取サイト  
固相率  
（%）  

P 2 O 5  
(mg/g) 

K 2 O 
(mg/g) 

Nt 
(mg/g) 

11 Sangako 87.47 3.5 0.59 6 
12 Sangako 90.48 2.9 0.99 11 
13 Sangako 77.57 1.4 0.98 10 
14 Kandiou 99.46 3.6 2.11 5 
15 Kandiou 92.64 3.1 1.44 5 
16 Kandiou 97.02 1.1 1.63 10 
17 Kandiou 97.03 0.5 0.72 6 

 

(3) 微生物学的検査 
2014 年 3 月に回収した便の糞便性大

腸菌に係る分析結果を右図に示した。

ほとんどのトイレでは糞便性大腸菌は

検出されず、17 ヶ所中 15 ヶ所で回収

された糞が食料用に安全な堆肥とされ

る Class A に分類された 7。これは、エ

コサントイレで製造された固形堆肥が

衛生上の問題がないことを示す根拠の

ひとつと言える。なお、2 ヶ所が Class 

B に分類されたが、これは片側の貯留

槽の使用停止を指示した後も、住民が誤って使用を継続していたため、堆肥化のための十

分な時間が取れなかったことが原因と考えられる。そのため、トイレの使用方法について

は今後の啓発活動を通じて徹底を図ることが重要である。  

1. エコサン堆肥の作物増収効果  

2016 年 1 月の運営指導調査団の提言を受け、エコサン堆肥を活用した作物増収効果に関

する調査を各エコサン活動対象サイトにおいて実施した。試験調査対象としては各比較用

圃場面積を 100m2とし、結果を ha 換算した。調査結果を以下に示した。  

図からわかるように、すべての圃場においてエコサン堆肥を使用した試験区で最も高い

収量が得られた。エコサン堆肥効果について過去に実施した収量調査では、ミレット栽培

とレタス栽培において、エコサン堆肥使用により高い収量が得られたことが既に報告され

ているが、今回の調査においても同様にエコサン堆肥使用が収量増に対して高い効果を示

す結果となった。  

なお、今回の調査では試験実施時に協力農家において使用可能なエコサン堆肥の保管量

に違いがあり、かつ協力農家の使用実態に合わせてエコサン堆肥の施肥量を決定したため、

投入量にバラつきが生じている。  

                                                        
7 米国 EPA によれば、糞便性大腸菌 1,000 MPN 未満では食料用植物栽培に使用可能な安全な堆肥（Class 
A）、2.00E+03 未満の場合には観葉植物に使用可能な堆肥（Class B）、それ以外（Class C）と分類してい

る  (Survival of Fecal Coliforms in Dry-Composting Toilets, 2001, THOMAS REDLINGER., et al) 。なお、日

本及びセネガルでは堆肥の微生物学的安全性（バイオセーフティー）に係る基準は設けられていない。  

1.00E-02

1.00E-01

1.00E+00

1.00E+01

1.00E+02

1.00E+03

1.00E+04

1.00E+05

1.00E+06

1.00E+07

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

(CFU/100g)

ECOSANトイレのNo.

糞便性大腸菌

CLASS C

CLASS B

CLASS A

図  4-3 糞便性大腸菌の検出状況  
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4.7 エコサン堆肥製造技術適用に係る教訓 
エコサン堆肥製造技術において得られた教訓を以下に整理した。  

 人間の排泄物を扱うことから、特にイスラム教信仰の住民には技術に対する抵抗

感が極めて強い。そのため技術適用に当たっては、住民側との十分な事前協議を

通じて技術の理解を深める必要がある。なお、本プロジェクトの経験から、適切な

技術説明と丁寧な指導を行なうことにより、イスラム教信仰住民であっても十分

に技術の受け入れが可能であり、技術に対する評価が高いことが証明された。  

 エコサントイレの建設費用は高価ではあり、一般住民にとっては設置が容易では

ないものの、一般に普及が進められているトイレの建設費用（約 20 万 FCFA）と

それほどの違いはないことから、技術導入は決して不可能ではない。但し、技術の

正しい理解と使用方法に係る啓発活動に対する費用を考慮する必要がある。  

 1 基のエコサントイレから回収可能な堆肥量には限界があることから、農家の所

有する農地全てを網羅するだけの生産量を確保することができない。そのため、

堆肥として使用する場合には家畜糞と併用するなどの工夫が必要となる。また、

衛生環境改善、汲み取り費用の軽減、周辺井戸の汚染防止などの長所が導入のイ

ンセンティブとなり得る。  

 本プロジェクトで試行したエコサントイレは世帯向けの規模である。従い、学校

や市場など多くの利用者を対象とする場合には、その規模を推定した上でトイレ

の規模を再検討する必要があると同時に管理方法をあらかじめ定めておかなけれ

ばならない。  

 エコサントイレは一般のトイレとその構造が異なることから、エコサントイレの

建設経験のある建設工が必要となる。本プロジェクトでは、各対象サイトの建設

工 1 名に対して研修を行なったが、今後普及する場合にはさらに多くの建設工の

育成が必要となる。  

 

図  4-4 4 サイトにおける堆肥種別の収量比較  
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4.8 エコサントイレ関連技術および啓発に係る協力者リスト 
以下に、本プロジェクトで試行したエコサントイレ関連活動の協力者のリストを示した。

今後のエコサン関連活動における助言を得るに当たっての参考とされたい。  

 

表  4-4 エコサン関連技術者一覧  
氏名  職位  連絡先 E-mail アドレス  

Fodé Abou CAMARA Directeur du CAMARA & PARTENAIRES campart2013@gmail.com 

Alhassane DABO 
Technicien Supérieur de l'Hydraulique et de 
l'Equipement Rural 

alhassanedabo@yahoo.fr 
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5. パイロット活動「野菜栽培」にかかるアンケート結果 
 

パイロット活動では、住民の土壌劣化対策のインセンティブを高めるため、主に村落の

女性グループを対象に収入向上を目的とした乾期の野菜作物生産を取り入れた。本活動の

対象としたパイロットサイトは、ファティック県 Ngoulou Peul 村（F1）、Djilor 村（F5）、

フンジュン県 Kamatane Bambara 村（Fd1）、Lerane Coly 村（Fd2）、カオラック県 Ndiafat 

Sérère 村（K3）、Dabane Guéladio 村（K4）の 6 ヶ村である。活動期間は 2012 年末の乾期か

ら 2016 年までの 4 シーズンである。ただし、カオラック県の 2 か村は 2015 年末からの乾

期にはプロジェクト活動として野菜栽培支援は行なっていない。  

表  5-1 野菜栽培実施サイト  

サイト  主な栽培品目  参加グループ  
プロジェクト開始前の  

野菜栽培経験  
F1: Ngoulou Peul タマネギ  女性 10 名、男性 1 名  特になし  
F5: Djilor タマネギ、トマ

ト、レタス  
女性 50 名  プロジェクト介入前に World 

Vision の支援により野菜栽培経

験あり  
Fd1: Kamatane Bambara タマネギ  女性 24 名  ANCAR による技術研修受講の

経験あり  
Fd2: Lerane Coly タマネギ  女性 70 名  Action Aide、UGAN などによる

野菜栽培活動への支援実績あり  
K3: Ndiafate Sérère レタス  女性 128 名  COFEK や市からの資材提供が

あったが栽培技術については支

援なし  
K4: Dabane Guéladio ナス  女性 82 名  特になし  

 

収入創出活動（野菜栽培）がどのように劣化土壌対策活動に結びつくのかを明らかにす

るため、対象女性グループに対しアンケート調査を実施した。  

その結果、対象全グループから、プロジェクトが劣化土壌対策にかかる取り組みを行なっ

ていることを認識しているとの回答を得た。6 グループのうち、Djilor 村だけは本プロジェ

クトで支援した野菜栽培活動を継続していない。これは、女性グループを対象として野菜

栽培支援に取り組んだものの、グループメンバーが個々に区画を有している一方で、プロ

ジェクトが個人を対象として支援しないことを理由にプロジェクトと協働での活動が継続

困難となったためである。  

その他の 5 グループは現在も野菜栽培活動を継続しており、いずれのグループも現時点

では今後の活動継続に制約がなく、継続していく意思を示している。本活動が自家消費や

収入向上につながっていること、本活動による現金収入を子どもの教育や医療にあてるこ

とができていることなど、活動継続のモチベーションについて 4 グループの回答から確認

できた。  

加えて、植林への参加や改良堆肥による土壌改良に取り組むなど、プロジェクト開始以

前に比べメンバーが劣化土壌対策活動に参加するようになったとすべてのグループが回答

している。  

等高線栽培、有機肥料、改良堆肥、風食対策としての生垣設置など、プロジェクトが取
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り組んだ劣化土壌技術を野菜栽培活動に活用されていると 6 グループ中 5 グループが回答

しており、プロジェクトの取り組みが収入向上のための野菜栽培に活かされていることが

確認できた。  

一方、野菜栽培活動の収益の一部が何らかの劣化土壌活動に運用されているかという問

いに対しては、1 グループのみ植林サイトの柵の設置にかかる資材購入にあてたと回答が

あったが、その他のグループでは野菜栽培にかかる支出以外に金銭的な負担を回すには

至っていない。しかしながら、「直接的には劣化土壌対策に収益を回すことはないものの、

収益が日常的なニーズに充てられるようになり森林資源への依存が低下したことを実感し、

このような間接的なインパクトがあるからこそ劣化土壌対策の一つのツールとして野菜栽

培が取り上げられたと理解している。」と回答したグループがあった（Lerane Coly 村）。  

アンケート調査の結果から、村落住民の劣化土壌対策への意識を高める上で収入創出活

動（野菜栽培）が効果的であったことが確認された。但し、本活動が劣化土壌対策活動に

対して直接的なインパクトを与えるまでには至っていない（収益を劣化土壌対策活動に活

用するに至っていない）ことも併せて確認された。また、Lerane Coly の女性グループが回

答したように、収入向上に伴う生活改善が劣化土壌対策活動への参画を促す動機になり得

ることが確認された。  
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6. 劣化土壌対策技術に関する住民向けアンケートの結果 
 

優先地域住民に対する劣化土壌対策技術の理解度と適用状況に関するアンケート調査

を実施した。初回調査を 2012 年に、最終調査を 2016 年に実施した。両調査結果を比較し

た最終結果を下図 6-1 に示した。調査対象は以下のとおりである。  

 2012 年調査対象：各パイロットサイト（20 ヶ村）の 20 世帯（有効回答数 393 世帯）  

 2016 年調査対象：各優先サイト（100 ヶ村）の 10 世帯以上（有効回答数 1,019 世帯）  

特徴としては、塩害や肥沃度低下が主要課題であるファティック州では、プロジェクト

開始当初に比べ、植林関連技術や堆肥製造に理解が進んでいる一方、カオラック州では植

林関連技術に加えて水食関連技術への理解が進んでいることが分かる。  

 

 
図  6-1 優先地域住民に対する劣化土壌対策技術に関するアンケート結果  

 

また、劣化土壌対策技術の適用農家数に関する質問に関しては、パイロットサイトを除

く 80 ヶ村の 76.3%において技術を適用したとの回答であった。また、優先サイト全体では

81.0%に達した。同様のアンケート調査を終了時評価直前の昨年 2015 年にも実施している

が、その時と比べて技術適用村落数が伸びていることが分かった。これは 1 年間の延長期

間中に対象地域に焦点を当てて実施した「地方自治体を通じた劣化土壌対策の試行」に係

る活動と教育ネットワークを活用した AVLOS 推進活動が大きく影響したものと考えられ

る。  

 

Fatick州対象県 Kaolack州対象県 両州対象県

土壌劣化対策
1) 枠堰
2) 石列
3) ザイ
4) 土堰
5) 堰と植林
6) 束柴
7) 等高線栽培
8) 半月工法
9) 防風林

10) 生垣
11) 防塩堤
12) インタークロップ
13) 保護区設置
14) 改良休閑システム
15) 堆肥製造
16) 列状栽培
17) 細分化小枝利用
18) 植物被覆
19) 天然更新促進
20) アグロフォレストリー
21) 保全農法
22) 学校植林
23) 村落／学校苗畑
24) ラッカセイ殻散布
25) 耐塩性樹種
26) エコサン

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

2012
2016 低← →高 低← →高 低← →高
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表  6-1 優先サイトでの技術適用状況  

州  
2015 年  2016 年  

回答村落数  
技術適用  
村落数  

全体の比率

（%）  
回答村落数  

技術適用  
村落数  

全体の比率

（%）  

ファティック  43 (34) 33 (25) 76.7 (73.5) 50 (40) 40 (30) 80.0 (75.0) 

カオラック  45 (38) 23 (16) 51.1 (42.1) 50 (40) 41 (31) 82.0 (77.5) 

全体  88 (72) 54 (41) 61.4 (56.9) 100 (80) 81 (61) 81.0 (76.3) 

 

技術を適用したと回答した世帯における適用技術の種類の割合について下図に示した。

全体として、植林関連技術の適用数が高いことが窺える。特にファティック州では、防風

林、生垣、および耐塩性樹種等の植林関連技術の割合が高い。一方、カオラックでは枠堰

や石列といった水食対策技術の適用率が上回っている様子が窺える。安価に適用できる天

然更新促進（RNA）や等高線栽培の適用が進んでいることも判明した。  

これら劣化土壌対策技術の定着を強化するためには、プロジェクト終了後にも研修およ

び啓発活動を継続し、技術の試行を繰り返すことで理解度を高めることが重要である。  

 

図  6-2 劣化土壌技術種別の適用状況  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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7. 開発した技術の普及展開 
7.1 AVLOS推進のための州フォーラム 
(1) ファティック州フォーラム後の AVLOS活動実施状況  

2014 年 11 月にファティック州を対象に開催した

AVLOS 推進のための州教育フォーラム後のモニタリ

ングを実施した。モニタリングは、2015 年 1 月から 2
月にかけて、まずフォーラムに参加した CGE 連合代表

者によるフォーラム決議事項の CGE および地域住民

への伝達状況および CGE 連合・CGE の年間活動計画

（PA および PAV）への AVLOS 活動の反映状況の把握

を行なった。続いて 2015 年 10 月から 11 月にかけてそ

の実施結果に関するアンケートを実施した。その集計

結果をまとめたものが下の 2 つのグラフである。図 
7-1 は「CGE 連合レベル」でのフォーラム決議伝達お

よび AVLOS 活動計画／実施状況を、図 7-2 は「CGE
レベル」でのそれを示している。なお、主要アクター

の決議事項は右 BOX を参照のこと。 
CGE 連合に関しては、ファティック州内 39 の CGE

連合のうち 36 連合（92%）がフォーラムに参加し、そ

の直後に総会を開催してコミュン内の CGE に対しフ

ォーラム決議の伝達と AVLOS 活動推進の推奨を実施

した 1。これら 36 連合は全て、年間活動計画表の中に

劣化土壌対策に係る CGE や地域住民への啓発活動やコミュン・CGE レベルでの植林活動を中心

とした AVLOS 促進活動を反映している。そのうち 32 連合（82%）が少なくとも 1 つの AVLOS 関

連活動を実施したという結果となった。なおその内訳は、啓発活動の実施が 28 連合（72%）、植林

関連活動が 14 連合（38%）、それら両方を実施したのが 10 連合（26%）であった。 

 

図 7-1 ファティック州フォーラム（2014 年 11 月）後の AVLOS 推進活動実施結果（CGE 連合レベル） 

 
続いて CGE レベルの決議伝達状況および実施結果を見ると、州内の合計 640 CGE の内、551 

CGE（86%）がフォーラム決議伝達のための CGE 連合総会に参加してフォーラム関連情報を受け

取り、そのほぼ同数である 545 CGE（85%）がその情報を CGE 住民集会の開催を通じて教員や地

                                                        
1 なお、総会を実施しなかった 3 つの連合はいずれも島嶼地域に所在し、フォーラム当日も欠席であったことか

ら、フォーラムに参加した 36 連合は全てフォーラム決議伝達の総会を開催したと言える。 

BOX:ファティック州フォーラムの決議事項 

＜CGE 連合＞ 
 フォーラムの内容と決議事項をコミュン内

の CGE と共有し、土壌劣化問題について

彼らを啓発する。 
 各学校における学校植林活動および地域の

自然保護区における植林活動の実施を推進

する。 

＜コミュン＞ 
 劣化土壌対策活動の実施に関し、県教育

局、森林官、CGE 連合および CGE に対

し、ロジスティック面および物資面での支

援を行う。 
 議会での討議を通じて、アクターによる劣

化土壌対策活動の実施と実施地の土地利用

の容易化を図る。 

＜森林官および農業技官＞ 
 劣化土壌対策活動のためのアクターの能力

強化を行う。 
 土壌保全活動のモニタリングを行う。 
 保有状況と要望に応じて、植林活動用の苗

木の提供を行う。 
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域住民と共有している。さらにその中の 483 CGE（75%）が AVLOS 関連活動を年間活動計画（PAV）

に反映し、418 CGE（65%）が少なくとも一つの AVLOS 関連活動を実施したという結果が得られ

た。実施された活動の内訳は、児童や地域住民への啓発活動が 331 CGE（52%）、植林関連活動が

225 CGE（35%）であった。なお、全体の 13.80%に相当する 85 CGE では、年間活動計画（PAV）

または年間活動総括表（BA）が作成されておらず、データを得ることができなかった。これら CGE
は基本的な機能に問題を抱えている可能性がある。 

 

 
図 7-2 ファティック州フォーラム（2014 年 11 月）後の AVLOS 推進活動実施結果（CGE レベル） 

 
以上の結果を概観すると、半日で行なわれる情報共有と研修、それに続く約半日のフォーラム

を通じた合意形成の結果、36 の CGE 連合代表者が 551 の小学校の CGE とその教員や地域住民に

対し情報伝達を行い、全体の 6 割強にあたる 410 の CGE が劣化土壌対策に関わる何らかの行動を

起こしたことが確認された。この結果は、投入に対し引き起こされた行動という観点では一定の

評価ができるものと考えられる。一方、啓発活動から一歩先に進んだ具体的な劣化土壌対策活動

としてはやはり周辺地域や学校内での植林活動に留まり、それ以上の取り組み（苗木栽培やその

他の技術対策の実践）には至る例はごく少数であった。これは、プロジェクトの普及アプローチ

として考案した当初からこのアプローチの限界として認識されていたことでもある。また、植林

関連活動についても、実施に至ったのは CGE 連合レベルで 14 コミュン（36%）、CGE レベルで

225 校（35%）に留まり、このことは現場の森林官による連絡調整や継続的な働きかけにも関わら

ず、多くのコミュンで当局からの物的・金銭的支援が効果的に行われなかったことが大きく影響

しているものと推察される。 
以上の結果は、地方自治体（特にコミュン）による支援の脆弱性を浮き彫りにしつつも、一方

では、コミュンからの支援が得られるようになることで、劣化土壌対策活動がさらに多くの CGE
連合や CGE のレベルで啓発活動からより踏み込んだ形で、継続的に行われていく可能性も同時に

示唆していると考えられる。 
 

(2) カオラック州フォーラム後の AVLOS活動実施状況  
2015 年 9 月にカオラック州を対象に開催した AVLOS 推進のための州教育フォーラム後の CGE

連合および CGE による土壌劣化対策関連活動の実施状況を確認した。モニタリングは先行して前

年に試行したファティック州の場合と同様に、実施結果に関するアンケートを実施した。フォー

ラム決議事項は右 BOX、アンケート集計結果は下の 2 つのグラフのとおり。 
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図 7-3 は「CGE 連合レベル」、図 7-4 は「CGE レベル」の集計結果である。CGE 連合について

は、カオラック州全 51 の CGE 連合のうち 43 連合

（84％）がフォーラムに参加し、その直後に総会を

開催してコミュン内の CGE に対しフォーラム決議

の伝達と AVLOS 活動推進の推奨を実施した。その

うち 40 連合が 2016 年 4 月末までに、年間活動計画

表の中に劣化土壌対策に係る CGE や地域住民への

啓発活動やコミュン・CGE レベルでの植林活動を中

心とした AVLOS 促進活動を反映した。94%に相当

する 48 連合が少なくとも１つの AVLOS 活動を展

開しており、そのうち 47 連合（92%）が地域住民や

児童に対する啓発活動を、また 26 連合（51％）が

植林関連活動を実施した。啓発活動と植林活動の両

活動を実施した連合は 25 連合（49%）であった。 
続いて CGE レベルの結果を見ると、州内の計 682

の CGE のうち 533CGE（78%）がフォーラム決議伝

達のための CGE 連合総会に参加してフォーラム関

連情報を受け取り、502CGE（74％）がその情報を

CGE 住民集会の開催を通じて教員や地域住民と共

有すると共に AVLOS 関連活動を年間活動計画

（PAV）に反映した。その結果、土壌劣化対策に向

けた具体的なアクションとして、497 CGE（73 %）

が児童や地域住民への啓発活動を 176CGE（26％）

が学校や周辺地域において植林に関連する活動を

実施した。また、少なくとも 1 つの AVLOS 活動を

503CGE（74%）が実施したという結果が得られた。 

BOX:カオラック州フォーラムの決議事項 

＜CGE 連合＞ 
 フォーラム協議内容および決議を、CGE を

通じて州内全小学校の保護者等関係者へ周

知するための CGE 連合総会を開催する。 
 各小学校の状況に応じて、CGE による学校

緑化活動を支援・推進する。 

＜コミュン＞ 
 コミュン内の住民に対し土壌劣化対策に関

する啓発を行う。 
 コミュン苗畑を設置・運営する。（植林活動

への苗木提供のため。訳者注） 
 
＜県知事・郡知事＞ 
 コミュンの年間予算案審議の際、環境分野

事業に十分な予算が確保されるよう指導監

督を行う。 
 「学校・地域みどりのアクション」推進に

係るすべての関係者への支援を行う。 
 
＜県議会議員＞ 
 県レベルで担当者を任命するなど、「学校・

地域みどりのアクション」推進に必要な行

政措置を講ずる。 
 「学校・地域みどりのアクション」推進活

動に協力する。（ロジスティック支援、資機

材支援、資金支援等） 
 
＜森林官、農業技官＞ 
 各担当地域において、CODEVAL プロジェ

クトの成果である土壌劣化対策技術の定着

と普及を行う。 
 上記のため、関係各者と共に定期的なモニ

タリングを実施する。 
 
＜教育行政官＞ 
 幼稚園、小学校における植林と樹木保護活

動へのモニタリング・指導を行う。 
 学習指導活動の計画と実践に際し、環境保

護の視点を実際的に盛り込む。 
 
＜環境持続的開発省環境教育研修室（CEFE）＞ 
 カオラック州内の 6 つの学校（各県 2 校）

に対し学校植林（Bois d’école）支援プログ

ラムを実施する。 
 関係者の能力強化活動を行う。（教員、

CGE 連合役員、コミュン議員等） 
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図 7-3 カオラック州フォーラム（2015 年 9 月）後の AVLOS 推進活動実施結果（CGE 連合レベル） 

 

 

図 7-4 カオラック州フォーラム（2015 年 9 月）後の AVLOS 推進活動実施結果（CGE レベル） 

 
以上を概観すると、ファティック州の場合と同様に半日で行なわれる情報共有と研修、それに

続く約半日のフォーラムを通じた合意形成の結果、43 の CGE 連合代表者が 533 の小学校の CGE
とその教員や地域住民に対し情報伝達を行い、全体の 7 割強にあたる 503 の CGE が劣化土壌対策

に関わる何らかの行動を起こしたことが確認された。この結果は、投入に対し引き起こされた行

動という観点では一定の評価ができるものと考えられる。一方、これもファティック州の経験と

同様であるが、啓発活動から一歩先に進んだ具体的な劣化土壌対策活動としてはやはり周辺地域

や学校内での植林活動に留まり、それ以上の取り組み（苗木栽培やその他の技術対策の実践）に

は至る例はごく少数であった 2。 
この点についてはプロジェクトの普及アプローチとして考案した当初からこのアプローチの限

界として認識していたもので、また約 1 年前にファティック州フォーラムの結果を確認した際に

は、「コミュンからの支援が得られるようになることで、劣化土壌対策活動がさらに多くの CGE
連合や CGE のレベルで啓発活動からより踏み込んだ形で、継続的に行われていく可能性も同時に

示唆していると考えられる」と分析した。これを踏まえ、カオラック州内のパイロットサイトを

含む 10 のコミュンについては、フォーラム開催後に少額の補助金とローカルコンサルタントによ

る技術的サポートにより、AVLOS に関係アクターとの共同による土壌劣化対策事業実施の支援を

試行した。 
 
 

                                                        
2 苗木栽培活動を実施した CGE が６つ（カオラック県１、ニオロ県５）、石列による水食防止活動を実施した CGE
が２つ（カオラック県１、ニオロ県１）見られた。 
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7.2 対象両州における比較 
下図 7-5 と図 7-6 は、フォーラム開催後の CGE 連合および CGE レベルでの情報伝達と活動計

画・実施結果の実績（％）を両州で比較したものである。また、CGE 連合レベルと CGE レベルの

活動内容について図 7-7 および図 7-8 に示した。CGE 連合レベルでは、フォーラム開催後の決議

の年間活動計画表への反映率は前年のファティック州の 92%に対しカオラック州は 84％に留まっ

たにもかかわらず、その後の活動を実施した CGE 連合の割合では啓発活動・植林関連活動のいず

れも、カオラック州の方がファティック州を大きく上回る結果となった。このフォーラム決議伝

達率と活動実施率の逆転は CGE レベルにも見られるが、この傾向は上記のコミュンに対するプロ

ジェクトからの追加の支援が、コミュンが CGE 連合や CGE を事業実施に巻き込む後押しとなっ

た影響とも推察される。プロジェクトのパイロット活動対象地域外であるギンギネオ県において

は、CGE および CGE 連合により実施された活動は啓発活動のみで植林関連活動やその他の土壌

劣化対策活動の実施が見られなかったこともその根拠のひとつである。 
これらの結果は、フォーラムアプローチにより教育ネットワークを通じて土壌劣化対策に関す

る知見を広く州全体に伝播することは効果的であるが、その情報伝達を実際の土壌劣化対策技術

を適用したアクションにつなげるためには、能力強化を受けた森林行政官による技術的サポート

と、コミュンを中心とする自治体が全体の調整と推進役を果たすことを要件であるとする本プロ

ジェクト提案の普及アプローチの妥当性を示唆している。加えて、過去約 2 年間の試行からは、

本アプローチを通じて州全体の規模で土壌劣化対策技術の適応を進めるためにはこの協力体制が

長期にわたり継続的に機能する必要があることと、そのために今後さらに継続的に森林行政の能

力強化のみならず、地方自治体の能力強化が求められることが教訓として得られた。 
 

 
図 7-5 パイロット 2 州フォーラム後の AVLOS 推進活動実施結果の比較（CGE 連合レベル） 

添付資料 7

7 - 55



 
図 7-6 パイロット 2 州フォーラム後の AVLOS 推進活動実施結果の比較（CGE レベル） 

 

 

図 7-7 パイロット 2 州フォーラム後の AVLOS 推進活動内容の比較（CGE 連合レベル） 

 

 

図 7-8 パイロット 2 州フォーラム後の AVLOS 推進活動内容の比較（CGE レベル） 

 

7.3 植林活動における学校植林の割合 
植林活動を実施したと回答した CGE のうち、学校植林の占める割合を図 7-9 に示した。図か

らわかるように、ファティック州が 4.9%と低い値を示した一方でカオラック州では 65.3%と高い
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割合を示した。ファティック州ではカオラック州に比べて、塩害が深刻な土地劣化の問題であ

り、その対策として学校に限定した植林ではなく、地域全体で植林を行なう傾向が高い。一方、

カオラックでは、学校に限定した植林が多く行われたが、これは上述したように、コミュンに対

するプロジェクトからの追加の支援に伴い、コミュンが CGE 連合や CGE を事業実施に巻き込む

後押しとなり、支援の枠内で実施可能な活動を選択した結果と考えられる。 
学校植林は本来、教育現場における植林活動を通じて土地保全の重要性を学ぶものであり、そ

の点からは、ファティック州ではその意識が学校だけでなく地域全体に根付いていると推察され

る。カオラック州では今後の学校植林を通じてより広範囲に植林活動が定着することが期待され

る。 
 

 

図 7-9 植林活動における学校植林の占める割合 
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r 
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 b
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t d
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 c
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 d
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 b
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 c
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 d
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 d
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 d
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ut
il
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ur
ée

 d
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al
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re
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en
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ur
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- 

C
oû

t 
C

oû
t 

de
s 

m
at

ér
ia

ux
 m
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 é
le

vé
s,

 e
n 

co
m

pa
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is
on

 a
ve

c 
le

s 
ou

vr
ag

es
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n 
bé

to
n 

ou
 e

n 
ac

ie
r 

C
oû

t 
d'

en
tr

et
ie

n 
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 d
e 

re
m
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ac

em
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t 
né

ce
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re

  

 
C

oû
t 
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l 
m
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le
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- 
E

st
hé

ti
qu

e 
S

’i
nt

èg
re

 e
ff

ic
ac

em
en

t 
à 

l'e
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ir
on

ne
m

en
t 

na
tu

re
l 
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B

io
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gr
ad
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il

it
é 
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ra
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de

 
- 

D
ur

ab
il

it
é 

O
n 

pe
ut

 i
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ta
ll

er
 s

an
s 

tr
op

 d
e 

ca
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ul
 u

n 
ou

vr
ag

e 
qu

i 
a 

m
oi

ns
 d

'u
n 

m
èt

re
 d

e 
ha

ut
eu

r 

P
eu

 a
pp
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 p

ou
r 

le
s 

en
dr

oi
ts

 
su

bi
ss

an
t 

un
e 

ha
ut

e 
pr

es
si

on
 d

u 
so

l 
et

 l
es

 t
er

ra
in

s 
de

 r
oc

he
s 

du
re
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- 
M

at
ér

ia
ux

 p
eu

 r
és

is
ta

nt
s 

au
 f

eu
 

 
- 

M
at

ér
ia

ux
 p

ér
is

sa
bl

es
 

 1.
2 

L
es

 D
if

fé
re

n
ts

 t
yp

es
 d

'o
u

vr
ag

es
 e

n
 b

oi
s 

E
ta

nt
 d

on
né

 q
u'

il
 e

xi
st

e 
di

ff
ér

en
ts

 t
yp

es
 d

'o
uv

ra
ge

s 
en

 b
oi

s,
 i

l 
es

t 
es
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nt

ie
l 

de
 b

ie
n 

ch
oi

si
r 

ce
lu

i 
qu

i 
es

t 
le

 p
lu

s 
ad

ap
té

 a
ux

 c
on

di
ti

on
s 

du
 s

it
e.

 

D
e 

pl
us

, 
si

 l
'o

n 
pe

ut
 u

ti
li

se
r 

du
 b

oi
s 

d'
éc
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ir

ci
e 

po
ur

 l
a 

co
nf

ec
ti

on
 d

es
 o

uv
ra

ge
s,

 c
el

a 

se
ra

it
 i

nt
ér
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nt
 p

ou
r 

fa
ir

e 
va

lo
ir

 c
e 

ty
pe

 d
e 

bo
is

 d
on

t 
l'u

ti
li

sa
ti

on
 e

st
 a

ss
ez

 r
es

tr
ei

nt
e.
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 d
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s 

ty
pe
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ou
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n 
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t 
in
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és
 d

an
s 

le
 t
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le

au
 s
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va

nt
. 

 C
at

ég
or

ie
 d

es
 t

ra
va

ux
 

T
yp

e 
d'

ou
vr

ag
e 

T
ra

va
ux

 d
es

 p
is

te
s 

P
as

sa
ge

 d
e 

bu
se

 
 

C
ou

ch
e 

de
 b
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e 

 
B

ar
ri

èr
e 

 
P
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se

re
ll
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F
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sé
 d

e 
dr

ai
na

ge
 

T
ra

va
ux

 d
e 

C
on

se
rv

at
io

n 
de

s 
so

ls
 

D
ig

ue
tt

e 
en

 c
ad

re
 

 
P

iq
ue

t 
en

 b
oi

s 

 
F

ix
at

io
n 

de
s 

ta
lu

s 

 
B

ar
ra

ge
 

A
ut

re
s 

E
sc

al
ie
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G
ar

de
-f

ou
 

 
P

an
ne

au
 d

'in
di

ca
ti

on
 

 
T

ro
tt

oi
r 

 1.
3 

S
ol

id
it

é 
d

u
 m

at
ér

ia
u

 

P
ou

r 
la

 c
on

st
ru

ct
io

n 
de

s 
ou

vr
ag

es
 e

n 
bo

is
, 

il
 n

'e
st

 p
as

 f
or

cé
m

en
t 

né
ce

ss
ai

re
 d

e 
fa

ir
e 

le
 

ca
lc

ul
 d

e 
l'o

uv
ra

ge
 a

va
nt

 la
 c

on
st

ru
ct

io
n.

 C
ep

en
da

nt
, o

n 
m

on
tr

e 
ci

-a
pr

ès
, à

 ti
tr

e 
in

di
ca

ti
f,
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 le
s 

va
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s 

de
 s

ol
id

it
é 
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m
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si

bl
es

 s
el

on
 l

es
 e

sp
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es
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'a
rb

re
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ni

té
 :

 k
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2)

 
C

la
ss

if
ic

at
io

n 
P

in
 

C
yp
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du
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C

èd
re

 
R

és
is

ta
nc

e 
à 
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 t
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e 
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R
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ta
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au
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t 
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R
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pr
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si

on
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* 
P

ou
r 

au
gm

en
te

r 
la

 s
ol

id
it

é 
et

 d
if

fé
re

r 
la

 p
ou

rr
it

ur
e 

du
 b

oi
s,

 l
e 

ta
ux

 d
'h

yd
ra

te
 d

e 
l'e

au
 

do
it

 ê
tr

e 
en

tr
e 

12
 e

t 
15

 %
. 

**
 S

i 
c'

es
t 

da
ns

 u
n 

ét
at

 o
ù 

l'o
xy

gè
ne

 e
st

 i
nt

er
ce

pt
é,

 c
e 

se
ra

 d
ur

 d
e 

co
rr

od
er

 d
u 

bo
is

. 

**
* 

P
ou

r 
re

nf
or

ce
r 

la
 d

ur
ab

il
it

é 
du

 b
oi

s 
à 

l'a
ve

ni
r,

 i
l 

fa
ut

 é
co

rc
er

 l
e 

tr
on

c 
d'

ar
br

e.
 

 1.
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T
ra

it
em

en
t 
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ti
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p
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q

u
e 

su
r 

le
s 

ou
vr

ag
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 e
n

 b
oi

s 

L
es

 o
uv

ra
ge

s 
en

 b
oi

s 
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uv
en

t 
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ur
ri

r 
au

 b
ou

t 
de
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s 
an

né
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 d
e 

l'h
um
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(l
a 
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 l

'in
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ti

on
) 
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 d
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ns
ec

te
s.

 I
l 

es
t 

do
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 n
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ir
e 

de
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ro
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r 

au
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ra
it
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en

t 

an
ti
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pt

iq
ue

 p
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r 
m

ie
ux
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 c
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il
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nd
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s 
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 -
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ss

ou
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x 
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 m
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x 
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u 

C
or
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 c
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sé
 d
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ta
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an
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A
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e 
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e 
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'e
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C
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ps
 c
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sé
 d
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s 
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ra
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iq

ue
, 

il
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t 
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en
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 c

om
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e 
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s 
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an
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ge

s 
et
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nv
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ie
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s 
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s 
di

ff
ér

en
te

s 
m
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s 

et
 d
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ur
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ur
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rr
ai

n.
 

L
e 
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u 
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-d
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en
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le

s 
ca

ra
ct

ér
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ti
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es
 

pr
in
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pa
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s 
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s 

m
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s 
de

 

tr
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m
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t 
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ti
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pt

iq
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. 
M

ét
ho

de
 

A
va

nt
ag

es
 

D
és

av
an

ta
ge

s 
S

ys
tè

m
e 

dé
pr

es
su

ri
sa

ti
on

 
L

'e
ff

et
 d

'im
m

er
si
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 d

e 
l'h

ui
le

 
es

t 
tr

ès
 h
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t.

 
U

n 
éq

ui
pe

m
en

t 
de

 
dé

pr
es
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ri
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on
 e

st
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xi
gé
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L
'e

ff
et

 s
ur

 u
ne

 l
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e 

pé
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od
e 

de
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 e
st

 a
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en
du

. 
- 

Im
m

er
si

on
 d

an
s 

de
 l

'h
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le
 d

e 
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cu
pé

ra
ti

on
 

C
e 

pr
oc
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é 

d'
im

m
er

si
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 d
an

s 
de

 l
'h
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le

 d
e 
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pé
ra

ti
on
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et

 u
n 

tr
ai

te
m

en
t 

un
if

or
m

e.
 

U
ne

 g
ra

nd
e 

qu
an

ti
té

 d
'h

ui
le

 d
e 

ré
cu

pé
ra

ti
on

 e
st

 e
xi

gé
e.

 
 

 
- 

L
es

 d
ép

en
se

s 
li

ée
s 

à 
l'a

ch
at

 d
e 

m
at

ér
ie

l 
so

nt
 t

rè
s 

im
po

rt
an

te
s.

 
B

ad
ig

eo
nn

ag
e 

à 
la

 m
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n 
T
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il
 d

e 
tr

ai
te

m
en

t 
pl

us
 

si
m

pl
e.

 
L

'im
m

er
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 d
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s 

l’
hu

il
e 

m
or

te
 

n'
es

t 
pa
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ta

nt
e.

 
 

D
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A
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en
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ur

 
un

e 
lo
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ue

 p
ér
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de

 d
e 

te
m

ps
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r 
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 L
or

sq
ue

 l
’o

n 
ré

al
is

e 
un

e 
di

gu
et

te
 e

n 
ca

dr
e,

 i
l 

es
t 

né
ce

ss
ai

re
 q

ue
 l

es
 p

op
ul

at
io

ns
 f

as
se

nt
 

le
 t

ra
va

il
, 

el
le

s-
m

êm
es

: 
ai

ns
i,

 

(1
) 

L
a 

ré
al

is
at

io
n 

de
s 

ou
vr

ag
es

 p
eu

t 
se

 f
ai

re
 à

 b
as

 p
ri

x.
 

(2
) 

O
n 

pe
ut

 s
'a

pp
ro

vi
si

on
ne

r 
en

 m
at

ér
ia

ux
 s

ur
 p

la
ce

. 

(3
) 

O
n 

pe
ut

 c
on

st
ru

ir
e 

de
s 

ou
vr

ag
es

 t
rè

s 
si

m
pl

es
 s

ur
 u

ne
 c

ou
rt

e 
pé

ri
od

e.
 

(4
) 

L
es

 t
ra

va
ux

 d
'e

nt
re

ti
en

 s
on

t 
tr

ès
 f

ac
il

es
 à

 a
ss

ur
er

. 

(5
) 

L
es

 e
ff

et
s 

de
 l

a 
lu

tt
e 

co
nt

re
 l

'é
ro

si
on

 d
u 

so
l 

ne
 s

er
on

t 
pa

s 
vi

si
bl

es
 a

va
nt

 q
ue

lq
ue

s 

an
né

es
. 

(6
) 

P
as

 d
'in

fl
ue

nc
e 

né
ga

ti
ve

 d
u 

po
in

t 
de

 v
ue

 e
nv

ir
on

ne
m

en
ta

l.
 

  2.
 G

u
id

e 
p

ra
ti

q
u

e 
il

lu
st

ré
 p

ou
r 

la
 d

ig
u

et
te

 e
n

 c
ad

re
 s

u
r 

le
 t

er
ra

in
 

L
e 

pr
oc

es
su

s 
de

s 
tr

av
au

x 
de

 r
éa

li
sa

ti
on

 d
'u

ne
 d

ig
ue

tt
e 

en
 c

ad
re

 s
e 

pr
és

en
te

 c
om

m
e 

su
it

: 

(l
) 

C
h

oi
x 

d
u

 s
it

e 

 
 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
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e 
ch
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x 

du
 s

it
e 

d’
im

pl
an

ta
ti

on
 d

'u
ne

 d
ig

ue
tt

e 
en

 c
ad

re
 d

oi
t 

te
ni

r 
co

m
pt

e 
de

s 

co
nd

it
io

ns
 g

éo
lo

gi
qu

es
 e

t 
de

 l
'é

ro
si

on
 e

n 
ra

vi
ne

. 

b.
 L

a 
la

rg
eu

r 
de

 l
a 

di
gu

et
te

 e
n 

ca
dr

e 
ne

 d
oi

t 
pa

s 
dé

pa
ss

er
 1

,0
0 

m
èt

re
. 

c.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

co
nf

ir
m

er
 l

a 
pr

of
on

de
ur

 j
us

qu
'a

u 
fo

nd
 d

u 
ra

vi
n 

en
 a

ll
an

t 
au

-d
el

à 

de
s 

dé
pô

ts
 s

up
er

fi
ci

el
s 

de
 s

ab
le

. 
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 D
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 PR
O

JE
T 

CO
D

EV
AL

 (J
IC

A)
 

 5
 

 (2
) 

P
ré

p
ar

at
io

n
 d

u
 b

oi
s 

 
 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
fa

ut
 c

ho
is

ir
 d

es
 b

oi
s 

dr
oi

ts
 d

'e
nv

ir
on

 1
2 

cm
 d

e 
di

am
èt

re
 e

xt
ér

ie
ur

 p
ou

r 
le

s 
po

te
au

x.
 

P
ou

r 
le

s 
po

te
au

x 
se

rv
an

t d
e 

tr
av

er
se

s 
et

 d
e 

pi
qu

et
s 

de
 s

ou
ti

en
, i

l e
st

 n
éc

es
sa

ir
e 

de
 c

ho
is

ir
 

de
s 

pe
rc

he
s 

de
 b

oi
s·

dr
oi

ts
 d

'e
nv

ir
on

 1
0 

cm
 d

e 
di

am
èt

re
 e

xt
ér

ie
ur

. 

 

 
 (3

) 
T

ra
it

em
en

t 
an

ti
se

p
ti

q
u

e 
d

u
 b

oi
s 

et
 s

éc
h

ag
e 

ap
rè

s 
b

ad
ig

eo
n

 a
ve

c 
d

e 
l'

h
u

il
e 

d
e 

ré
cu

p
ér

at
io

n
 

 
 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

ba
di

ge
on

ne
r 

le
 b

oi
s 

en
 u

ti
li

sa
nt

 d
e 

l'h
ui

le
 d

e 
ré

cu
pé

ra
ti

on
. 

b.
 I

l 
fa

ut
 s

éc
he

r 
le

 b
oi

s 
pe

nd
an

t 
pr

ès
 d

e 
15

 j
ou

rs
 a

pr
ès

 l
'a

vo
ir

 e
nd

ui
t 

av
ec

 d
e 

l'h
ui

le
 d

e 

ré
cu

pé
ra

ti
on

 e
n 

vu
e 

d’
au

gm
en

te
r 

la
 s

ol
id

it
é 

du
 m

at
ér

ia
u 

et
 l

e 
ca

ra
ct

èr
e 

an
ti

se
pt

iq
ue

. 
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 D
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T
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E
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N
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A
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R
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 PR
O

JE
T 

CO
D

EV
AL

 (J
IC

A)
 

 6
 

 (4
) 

R
am

as
sa

ge
 e

t 
co

ll
ec

te
 d

e 
p

ie
rr

es
 

 
 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

fa
ir

e 
la

 c
ol

le
ct

e 
de

 p
ie

rr
es

 e
n 

op
ta

nt
 p

ou
r 

di
ff

ér
en

te
s 

di
m

en
si

on
s.

 

b.
 I

l 
fa

ut
 d

ép
os

er
 l

es
 p

ie
rr

es
 d

e 
pa

rt
 e

t 
d’

au
tr

e 
de

 l
a 

di
gu

et
te

 e
n 

ca
dr

e.
 (

A
 d

ro
it

e 
et

 à
 

ga
uc

he
) 

 (5
) 

P
iq

u
et

ag
e 
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 PR
O

JE
T 

CO
D

EV
AL

 (J
IC

A)
 

 7
 

 (6
) 

T
ra

va
u

x 
d

e 
cr

eu
se

m
en

t 
d

es
 f

on
d

at
io

n
s 

p
ou

r 
l'

in
st

al
la

ti
on

 d
e 

la
 d

ig
u

et
te

 e
n

 c
ad

re
 

 
 

 

 

 R
em

ar
qu

e:
 

a.
 A

u 
fo

nd
 d

e 
la

 d
ig

ue
tt

e 
en

 c
ad

re
, 

il
 e

st
 n

éc
es

sa
ir

e 
de

 c
re

us
er

 j
us

qu
'à

 a
tt

ei
nd

re
 l

a 
ba

se
 

du
 s

ol
 e

t 
d'

in
st

al
le

r 
de

s 
pi

er
re

s 
en

 a
va

l 
po

ur
 l

a 
pr

ot
ec

ti
on

 d
e 

l'o
uv

ra
ge

. 

 (7
) 

T
ro

u
ai

so
n

 p
ou

r 
l'

in
st

al
la

ti
on

 d
es

 p
iq

u
et

s 
en

 b
oi

s 

 
 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
fa

ut
 e

xé
cu

te
r 

un
e 

tr
ou

ai
so

n 
en

 l
ig

ne
 d

ro
it

e 
po

ur
 i

ns
ta

ll
er

 l
es

 ·
pi

qu
et

s 
en

 b
oi

s.
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 D
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U
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T
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R
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 PR
O

JE
T 

CO
D

EV
AL

 (J
IC

A)
 

 8
 

 (8
) 

In
st

al
la

ti
on

 d
es

 p
iq

u
et

s 
d

e 
b

oi
s 

ve
rt

ic
au

x 
d

an
s 

le
 s

ol
 

 

 

 R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
fa

ut
 e

nf
on

ce
r 

pe
rp

en
di

cu
la

ir
em

en
t 

le
s 

pi
qu

et
s 

da
ns

 l
e 

so
l.

 

b.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

dé
ve

rs
er

 d
es

 p
ie

rr
es

 a
u 

fo
nd

 d
es

 t
ro

us
 p

ou
r 

bi
en

 f
ix

er
 l

es
 p

iq
ue

ts
 

en
 b

oi
s.

 

 (9
) 

In
st

al
la

ti
on

 d
es

 b
oi

s 
h

or
iz

on
ta

u
x 

su
r 

le
s 

p
iq

u
et

s 
ve

rt
ic

au
x 

av
ec

 d
u

 f
il

 d
e 

fe
r 

ga
lv

an
is

é 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
fa

ut
 "

re
m

ar
qu

er
 q

ue
 l

e 
fi

l 
de

 f
er

 g
al

va
ni

sé
 e

st
 n

éc
es

sa
ir

e 
po

ur
 l

a 
bo

nn
e 

fi
xa

ti
on

 d
es

 

pi
qu

et
s 

en
 b

oi
s.

 

b.
 I

l e
st

 n
éc

es
sa

ir
e 

de
 d

ou
bl

er
 le

s 
fi

ls
 d

e 
fe

r 
d'

at
ta

ch
e 

po
ur

 u
ne

 b
on

ne
 f

ix
at

io
n 

de
s 

pi
qu

et
s 

en
 b

oi
s.
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 PR
O
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AL

 (J
IC

A)
 

 9
 

 (1
0)

 P
os

e 
d

es
 p

ie
rr

es
 e

n
 s

ec
ti

on
 d

ig
u

et
te

 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

pl
ac

er
 e

n 
m

êm
e 

te
m

ps
 d

es
 p

ie
rr

es
 d

e 
di

ff
ér

en
ts

 t
yp

es
 d

e 
di

am
èt

re
s 

à 
l'i

nt
ér

ie
ur

 d
e 

l'o
uv

ra
ge

. 

b.
 E

vi
te

r 
de

 c
as

se
r 

le
 b

oi
s 

au
 m

om
en

t 
de

 l
'in

st
al

la
ti

on
 d

es
 p

ie
rr

es
. 

 (1
1)

 M
is

e 
en

 p
la

ce
 d

e 
ré

se
rv

oi
r 

L
’a

bs
en

ce
 d

e 
ré

se
rv

oi
r 

pe
ut

 c
au

se
r 

un
 d

éc
ap

ag
e 

de
 l

a 
te

rr
e,

 a
ve

c 
la

 d
év

ia
ti

on
 d

u 

ru
is

se
ll

em
en

t.
 

P
ou

r 
év

it
er

 l
a 

dé
vi

at
io

n 
du

 r
ui

ss
el

le
m

en
t,

 i
l 

fa
ut

 m
et

tr
e 

en
 p

la
ce

 u
n 

ré
se

rv
oi

r 
au

 m
il

ie
u 

de
 l

a 
co

ur
on

ne
 l

ev
ée

 d
e 

la
 d

ig
ue

tt
e.

 

E
n 

m
êm

e 
te

m
ps

, 
il

 e
st

 s
ou

ha
it

ab
le

 d
e 

pr
ot

ég
er

 t
ou

te
s 

le
s 

de
ux

 l
ev

ée
s 

av
ec

 d
es

 p
ie

rr
es

. 

 

E
xe

m
pl

e 
de

 d
éc

ap
ag

e 
de

 l
a 

te
rr

e 
su

r 
le

 c
ôt

é 
de

 l
a 

di
gu

et
te
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 PR
O
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CO
D

EV
AL

 (J
IC

A)
 

 1
0

 
 

 
E

xe
m

pl
e 

d’
ou

vr
ag

e 
de

 p
ro

te
ct

io
n 

de
s 

le
vé

es
 

 (1
2)

 P
os

e 
d

es
 p

ie
rr

es
 e

n
 a

va
l 

d
e 

1'
ou

vr
ag

e 

 
 

 (1
3)

 D
ig

u
et

te
 e

n
 c

ad
re

 a
ch

ev
ée

 

 

R
em

ar
qu

e:
 

a.
 I

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

pr
oc

éd
er

 a
ux

 t
ra

va
ux

 s
ui

va
nt

 p
ou

r 
l'e

nt
re

ti
en

 p
ér

io
di

qu
e 

de
 

l'o
uv

ra
ge

: 

• 
R

en
ou

ve
le

r 
la

 c
ou

ch
e 

d'
hu

il
e 

de
 r

éc
up

ér
at

io
n 

• 
B

ou
ch

er
 a

ve
c 

de
s 

pi
er

re
s 

le
s 

es
pa

ce
s 

qu
i 

se
 s

on
t 

cr
éé

s 
en

tr
e 

l'o
uv

ra
ge

 e
t 

le
 s

ol
. 
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 PR
O

JE
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CO
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 (J
IC

A)
 

 1
1

 
 3.

 D
ig

u
et

te
 e

n
 c

ad
re

 a
ve

c 
d

es
 s

ac
s 

d
e 

sa
b

le
 

D
an

s 
le

 c
as

 o
u 

de
s 

pi
er

re
s 

so
nt

 i
nd

is
po

ni
bl

e 
au

x 
al

en
to

ur
s 

de
 s

it
e,

 d
es

 s
ac

s 
de

 s
ab

le
 

pe
uv

en
t 

êt
re

 u
ti

li
sé

s 
en

 r
em

pl
ac

em
en

t 
de

s 
pi

er
re

s,
 p

ou
r 

re
m

pl
ir

 l
a 

di
gu

et
te

 e
n 

ca
dr

e.
 

C
ep

en
da

nt
, 

le
 s

ac
 d

e 
sa

bl
e 

en
 p

la
st

iq
ue

 q
ui

 e
st

 g
én

ér
al

em
en

t 
di

sp
on

ib
le

 s
ur

 l
e 

te
rr

ai
n,

 

es
t 

pé
ri

ss
ab

le
. 

D
on

c,
 i

l 
es

t 
né

ce
ss

ai
re

 d
e 

te
ni

r 
en

 c
om

pt
e 

de
s 

po
in

ts
 s

ui
va

nt
s.

 

i)
 

L
a 

né
ce

ss
it

é 
po

ur
 l

es
 p

op
ul

at
io

ns
 c

on
se

nt
ir

 d
es

 e
ff

or
ts

 p
hy

si
qu

es
 p

ou
r 

la
 g

es
ti

on
 

et
 l

a 
m

ai
nt

en
an

ce
 d

es
 o

uv
ra

ge
s;

 
ii

) 
E

n 
ca

s 
d'

in
di

sp
on

ib
il

it
é 

de
 p

ie
rr

es
, 

on
 n

e 
do

it
 p

as
 n

éc
es

sa
ir

em
en

t 
ad

op
te

r 
la

 
te

ch
ni

qu
e 

de
 l

a 
di

gu
et

te
 e

n 
ca

dr
e 

av
ec

 d
es

 s
ac

s 
de

 s
ab

le
, 

il
 e

st
 p

os
si

bl
e 

de
 

co
ns

tr
ui

re
 d

es
 d

ig
ue

tt
es

 e
n 

ca
dr

e 
av

ec
 d

es
 p

ie
rr

es
 e

n 
de

m
an

da
nt

 l'
ap

pu
i l

og
is

ti
qu

e 
de

 l
a 

co
ll

ec
ti

vi
té

 l
oc

al
e 

de
 t

ut
el

le
, 

po
ur

 l
e 

tr
an

sp
or

t 
de

s 
pi

er
re

s 
 

 
C

ar
ac

té
ri

st
iq

ue
s 

de
s 

di
gu

et
te

s 
en

 c
ad

re
 s

el
on

 l
es

 m
at

ér
ia

ux
 d

e 
re

m
pl

is
sa

ge
 

P
ré

se
nt

at
io

n 

so
m

m
ai

re
 

/ 

fo
nc

ti
on

 

L
a 

di
gu

et
te

 e
n 

ca
dr

e 
es

t 
un

e 
de

s 
m

ét
ho

de
s 

m
éc

an
iq

ue
s 

de
 l

ut
te

 c
on

tr
e 

l'é
ro

si
on

 h
yd

ri
qu

e.
 L

e 

ra
le

nt
is

se
m

en
t 

de
 l

a 
vi

te
ss

e 
de

 l
'é

co
ul

em
en

t 
en

 r
av

in
e 

pe
rm

et
 d

'a
cc

él
ér

er
 l

a 
sé

di
m

en
ta

ti
on

 d
es

 

pa
rt

ic
ul

es
 d

u 
so

l 
et

 d
e 

co
m

bl
er

 l
es

 r
av

in
es

. 
 

P
ho

to
 

 

D
ig

ue
tt

e 
en

 c
ad

re
 a

ve
c 

de
s 

pi
er

re
s 

 

D
ig

ue
tt

e 
en

 c
ad

re
 a

ve
c 

de
s 

sa
cs

 d
e 

sa
bl

e 

M
at

ér
ia

ux
 

de
 

co
ns

tr
uc

ti
on

 
bo

is
, 

pi
er

re
s 

bo
is

, 
sa

cs
 d

e 
sa

bl
e 

C
ar

ac
té

ri
st

iq
ue

 


 

L
a 

ré
si

st
an

ce
 e

st
 r

el
at

iv
em

en
t 

él
ev

ée
  


 

L
'e

nt
re

ti
en

/m
ai

nt
en

an
ce

 r
ég

ul
ie

r 
n'

es
t 

pa
s 

né
ce

ss
ai

re
 


 

C
et

te
 m

ét
ho

de
 e

st
 a

pp
li

ca
bl

e 
si

 l
es

 

pi
er

re
s 

so
nt

 d
is

po
ni

bl
es

 a
u 

ni
ve

au
 l

oc
al

 


 

E
n 

ca
s 

d'
in

di
sp

on
ib

il
it

é 
de

 p
ie

rr
es

 à
 

pr
ox

im
it

é,
 i

l 
fa

ud
ra

it
 a

ss
ur

er
 d

es
 

m
oy

en
s 

et
 d

e 
la

 m
ai

n 
d'

œ
uv

re
 p

ou
r 

la
 

co
ll

ec
te

 e
t 

le
 t

ra
ns

po
rt

 d
es

 p
ie

rr
es

  


 

L
or

s 
de

 l
a 

ré
ha

bi
li

ta
ti

on
, 

la
 d

ép
os

e 
et

 l
e 

re
pl

ac
em

en
t 

de
s 

pi
er

re
s 

da
ns

 l
a 

di
gu

et
te

 c
on

st
it

ue
nt

 u
ne

 t
âc

he
 d

if
fi

ci
le

. 
 

 
L

es
 s

ac
s 

de
 s

ab
le

 s
e 

dé
ch

ir
en

t 
fa

ci
le

m
en

t 

et
 n

e 
so

nt
 p

as
 a

ss
ez

 r
és

is
ta

nt
s 


 

F
ac

il
it

é 
d'

ap
pr

ov
is

io
nn

em
en

t 
en

 m
at

ér
ia

ux
 

au
 n

iv
ea

u 
de

s 
si

te
s 

 


 

Il
 f

au
t 

ac
he

te
r 

le
s 

sa
cs

 d
e 

sa
bl

e 
(1

00
 

F
C

F
A

/s
ac

),
 l

e 
tr

an
sp

or
t 

es
t 

fa
ci

le
  


 

L
'e

nt
re

ti
en

/m
ai

nt
en

an
ce

 d
e 

l'
ou

vr
ag

e 
do

it
 

se
 f

ai
re

 u
ne

 f
oi

s 
pa

r 
an

, 
po

ur
 r

em
pl

ac
er

 

de
s 

sa
cs

 d
éc

hi
ré

s 


 

Il
 f

au
t 

as
su

re
r 

la
 d

is
po

ni
bi

li
té

 d
'u

n 

gr
ou

pe
m

en
t 

vi
ll

ag
eo

is
 p

ou
r 

ef
fe

ct
ue
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 d
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 d
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 d
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 c
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D

év
er

se
m

en
t d

e 
la

 s
ub

st
an

ce
 

da
ns

 le
s 

co
ff

re
s 

F
in

 d
e 

la
 c

on
st

ru
ct

io
n 

du
 

ca
is

so
n 

C
ré

at
io

n 
de

 tr
ou

s 
d’

aé
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tio
n 
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r 

la
 b
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e 

du
 c
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C

on
fe

ct
io

n 
de

s 
3 
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rt

es
 d

u 
ca

is
so

n 
av

ec
 d

es
 b

ra
nc

he
s 

d’
ar

br
e 

 

C
ou

pe
 e

t f
ix

at
io

n 
de

s 
br

an
ch

es
 

su
r 

le
 c

ad
re

 
In

st
al

la
ti

on
 d

e 
la

 p
or

te
 

co
nf

ec
ti

on
né

e 

 
 

 
C

on
fe

ct
io

n 
de

 la
 p

al
is

sa
de

  
C

ou
pe

 e
t a

ju
st

em
en

t d
u 

co
uv

er
cl

e 
(p

al
is

sa
de

) 
P

os
e 

du
 c

ou
ve

rc
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A
ch
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 3.
 M

A
T

IE
R

E
 U

T
IL

IS
E

E
 P

O
U

R
 L

E
 C

O
M

P
O

S
T

A
G

E
 

 

- 
L

es
 o

ut
ils

 n
éc

es
sa

ir
es

 à
 la

 p
ré

pa
ra

tio
n 

so
nt

: 

O
ut

il
s 

Q
ua

nt
it

é 
M

at
ér

ie
l 

Q
ua

nt
it

é 
P

el
le

s 
2 

A
rr

os
oi

r 
1 

B
ro

ue
tt

e 
1 

C
yl

in
dr

e 
de

 s
to

ck
ag

 e
d’

ea
u 

1 
S

ea
ux

 
2 

M
ac

he
tte

 
1 

S
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s 
vi

de
s 

2 
O

uv
ri

er
s 
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(1
) 

M
at

iè
re

s 
ut

il
is

ée
s 

po
ur

 le
 c

om
po

st
ag

e 

 
 

 

T
ig

es
 d

e 
m

il
 (

fi
ne

s)
 

R
és

id
u 

de
 m

il
 

C
oq

ue
s 

d’
ar

ac
hi

de
 

 
 

 

H
er

be
 s

èc
he

 
F

um
ie

r 
C

en
dr

e 

 (2
) 

M
at

iè
re

s 
in

te
rd

it
es

 p
ou

r 
le

 C
om

po
st

ag
e 

- 
M

at
iè

re
s 

sy
nt

hé
tiq

ue
s(

ny
lo

n,
 p

la
st

iq
ue

 v
in

yl
iq

ue
) 

- 
M

at
iè

re
s 

pl
as

tiq
ue

s 

- 
 V

er
re

, 

- 
S

ab
le

, 
 

- 
 O

s,
 h

ui
le

, v
ia

nd
e,

 r
iz

. 

- 
 L

a 
po

ud
re

 d
’o

s 
pe

ut
 ê

tr
e 

ut
il

is
ée

 p
ou

r 
le

 c
om

po
st

ag
e 

au
 m

êm
e 

ti
tr

e 
qu

e 
la

 c
en

dr
e.

 

 U
ne

 é
m

is
si

on
 d

’o
de

ur
 n

au
sé

ab
on

de
 a

ux
 a

le
nt

ou
rs

 d
u 

ca
is

so
n 

de
 c

om
po

st
 s

ig
ni

fi
e 

qu
e 

le
 ta

s 
né

ce
ss

it
e 

d’
êt

re
 a

ér
é,

 e
t 

de
 c

e 
fa

it
 i

l 
do

it
 ê

tr
e 

re
to

ur
né

. 
C

el
a 

pe
ut

 é
ga

le
m

en
t 

êt
re

 à
 l

’o
ri

gi
ne

 d
e 

l’
in

tr
od

uc
tio

n 

da
ns

 l
e 

ca
is

so
n,

 d
e 

m
at

iè
re

s 
no

n 
ut

il
is

ab
le

 p
ou

r 
le

 c
om

po
st

ag
e 

te
l 

qu
e 

la
 v

ia
nd

e 
ou

 l
es

 d
éc

he
ts

 d
e 

pê
ch

er
ie
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4.
 P

R
O

C
E

D
U

R
E

 D
E

 C
O

M
P

O
S

T
A

G
E

 

 (1
) 

P
ro

cé
du

re
 d

e 
C

om
po

st
ag

e 

1èr
e C

ou
ch

e 
: 

 

- 
R

em
pl

is
sa

ge
 a

ve
c 

de
s 

ti
ge

s 
de

 m
il

, 

ré
si

du
s 

de
 m

il
 e

t c
oq

ue
 d

’a
ra

ch
id

e 
: 

ha
ut

eu
r 

de
 c

e 
m

él
an

ge
 =

 3
0 

cm
 

- 
F

um
ie

r 
: h

au
te

ur
 =

 5
 c

m
 

- 
C

ou
ch

e 
su

pe
rf

ic
ie

ll
e 

de
 c

en
dr

e 

- 
10

0 
L

it
re

s 
d’

ea
u 

2èm
e  e

t 
3èm

e C
ou

ch
e 

: 
 

M
êm

e 
pr

oc
es

su
s 

de
 r

em
pl

is
sa

ge
 d

e 
la

 1
èr

e c
ou

ch
e.

 

1)
 

T
ig

es
 d

e 
m

il
 

2)
 

P
ai

ll
e 

sè
ch

e 

3)
 

R
és

id
u 

de
 m

il
 o

u 
co

qu
es

 d
’a

ra
ch

id
e 

4)
 

F
um

ie
r 

5)
 

C
en

dr
e 

6)
 

A
rr

os
ag

e 
 (

10
 a

rr
os

oi
rs

 d
e 

10
 li

tr
es

 c
ha

cu
n)

. 

7)
 

M
et

tr
e 

de
 l’

om
br

e 
à 

l’
ai

de
 d

e 
fe

ui
ll

es
 d

’a
rb

re
 o

u 
de

 p
ai

ll
e 

po
ur

 r
éd

ui
re

 l’
év

ap
or

at
io

n 
de

 l’
ea

u.
 

L
es

 t
ig

es
 d

e 
m

il
 n

e 
so

nt
 u

ti
li

sé
es

 q
ue

 p
ou

r 
la

 p
re

m
iè

re
 c

ou
ch

e,
 e

ll
es

 s
on

t 
ex

cl
ue

s 
de

s 
de

ux
 d

er
ni

èr
es

 

co
uc

he
s 

de
 r

em
pl

is
sa

ge
. 

S
i 

le
s 

m
at

ér
ia

ux
 s

ec
s 

ne
 s

on
t 

pa
s 

di
sp

on
ib

le
s,

 l
es

 m
at

iè
re

s 
pr

em
iè

re
s 

te
ls

 q
ue

 

ré
si

du
s 

de
 M

il 
et

 d
e 

l'h
er

be
 n

at
ur

el
le

 p
eu

ve
nt

 ê
tr

e 
ut

il
is

és
. 

 

 
 

 
H

ac
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re
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ge
s 
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em

pl
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sa
ge

 e
t c

om
pa

ct
ag

e 
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él
an

ge
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nl
èv

em
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R
em

pl
is

sa
ge

 
A

rr
os

ag
e 

oc
ca

si
on

ne
l 

 

 
 

 
A

rr
os

ag
e 

ab
on

da
nt

 
O

m
br

ag
e 

po
ur

 p
ro

té
ge

r 
co

nt
re

 
l’

as
sè

ch
em

en
t 

Po
se

 d
u 

co
uv

er
cl

e 

 (2
) 

T
ra

ns
va

se
m

en
t d

u 
co

m
po

st
 

1)
 

T
ou

s 
le

s 
15

 jo
ur

s,
 le

 p
ro

du
it

 c
on

te
nu

 d
an

s 
un

 d
es

 3
 c

om
pa

rt
im

en
ts

 d
u 

ca
is

so
n 

do
it

 ê
tr

e 

re
to

ur
né

 e
t t

ra
ns

va
sé

 d
an

s 
le

 c
om

pa
rt

im
en

t q
ui

 s
ui

t. 

2)
 

P
en

da
nt

 le
 tr

an
sv

as
em

en
t, 

le
s 

m
at

iè
re

s 
de

 la
 c

ou
ch

e 
su

pe
rf

ic
ie

ll
e 

se
 r

et
ro

uv
en

t a
u 

fo
nd

 d
u 

ca
is

so
n 

pe
nd

an
t q

ue
 c

el
le

s 
qu

i é
ta

ie
nt

 p
ré

cé
de

m
m

en
t a

u 
fo

nd
 d

u 
co

m
pa

rt
im

en
t o

cc
up

en
t l

e 

de
ss

us
 d

u 
ta

s.
 

3)
 

L
’a

rr
os

ag
e 

es
t é

ga
le

m
en

t o
bl

ig
at

oi
re

 p
en

da
nt

 le
 tr

an
sv

as
em

en
t. 

L
a 

qu
an

ti
té

 d
’e

au
 r

eq
ui

se
 e

st
 

de
10

0 
li

tr
es

. E
n 

sa
is

on
 c

ha
ud

e 
(M

ar
s 

- 
Ju

in
),

 e
ll

e 
do

it 
au

gm
en

te
r 

de
 5

0 
li

tr
es

 e
nv

ir
on

. 

4)
 

A
 l’

ac
hè

ve
m

en
t d

u 
tr

an
sv

as
em

en
t, 

la
 p

ar
ti

e 
su

pe
rf

ic
ie

ll
e 

du
 c

ai
ss

on
 d

ev
ra

 ê
tr

e 
re

co
uv

er
te

 a
ve

c 

de
s 

fe
ui

ll
es

 d
’a

rb
re

 p
ou

r 
ra

le
nt

ir
 le

 d
es

sè
ch

em
en

t. 

     

5)
 

A
ve

c 
le

 p
ro

ce
ss

us
 c

i-
de

ss
us

, l
a 

pr
od

uc
tio

n 
de

 c
om

po
st

 e
st

 p
os

si
bl

e 
to

us
 le

s 
45

 jo
ur

s.
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m
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i l
e 
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s 
de

 p
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n 
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 c
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 s

’o
pè

re
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or
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ct
em

en
t, 

12
 s

ac
s 

et
 d
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on
t 

pr
od

ui
ts
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 c

ha
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e 
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co
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e 
ce
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ui

 f
ai

t e
nv

ir
on

 1
00

 s
ac

s 
en
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ne

 s
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so
n 

(d
e 

D
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em
br

e 
à 

M
ar

s)
. 

2e
m

 c
om

pa
rt

 
1e

r 
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m
pa

rt
 

3e
m

 c
om

pa
rt

 

15
jo
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s 

15
jo

ur
s 

15
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ur
s 

P
ro
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fi
ni

 
M

at
iè
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pr
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iè
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E
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e 
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e 

fr
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e 
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ni
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au
 d
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1er

 c
om

pa
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im
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C

om
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st
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 1
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jo
ur

s 
A

rr
os
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e 

2èm
e  c

om
pa

rt
im

en
t 

 
 

 
T

ra
ns

va
se

m
en

t d
u 

co
m

po
st

 d
an

s 
le

 
2èm

e  c
om

pa
rt

im
en

t 
  

N
iv

el
le

m
en

t d
u 

co
m

po
st

 
P

ié
ti

ne
m

en
t e

t t
as

se
m

en
t d

u 
co

m
po

st
 

 

N
B

 : 
C

ha
qu

e 
co

uc
he

 tr
an

sv
as

ée
 

(1
er

 c
ou

ch
e,

 2
èm

e  e
t 3

èm
e  c

ou
ch

e)
 

va
 ê

tr
e 

pi
ét

in
ée

, t
as

sé
e 

et
 a

rr
os

ée
 

av
ec

 1
00

L
 d

’e
au

 p
ar

 c
ou

ch
e.

 A
 la

 
fi

n 
du

 tr
an

sv
as

em
en

t u
ne

 c
ou

ch
e 

de
 f

um
ie

r 
va

 c
ou

vr
ir

 le
 c

om
po

st
 

av
an

t l
e 

pa
ill

ag
e 

av
ec

 d
e 

l’
he

rb
e 

fr
ai

ch
e.

 

 

F
in

 d
u 

re
m

pl
is

sa
ge

 d
u 

2èm
e  

co
m

pa
rt

im
en

t d
e 

co
m

po
st

 
 

 

 (3
) 

G
es

ti
on

 / 
C

on
se

rv
at

io
n 

du
 C

om
po

st
 p

ro
du

it
 

L
e 

co
m

po
st

 n
e 

do
it

 p
as

 ê
tr

e 
m

is
 e

n 
pl

ac
e 

et
 l

ai
ss

é 
à 

lu
i 

–m
êm

e.
 I

l 
fa

ut
 l

’e
nt

re
te

ni
r 

 p
ou

r 
qu

’i
l 

m
ar

ch
e.

 

P
ou

r 
ce

la
 il

 f
au

t :
 


 

U
n 

re
to

ur
ne

m
en

t 
ré

gu
li

er
 a

ve
c 

un
e 

fo
ur

ch
e,

 

de
s 

él
ém

en
ts

 q
ui

 s
on

t 
au

 f
on

d 
du

 t
as

 p
ou

r 

un
e 

bo
nn

e 
dé

co
m

po
si

ti
on

. 


 

 V
ér

if
ie

r 
si

 l
e 

co
m

po
st

 e
st

 b
on

, 
fa

ir
e 

un
 

tr
ou

 d
an

s 
le

 t
as

, 
pl

on
ge

r 
la

 m
ai

n 
et

 p
re

nd
re

 

un
e 

po
ig

né
e 

po
ur

 v
ér

if
ie

r 
la

 te
m

pé
ra

tu
re

 e
t l

’h
um

id
it

é.
 

L
or

sq
u’

un
e 

po
ig

né
e 

pr
es

sé
e 

re
st

e 
en

 b
ou

le
, 

l’
hu

m
id

it
é 

es
t 

bo
nn

e.
 S

i 
el

le
 s

’e
ff

ri
te

, 
le

 m
él

an
ge

 e
st

 s
ec

 e
t 

si
 

el
le

 la
is

se
 c

ou
le

r 
de

 l’
ea

u,
 le

 m
él

an
ge

 e
st

 tr
op

 h
um

id
e.

 

S
i 

la
 t

em
pé

ra
tu

re
 r

es
te

 é
le

vé
e 

pe
nd

an
t 

lo
ng

te
m

ps
, 

c’
es

t 
qu

e 
l’

hu
m

id
it

é 
n’

es
t 

pa
s 

su
ff

is
an

te
 ; 

si
 l

e 
ta

s 
ne

 

ch
au

ff
e 

pa
s 

et
 r

es
te

 h
um

id
e,

 c
’e

st
 q

ue
 l’

aé
ra

ti
on

 n
’e

st
 p

as
 s

uf
fi

sa
nt

e.
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5.
 C

O
M

M
E

N
T

 U
T

IL
IS

E
R

 L
E

 C
O

M
P

O
S

T
 D

A
N

S
 L

E
S

 C
U

L
T

U
R

E
S

 

(1
) 

M
ét

ho
de

 d
’a

pp
lic

at
io

n 
po

ur
 le

s 
cu

ltu
re

s 
cé

ré
al

iè
re

s 
5 

à 
10

 to
nn

es
/ h

a 
=

 7
0 

à 
14

0 
sa

cs
/ h

a 
de

 7
0 

kg
. 

(2
) 

M
ét

ho
de

 d
’a

pp
li

ca
ti

on
 p

ou
r 

le
s 

cu
lt

ur
es

 m
ar

ai
ch

èr
es

 2
 b

ro
ue

tt
es

/ p
la

nc
he

s 
de

 1
0 

m
2

6.
 B

E
N

E
F

IC
E

 

L
es

 e
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Introduction 

Le présent guide est destiné aux forestiers, enseignants, animateurs et facilitateurs 
intervenant en milieu scolaire et communautaire. Il se veut un instrument  de facilitation de 
l’animation qui traite avec plus de détails les différentes thématiques identifiées et traduites 
à travers des images, aux fins de contribuer à la transformation qualitative des 
comportements des populations dans le domaine de l’environnement et de la préservation 
des ressources naturelles, notamment pour la lutte contre la déforestation et la dégradation 
des terres. Donc, il  leur fournit les éléments de bases et des orientations pour une meilleure 
utilisation des outils de sensibilisation. La conception des outils de l’approche 
SARAR/CODEVAL s’est faite selon les principes de l’approche SARAR/PHAST. 

1 Présentation de la méthode SARAR/CODEVAL 

1.1 Définition de la méthode  SARAR/CODEVAL. 

C’est une méthode axée « sur la personne qui apprend ». Elle permet d’amener les 
communautés à assumer une plus grande responsabilité dans la gestion de leur 
environnement. Elle met l’accent sur le développement des capacités humaines à choisir, 
planifier, créer, organiser, évaluer et à prendre des initiatives. 

1.2 Les principes de la méthode SARAR 

L’acronyme SARAR repose sur 5 principes : 

• S «Self – Esteem», (la confiance en soi). Lorsque les communautés découvrent
leurs aptitudes à la créativité et à l’analyse, leur confiance en elles–mêmes
augmente et elles croient davantage en leurs potentialités. Leur sentiment d’auto
– estime en est renforcé.

• A «Associative Strenghts», (dynamique de groupes, la force d’association).
Lorsque les communautés mettent en commun leurs idées et s’unissent pour
trouver des solutions aux problèmes auxquels elles sont confrontées, leur
sentiment d’être efficaces se renforce ainsi que l’esprit d’équipe.

• R «Resourcefulness», (l’ingéniosité, l’esprit d’initiative). Une communauté qui a
de la créativité et de la ressource peut trouver dans son environnement des voies
et des solutions à la plupart des problèmes auxquels elle est confrontée.

• A «Action Planning», (la planification des actions). La planification de l’action est
essentielle. Lorsqu’un groupe de personnes planifie, entreprend des actions
appropriées, des changements importants peuvent s’opérer.

• R «Responsability». Quand une communauté décide de réaliser des actions
concrètes, elle doit assumer la responsabilité du suivi indispensable pour garantir
le succès.
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1.3 Relation entre SARAR/CODEVAL et SARAR/PHAST 

La conception des outils de l’approche SARAR/CODEVAL s’est faite selon les principes de 
l’approche SARAR/PHAST. 

Le PHAST est un acronyme anglais (Participatory Hygiene And Sanitation Transformation). 
En français : Participation à la Transformation de l’Hygiène et de l’Assainissement. Les 
principes du PHAST sont les mêmes que ceux du SARAR. 

Alors que la méthode SARAR peut s’appliquer dans tous les domaines d’activités humaines, 
la méthode PHAST quant à elle, est essentiellement centrée sur le domaine de l’eau, de 
l’hygiène et de l’assainissement. Le PHAST est une adaptation du SARAR dans le domaine de 
l’eau, de l’hygiène et de l’assainissement. 

Le CODEVAL est un acronyme en français: Contrôle participatif de la Dégradation des 
terres et leurs Valorisation. Le SARAR/CODEVAL est une adaptation du SARAR dans le 
domaine de l’environnement et de la préservation des ressources naturelles, notamment 
pour la lutte contre la déforestation et la dégradation des terres. 

1.4 Objectifs de la méthode SARAR/CODEVAL 

Objectif général: susciter chez les communautés de bons réflexes pour la transformation de 
leurs comportements dans les domaines de l’eau, de l’hygiène et de l’assainissement.  

De manière spécifique, elle leur permet: 

• d’identifier des situations à risque dans leur environnement,
• d’analyser ces situations
• de rechercher et de trouver des  solutions à ces situations

1.5  Quelques outils SARAR/CODEVAL 

A- Carte communautaire ou carte  sociale
L’outil permet  aux apprenants (es) de projeter dans l’espace leur propre vision de leur
établissement  et de représenter toutes les infrastructures ou ressources disponibles
dans l’établissement.

 Fonction : outil d’investigation, d’exploration et de planification.
 Objectifs :
 représenter  le milieu et faire ressortir ses problèmes ;
 recenser les ressources disponibles,  les analyser et  les exploiter ;
 analyser les priorités.
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B- Histoire à hiatus
L’outil met en exergue deux images représentant deux situations: une situation vécue

«problématique» et une situation souhaitée ou améliorée

 Fonction : outil de planification et d’analyse
 Objectifs :
 Favoriser la participation des apprenant(e)s au processus de planification

dans l’environnement de l’établissement.
 Montrer comment les supports visuels peuvent permettre aux apprenant(e)s

de définir des actions à mener pour améliorer leur cadre de vie.

C- Trois piles de cartes assorties
L’outil porte sur Trois images représentant trois situations: une situation Mauvaise,
une Moyenne et une Bonne ou souhaitée.

 Fonction: outil d’analyse
 Objectifs :
 Développer la capacité d’analyse (comment appréhender) et de recherche

de solutions chez les apprenant(e)s ainsi que leurs aptitudes à établir les
relations entre différentes situations ;

 cerner la conception et la perception des apprenant(e)s relativement aux
pratiques d’hygiène et d’assainissement, et d’environnement

 amener les apprenant(e)s à examiner les pratiques courantes et leurs
incidences positives ou négatives sur les plans, sanitaire et environnemental.
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2 Présentation des différentes thématiques identifiées et des messages 
clefs à véhiculer 

Les  thématiques majeures identifiées traduites sous forme d’images et basées sur les 
résultats satisfaisants obtenus par le projet CODEVAL se résument comme suit : 

2.1 Feux de brousse 
Cette thématique comporte 6 images classées en voies et barrières 

Voies :       Elles sont constituées de 3 outils qui retracent la source de propagation d’un 
feu brousse. Il part d’un feu non contrôlé allumé par un homme, qui envahit  
par la suite une bonne partie de la brousse et ravage tout un village (mort 
d’animaux, destruction des habitats, des enclos, des greniers, etc). Ces 
mêmes feux de brousse causent parfois une mort d’homme. 

Barrières : Les barrières matérialisées par les 3 images traduisent les actions 
préventives à mener pour éviter la catastrophe que représentent les feux de 
brousse. En résumé, elles préconisent l’aménagement de pare-feu et le 
contrôle des feux allumés, qui permettent non seulement d’avoir des terres 
cultivables mais de préserver aussi la faune, la flore et les foyers humains.  

 

Messages à véhiculer  
Encourager les populations à aménager des pare-feu selon les 
recommandations des agents des Eaux et Forêts et de contrôler les feux. 

Outil 1-1 Outil 1-2 Outil 1-3 

Outil 1-4 Outil 1-5 Outil 1-6 
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2.2 Déforestation 
Cette thématique comporte 8 images classées en Voies et barrières 
Voies:    Elles sont composées de 4 images : Elles retracent les causes de la déforestation, 

due principalement à l’abattage anarchique des arbres et à l’exploitation 
anarchique du charbon à  travers la meule traditionnelle qui exige un temps 
de travail assez long avec un faible rendement après avoir utilisé trop de 
bois. Cette ancienne méthode de production de charbon a accentué 
l’abattage des arbres. Ces 2 pratiques ont comme corollaire, la sécheresse, 
la destruction de la faune et la flore avec, et accentue la raréfaction des 
terres cultivables, etc.  

Barrières:        Elles sont constituées d’un jeu de 4 images. Elles encouragent : 
- l’abattage des arbres dans des zones aménagées par les Eaux et Forêts
- le reboisement avec l’implication de toutes les catégories sociales (les

hommes, les femmes et les enfants),
- l’utilisation de la meule casamançaise. La méthode consiste à mettre en

place un four, dans lequel on superpose systématiquement du bois jusqu’à
une certaine hauteur. Chaque superposition constitue un stère et le tout
est enseveli avec du sable en prenant le soin de laisser quelques poches
d’aération. Elle consomme moins de bois et accroît les rendements.),

Outil 2-1 Outil 2-2 

Outil 2-3 Outil 2-4 

Outil 2-5 Outil 2-6 
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Messages à véhiculer : 
Encourager l’abattage des arbres dans les zones aménagées, éviter 
l’abattage des arbustes, utiliser la meule casamançaise, mener des 
campagnes de reboisement. Cela pourrait s’avérer efficace pour une 
exploitation rationnelle et judicieuse des forêts. 

2.3 Bois d’école 

Cette thématique comporte 3 images conçues selon les principes des Trois piles de 
cartes assorties. Elle met en relief trois écoles caractérisées par des situations 
différentes: mauvaise, moyenne et bonne.  

Le message à véhiculer : 
Promouvoir un environnement sain favorable à l’épanouissement de l’élève 
et de l’enseignant qui se traduit par : 

- la mise en place de clôtures au niveau des écoles,
- la présence d’un gardien,
- l’aménagement d’un bois d’école,
- l’installation de latrines,
- l’aménagement d’espaces verts,
- l’installation de poubelles,
- l’aménagement de points d’eau (robinet ou puits avec tout le

dispositif de protection)
- le respect des règles d’hygiène par les vendeurs

Outil 2-7 Outil 2-8 

Outil 3-1 Outil 3-2 Outil 3-3 
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2.4 Erosion hydrique (Fortes pluies) 

Cette thématique aborde le phénomène de l’érosion hydrique due aux fortes pluies. Elle 
est matérialisée sur 4 images réparties en voies et barrières. 

Voies:       Les 2 images représentant les voies montrent la perte de nutriments par le sol 
due à un ruissellement, favorisé par un terrain avec une faible végétation. En 
d’autres termes, l’idée à expliquer à travers les images est que si le couvert 
végétal n’est pas important, la force des pluies pourrait à travers le 
ruissellement favoriser la perte de nutriment et par ricochet rendre le sol 
pauvre.  

Barrières: Les 2 images montrent qu’avec un couvert végétal important c'est-à-dire avec 
beaucoup d’arbres, la force des pluies est amortie ce qui atténue le 
ruissellement et permet au sol de garder ses nutriments et donner un bon 
rendement. 

Message à véhiculer : 
Encourager l’implantation d’arbres ou la culture dans un espace où il existe 
un bon couvert végétal ( nombre suffisant d’arbres) afin de lutter contre 
l’érosion hydrique et espérer obtenir des sols fertiles et un bon rendement 
agricole. 

2.5 Erosion hydrique (Cultures en pente) 

Cette thématique traite de l’érosion hydrique sur un terrain en pente. Elle comporte 8 
images réparties en voies et barrières  

Outil 4-1 Outil 4-2 

Outil 4-3 Outil 4-4 
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Voies :       Les 2 images mettent en exergue un terrain en pente labouré par un paysan 
de manière oblique favorisant ainsi l’érosion hydrique qui lessive le sol, créant 
des ravinements et par conséquent  provoquant un rendement faible. 

Barrières: Les 6 images portent sur les pratiques destinées à apprivoiser une pente. Il 
s’agit précisément d’installer des cordons pierreux tout en respectant une 
certaine courbe, de labourer le champ de manière horizontale afin d’atténuer 
l’érosion hydrique et espérer de bons rendements agricoles. 

Message à véhiculer : 
Face à un champ en pente, il faut effectuer des tracées horizontales, installer 
des cordons pierreux (mettre du grillage si on a les moyens). Ces mesures 
permettent de transformer le handicap de la pente en atout et pourraient 
contribuer à avoir un bon rendement. 

Outil 5-1 Outil 5-2 

Outil 5-3 Outil 5-4 

Outil 5-5 Outil 5-6 

Outil 5-7 Outil 5-8 
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2.6 Utilisation d’engrais chimiques 

Cette thématique est composée d’un lot de 9 images réparties en Voies et barrières : 

Voies :    C’est un lot de 2 images illustrant une utilisation abusive d’engrais et de 
pesticide et les conséquences que cela pourrait engendrer sur le plan 
environnemental (dégradation du sol, faible rendement agricole) et sur le 
plan sanitaire (maladies chez l’homme). 

Barrières: les 7 images constituant les barrières encouragent l’utilisation des engrais 
organiques à travers le compostage et la réutilisation des engrais provenant 
de l’Assainissement Ecologique (Ecosan) c'est-à-dire les engrais humains 
(urines et les fèces hygiénisés)  

Outil 6-3 Outil 6-4 

Outil 6-1 Outil 6-2 

Outil 6-5 Outil 6-6 
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Message à véhiculer : 

Encourager l’utilisation des engrais organiques qui permettent de fertiliser 
les sols, d’accroitre les rendements et de préserver les ressources naturelles. 
Eviter l’utilisation abusive des engrais et pesticides qui contribuent à la 
dégradation des sols, constitue des sources de pollution des ressources en 
eau et favorisent les maladies chez l’homme. 

NB : Pour plus d’explication sur ECOSAN voir documentation et Fiche technique 

2.7 Prélèvement de sable 

Cette thématique comporte 3 images déclinées sous forme de voies et barrières : 

Voies:    les 2 images font cas du prélèvement anarchique de sable et des conséquences 
sur l’environnement. 

Barrières: l’image propose une solution par rapport aux voies consistant à extraire du 
sable dans des zones autorisées pour cette activité 

Messages à véhiculer: 

Effectuer le prélèvement de sable dans les zones aménagées ou carrières afin 
d’éviter la dégradation des sols qui pourrait contribuer à la raréfaction des terres 
cultivables 

Outil 7-1 Outil 7-2 Outil 7-3 

Outil 6-7 Outil 6-8 Outil 6-9 
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2.8 Salinisation 

Cette thématique est composée de 9 images réparties en voies et barrières: 

Voies:       les 3 images portent sur les facteurs favorisant l’avancée du sel dans les terres 
cultivables causée principalement par l’exploitation, le transport et le dépôt 
anarchiques du sel qui provoquent ainsi l’infertilité des sols et contribuent 
d’une manière générale à la dégradation de l’environnement. 

Barrières: les 4 images dressent les chaines pouvant freiner ce phénomène de 
salinisation des terres à travers une exploitation avec  l’utilisation de bâches, 
d’un magasin de stockage. 

Message à véhiculer  

Utiliser des bâches pour entasser le sel, stocker les sacs de sel dans un 
magasin pour éviter l’infiltration et l’avancée de la salinisation vers les terres 
de culture.  

Outil 8-1 Outil 8-2 

Outil 8-6 Outil 8-7 

Outil 8-3 

Outil 8-4 Outil 8-5 
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2.9 Erosion éolienne 

Cette thématique est matérialisée sur 4 images réparties en Voies et barrières. 

Voies:       Les 2 images montrent l’effet du vent sur le sol. Les vents forts déplacent les 
nutriments du sol rendant ainsi les champs difficilement cultivables et 
occasionnant de faibles rendements 

Barrières: les 2 images donnent des orientations par rapport aux mesures préventives à 
prendre pour lutter contre l’effet des vents à travers l’installation de haies 
vives. 

Message à véhiculer : 

Encourager l’installation de haies vives et de cordons végétaux (arbres) pour 
atténuer l’impact des vents et protéger les champs pour pouvoir espérer avoir 
un bon rendement agricole car si le champ est exposé de toute part on ne 
peut avoir une bonne production 

Outil 9-1 Outil 9-2 

Outil 9-3 Outil 9-4 
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3 Techniques d’utilisation des outils 
Quelques techniques pouvant faciliter l’utilisation des outils selon les thématiques 
identifiées : 

Prélèvement de sable, érosion éolienne, érosion hydrique (fortes pluies et culture en pente) 

- répartir les participants  en  sous-groupes (élèves)
- présenter les images "de la situation problématique" et les inviter à décrire,

commenter et analyser ce qu'ils voient;
- leur demander  d'imaginer les raisons de la situation représentée sur l'image ;
- introduire les images "de la situation améliorée" et leur permettre de discuter, de

compléter leurs suggestions et de noter les améliorations importantes réalisées;
- instaurer ensuite une discussion sur des actions à mener et les démarches à

entreprendre pour passer de la situation à problèmes à la situation améliorée ;
- leur demander de définir les rôles et responsabilités de chacun par rapport aux actions

à entreprendre pour améliorer la situation et la mise en place d’un système de suivi
des actions.

- faire une synthèse tout en mettant l’accent sur les messages clefs

Bois d’école 

- répartir les participants en sous-groupes (élèves);
- faire identifier les images  en les présentant une à une pour s'accorder sur la lisibilité ;
- leur demander  de classer, de répartir le lot de cartes qu'ils viennent d'identifier en

trois catégories: «mauvaise»,  «moins bonne» et «bonne»;
- poser des questions ou susciter un débat sur le classement, les justifications, les

explications en tenant compte des nuances qui ressortent sur les images ;
- afin d'approfondir l'analyse, l’animateur peut demander aux  participants de se situer

par rapport à ces trois catégories de situations;
- leur demander de définir les rôles et responsabilités de chacun par rapport aux actions

à entreprendre pour améliorer la situation et la mise en place d’un système de suivi
des actions.

- faire une synthèse tout en rappelant les messages clefs

Feux de brousse, Déforestation, Salinisation, Utilisation d’engrais chimique 

- répartir les participants en sous-groupes (élèves)
- faire identifier les images en les présentant une à une pour s'accorder sur la lisibilité;
- s’accorder clairement sur ce que représente chaque image;
- leur demander de constituer les différentes voies possibles;
- une fois les voies découvertes, faire identifier les images des barrières
- susciter les échanges entre participants
- amener les participants à sortir les messages clefs véhiculés par le lot d’images et

compléter au besoin
- terminer l'exercice en faisant une synthèse tout en rappelant les messages clefs.
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Conclusion 

Les outils du SARAR/CODEVAL constituent des supports pédagogiques. Ils sont utilisés pour 
faire passer les messages mais ne peuvent pas se substituer à eux. Ils sont attrayants et 
facilitent la compréhension des messages véhiculés; captent l’attention des participants et 
les aident à la réflexion et à l’analyse. 

Ils permettent à l’animateur ou l’enseignant de faire progresser le groupe vers les objectifs 
propres de la séance de travail. Ce qui l’oblige à être vigilant afin de percevoir et de mettre à 
profit tous les phénomènes psychologiques qui se produisent dans le groupe. 

Les supports imagés du SARAR/CODEVAL peuvent procurer une certaine assurance à 
l’animateur dans la conduite de sa séance de travail. Ils rompent en effet avec la monotonie 
habituelle et rendent plus vivante l’animation 

Il importe de retenir aussi qu’il ne faut pas que l’utilisateur de cet aide-mémoire se limite 
uniquement aux orientations ou messages déclinés dans ce document. En effet, le facilitateur, 
l’animateur ou l’enseignant doit en plus, puiser dans son expérience et ses connaissances 
pour agrémenter ses sessions d’animation et renforcer l’argumentaire afin de maximiser les 
chances de faire passer le message. 

Le rôle de l’animateur, du Facilitateur est d’aider les membres du groupe à s’exprimer, réfléchir 
et trouver des solutions adéquates.  

Pour ce faire, Il doit s’efforcer de développer et de maintenir un haut degré de participation du 
groupe. Participation qui se mesure par les interactions qu’il s’efforcera de provoquer.  

Ce guide n’est qu’un outil modulable à souhait mais tout en respectant les  règles d’animation. 
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ECOSAN トイレ構造図および技術啓発ツール 

（縮小版） 

  



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

Par Alhassane DABO 
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Plans des ouvrages 
 

 
 
 

 
  

 

  
     

    
    

      
    

     

  

LATRINE VIETNAMIENNE A 2 
POSTES DE LAVAGE ANAL AVEC 

FERMETURE DE LA FOSSE EN 
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LATRINE TYPE VIETNAMIEN A 1 PUISARD 
POUR NETTOYAGE ANAL : VUE EN PLAN 

 
 

 
 

DISPOSITION DES DALLES 
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PLAN DE FERRAILLAGE 
 DE LA DALLE DE DEFECTION 

 
 
 
 
 

 
 

PLAN DE FERRAILLAGE  
DES DALLES DE VENTILATION 
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VUE EN PLAN DE LA FOSSE 
 
 

 
 

PLAN DE FERRAILLAGE DU RADIER 
 DE LA VIETNAMIENNE 
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PLAN DE FERRAILLAGE DALLE REGARD 
 
 

 
COFFRAGE REPOSE-PIEDS  

POUR LATRINE VIETNAMIENNE 
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64 images de l’outil de sensibilisation sur la technique ECOSAN (version compressée) 
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